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聖句は，特に注記がない限り，「新世界訳聖書」からの引用です。







表紙の写真

1人の兄弟が，若い男性に聖書を教えている。兄弟の妻も参加している。男性は，「いつまでも幸せに暮らせます」の本を開いている。（研究記事22の2節を参照。）
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研究記事22

バプテスマを受けた弟子となるよう，聖書を学んでいる人を助ける


「一人一人，……バプテスマを受けなさい」。使徒 2:38

72番の歌 王国の真理を知らせる

何を学ぶか*




 1. 1世紀の大勢の人々は，何をするようにと言われましたか。

そこには，たくさんの国から来た，さまざまな言語を話す人たちが大勢集まっていました。その日，驚くべきことが起きました。ごく普通のユダヤ人たちが，そこに集まっていた人たちの母語で話し始めたのです。これは確かに驚くべき出来事でしたが，これらのユダヤ人が話した内容や，使徒ペテロが全ての人に対して話した内容は，さらに注目すべきものでした。人々は，イエス･キリストに信仰を抱くなら救われる，ということを聞いたのです。そして，このメッセージに心を動かされ，「私たちはどうしたらよいのですか」と尋ねました。それに対して，ペテロはこう答えました。「一人一人，……バプテスマを受けなさい」。（使徒 2:37，38）
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1人の兄弟が，若い男性に聖書を教えている。兄弟の妻も参加している。男性は，「いつまでも幸せに暮らせます」の本を開いている。（2節を参照。）





 2. この記事ではどんなことを考えますか。（表紙の写真を参照。）

2 そして，その日のうちに素晴らしいことが起きました。約3000人がバプテスマを受け，キリストの弟子になったのです。この時以降，イエスが命じた，人々を弟子とする大規模な活動が行われるようになりました。この活動は，21世紀の今も行われています。現代では，誰かをわずか数時間でバプテスマまで導くことはできません。数カ月から1年，あるいはそれ以上かかるかもしれません。人々を弟子とする活動には努力が求められます。いま誰かに聖書を教えている人なら，そのことを実感しているでしょう。この記事では，バプテスマを受けた弟子となるよう，聖書を学んでいる人を助けるために何ができるかを考えます。






学んだことを当てはめるよう助ける


 3. マタイ 28章19，20節からすると，聖書を学んでいる人はバプテスマに向けて進歩するために，何をする必要がありますか。

3 聖書を学んでいる人は，バプテスマを受ける前に，聖書の教えを自分に当てはめる必要があります。（マタイ 28:19，20を読む。）学んだことを当てはめる人は，イエスの例えに出てくる，地面を深く掘り下げて硬い岩の上に家を建てた「思慮深い人」のようになります。（マタ 7:24，25。ルカ 6:47，48）では，学んだことを当てはめるよう助けるために，何ができるでしょうか。3つの点を考えてみましょう。

 4. 学んでいる人がバプテスマに向けて着実に進歩するよう助けるために，何ができますか。（「目標を定めて達成していくよう，聖書を学んでいる人を助ける」の囲みも参照。）

4 目標を定めるよう助ける。このことが大切なのはなぜですか。例えで考えてみましょう。遠くまで車で旅をする場合，面白そうな場所に立ち寄りながら行くことにするかもしれません。そうすれば，長距離の旅行もそれほど大変だとは感じなくなるでしょう。同じように聖書を学んでいる人も，短期的な目標を定めて達成していくなら，バプテスマという目標も達成できる，という気持ちになることでしょう。「いつまでも幸せに暮らせます」の本の「次のステップ」という部分を使って，学んでいる人が目標を定めるよう助けてください。それぞれのレッスンを学び終えたら，学んだ内容とそこに挙げられている目標がどのように関係しているかを話し合いましょう。目標にしてほしいことがほかにあるなら，「ほかにできること」の部分に書くことができます。この部分を使って，学んでいる人と一緒に，短期的な目標や長期的な目標について定期的に話し合いましょう。



[image: 1人の兄弟が，聖書を学んでいる人と一緒に，幾つかのチェックポイントを通過しながら坂道を上っている。1. 学んでいる人が，達成したい目標を「いつまでも幸せに暮らせます」の本に書き込んでいる。2. 学んでいる人が集会に出席している。]



目標を定めて達成していくよう，聖書を学んでいる人を助ける


	1. 目標にできそうなことについて話し合う。



	2. 目標の達成に向けてどんなことをしていけるかを一緒に考える。



	3. 進歩していることをいつも褒める。









 5. マルコ 10章17-22節に記録されている通り，イエスは裕福な人に対して何と言いましたか。なぜですか。

5 生き方を変えるよう助ける。（マルコ 10:17-22を読む。）イエスは，裕福な人にとって自分の持ち物全てを売ることは難しい，ということを知っていました。（マル 10:23）でもイエスは，この男性に生き方を大きく変えるようにと言いました。なぜでしょうか。その男性に愛を抱いたからです。私たちは，必要な変化を遂げる準備が学んでいる人にまだできていないと感じて，学んだことを当てはめるよう励ますのをためらってしまうことがあります。確かに，古い習慣を脱ぎ捨て，新しい人格を身に着けるには時間がかかるかもしれません。（コロ 3:9，10）それでも，変化が必要な点について早い段階で率直に話すなら，学んでいる人はそれだけ早く取り組み始めることができます。そのように話し合うなら，学んでいる人に愛を示していることになるのです。（詩 141:5。格 27:17）

 6. 質問を使って見方や考え方を引き出すのが大切なのはなぜですか。

6 質問を使って，学んでいる人の見方や考え方を引き出すのは大切なことです。そうすれば，学んでいる人がどれほど理解し，どれほど確信しているかを知ることができます。普段からそうしているなら，話題にしにくい問題についても話しやすくなるでしょう。「いつまでも幸せに暮らせます」の本には，こうした質問がたくさんあります。例えば，レッスン04には，「あなたがエホバを名前で呼んだら，エホバはどう感じると思いますか」，またレッスン09には，「どんなことを祈りたいと思いますか」という質問があります。初めのうち，学んでいる人はこうした質問に答えるのに時間がかかるかもしれません。関係している聖句や挿絵などに基づいて考えられるように助けてください。

 7. 実例を上手に活用するために何ができますか。

7 学んでいる人が自分のするべきことを理解したなら，そうするよう励ますために実例を使いましょう。例えば，集会への出席が定期的ではない場合，レッスン14の「見てみよう」の部分にある，「エホバが優しく気遣ってくれました」の動画を見せることができるかもしれません。「いつまでも幸せに暮らせます」の本の多くのレッスンでは，「もっと調べよう」や「見てみよう」の部分にこうした経験が挙げられています。* 「この人にできたのだから，あなたにもできる」などと言って比較したりしてはいけません。学んでいる人が自分でそう思えるように助けましょう。動画に出てきた人が聖書の教えを当てはめるのに役立ったポイントに注目させてください。鍵となる聖句やその人が行ったことを取り上げることができるかもしれません。可能な時にはいつでも，エホバがその人をどのように助けたかを強調してください。

 8. エホバを愛するよう，どのように助けることができますか。

8 エホバを愛するよう助ける。どのようにそうできますか。機会を捉えて，エホバがどんな方かに注意を引くようにしてください。エホバが幸福な神で，ご自分を愛する人たちを支えてくださる方だ，ということを理解できるように助けましょう。（テモ一 1:11。ヘブ 11:6）学んだことを当てはめるならその人のためになることや，そのことがエホバのその人に対する愛の表れであることを伝えてください。（イザ 48:17，18）学んでいる人は，エホバへの愛が深まるほど，必要な変化を遂げたいと一層強く願うようになるでしょう。（ヨハ一 5:3）






仲間の兄弟姉妹と知り合えるようにする


 9. マルコ 10章29，30節からすると，バプテスマを受けて弟子になるために犠牲を払う上で，何が助けとなりますか。

9 聖書を学んでいる人は，バプテスマに向けて進歩するために犠牲を払う必要があります。先ほど考えた裕福な人のように，お金や物を犠牲にしなければならない人もいるかもしれません。聖書の教えに反する仕事をしているなら，その仕事を変える必要があるでしょう。多くの人は，エホバを愛していない人と親しく付き合うのをやめなければならないかもしれません。エホバの証人を嫌う家族から縁を切られる人もいることでしょう。イエスは，そうした犠牲を払うのが難しい場合があることを知っていました。でも，自分の弟子になる人たちがいつまでもつらい気持ちを味わうことはない，と約束しました。信仰で結ばれた愛にあふれた家族，という大きな報いを与えられるのです。（マルコ 10:29，30を読む。）では，この素晴らしい贈り物を活用するよう助けるために，何ができるでしょうか。

10. マヌエル兄弟のコメントからどんなことを学べますか。

10 学んでいる人と親しくなる。学んでいる人のことを思っていることが伝わるようにするのは大切です。メキシコに住むマヌエル兄弟のコメントからそのことが分かります。聖書を学んでいた時のことを振り返って，こう言います。「私に聖書を教えてくれた人は，聖書レッスンを始める前に必ず，調子はどうか，と尋ねてくれました。私が緊張せずに何でも話せるようにしてくれました。私のことを思ってくれている，ということがよく分かりました」。

11. 学んでいる人と一緒に時間を過ごすとよいのはなぜですか。

11 イエスが弟子たちと時間を過ごしたように，学んでいる人と一緒に時間を過ごしましょう。（ヨハ 3:22）学んでいる人が進歩しているなら，家に招いてお茶や食事を楽しんだり，一緒にマンスリープログラムを見たりできるかもしれません。聖書を学んでいる人は，祝祭日のために家族や友人が集まるような時期に寂しさを感じるかもしれません。それで，そうした時期に家に呼んであげるなら，特に喜ばれることでしょう。ウガンダに住むカジブエ兄弟はこう言います。「私は，聖書を教えてくれた人と過ごした時に，エホバについて多くのことを学びました。聖書レッスンの時と同じくらい，たくさんのことを学んだと思います。エホバがご自分に仕える人たちをどれほど気遣っているか，エホバに仕える人たちがどれほど幸せかが分かりました。私も同じように幸せになりたいと思いました」。



[image: 兄弟が，いろいろな人に聖書レッスンに参加してもらっている。1. 妻が参加している。2. 参加している兄弟がコメントを述べている。3. 年配の兄弟が動画を見せている。]

いろいろな人に聖書レッスンに参加してもらうなら，学んでいる人は集会に出席しやすくなるかもしれない。（12節を参照。）*





12. いろいろな人に聖書レッスンに参加してもらうとよいのはなぜですか。

12 いろいろな伝道者に聖書レッスンに参加してもらう。1人だけで訪問したり，いつも同じ人と一緒に行ったりする方が楽かもしれません。とはいえ，いろいろな人に参加してもらうようにするなら，学んでいる人のためになるでしょう。モルドバに住むドミトリー兄弟はこう言います。「私の聖書レッスンに来てくれた人は，みんなそれぞれの視点で説明してくれました。おかげで，私も資料をいろいろな角度から考えることができました。また，初めて集会に行った時も，すでに知っている兄弟姉妹がたくさんいたので，あまり緊張しませんでした」。

13. 集会に出席するよう助けることが大切なのはなぜですか。

13 集会に出席するよう助ける。そうするのが大切なのはなぜでしょうか。エホバがご自分を崇拝する人たちに仲間と集まるよう命じているからです。集会は私たちの崇拝の一部です。（ヘブ 10:24，25）そして，兄弟姉妹は信仰で結ばれた私たちの家族です。それで，共に集会に出席することは，家でおいしい食事を一緒に楽しむようなものです。集会に出席するよう助けるなら，バプテスマに向けて大切な一歩を踏み出すよう助けることになります。しかし，学んでいる人は集会に出席しようとすると，問題にぶつかるかもしれません。そうした問題を乗り越えるよう助けるために，「いつまでも幸せに暮らせます」の本をどのように使えるでしょうか。

14. 集会に出席したいという気持ちを高めるために，何ができますか。

14 「いつまでも幸せに暮らせます」の本のレッスン10を使って，出席したいという気持ちを高めることができます。この本が発表される前に，経験を積んだ伝道者たちに対して，このレッスンを使ってみるよう依頼がなされました。その結果，集会に出席するよう助ける上でとても役立つ，という報告が寄せられました。もちろん，集会に招待するのを，レッスン10を学ぶまで待つ必要はありません。できるだけ早く集会に招待し，その後も誘うようにしましょう。ぶつかる問題は人によって違います。ですから，学んでいる人がどんな助けを必要としているかに注意を払い，どのように助けになれるかを考えてください。出席するようになるまでに時間がかかるとしても，がっかりしないようにしましょう。辛抱強く，諦めずに誘い続けてください。






恐れを克服するよう助ける


15. 学んでいる人はどんな恐れを感じるかもしれませんか。

15 あなたはかつて，エホバの証人になることにいくらか恐れを感じていましたか。自分には伝道なんてできない，と思ったでしょうか。家族や友達に反対されたらどうしよう，と思ったかもしれません。もしそうであれば，学んでいる人の気持ちを理解できるでしょう。イエスはそうした恐れを感じる人がいることを認めていました。それでも，恐れに負けてエホバに仕えるのをやめてはならない，と弟子たちに教えました。（マタ 10:16，17，27，28）イエスは，恐れを克服するようどのように弟子たちを助けたでしょうか。私たちはどのようにイエスの手本に倣えますか。

16. 自分の信仰を語れるように教えるために，何ができますか。

16 自分の信仰について語れるよう段階的に教える。イエスの弟子たちは，伝道に行くようにと言われた時，不安を感じたかもしれません。しかしイエスは，どこで何を伝えるべきかを弟子たちに教えました。（マタ 10:5-7）どのようにイエスに倣えますか。どんな場面で話せるかを一緒に考えることができます。例えば，「今日学んだことを伝えたら喜びそうな人が誰か思い浮かびますか」と尋ねてみましょう。そして，その点をどのように分かりやすく伝えられるかを一緒に準備することができます。ふさわしいと思うなら，「いつまでも幸せに暮らせます」の本の「こう言う人もいる」や「こう聞かれたら」の部分を使って練習することもできます。そうする時には，学んでいる人が聖書を使って，簡潔にまた巧みに話せるように教えてください。

17. エホバを信頼するよう助ける際，マタイ 10章19，20，29-31節をどのように活用できますか。

17 エホバを信頼するよう助ける。イエスは弟子たちに対して，エホバは愛の気持ちから必ず助けてくださると述べました。（マタイ 10:19，20，29-31を読む。）学んでいる人が，エホバは自分のことも助けてくれる，と思えるようにしましょう。エホバに頼るよう助けるために，学んでいる人の目標について一緒に祈ることができます。ポーランドに住むフランチシェク兄弟はこう言います。「私に聖書を教えてくれた人は，私の目標についてたびたび祈ってくれました。エホバがそうした祈りに答えてくださるのを実感して，私も祈るようになりました。新しい職場で集会や大会に出席するための休みを取る必要があった時，エホバの助けを感じました」。

18. エホバは聖書を教えている人たちの働きについてどう感じていますか。

18 エホバは，聖書を学んでいる人たちのことを深く気に掛けています。そして，聖書を教えている人たちの大きな働きに感謝し，その人たちのことを愛しています。エホバに近づくよう人々を助けているからです。（イザ 52:7）今は誰かに聖書を教えていないとしても，ほかの人の聖書レッスンに参加することによって，学んでいる人がバプテスマに向けて進歩するよう助けることができます。







以下のことを行うよう，聖書を学んでいる人を助けるために，何ができますか


	  学んだことを当てはめる。



	  仲間の兄弟姉妹と親しくなる。



	  恐れを克服する。









60番の歌 命を意味する知らせ

^ 5節 イエスは人々が弟子となるよう，どのように助けたでしょうか。私たちはどのようにイエスに倣えるでしょうか。この記事では，こうした点を考えます。また，「いつまでも幸せに暮らせます」という新しい本の特色も幾つか取り上げます。この本は，聖書を学んでいる人がバプテスマに向けて進歩するのを助けるために準備されました。


^ 7節 実例を見つけるために，以下のものも活用できます。（1）「エホバの証人のためのリサーチガイド」: 聖書 > 実際的な価値 > 「聖書は人の生き方を変える」（「ものみの塔」のシリーズ記事）。（2）JW Library®: メディア > 経験とインタビュー。




^ 62節 写真や挿絵: 1人の兄弟が若い男性に聖書を教えている。兄弟の妻も参加している。別の時には，ほかの兄弟が参加している。






^ （使徒 2:38） ペテロは言った。「悔い改めなさい。そして一人一人，罪の許しのためにイエス･キリストの名によってバプテスマを受けなさい。そうすれば，無償の贈り物である聖なる力を受けます。



^ 1節 （使徒 2:37， 38） 人々はこれを聞くと，心を刺され，ペテロやほかの使徒たちに言った。「皆さん，兄弟たち，私たちはどうしたらよいのですか」。 38 ペテロは言った。「悔い改めなさい。そして一人一人，罪の許しのためにイエス･キリストの名によってバプテスマを受けなさい。そうすれば，無償の贈り物である聖なる力を受けます。



^ （マタ 28:19， 20） それで，行って，全ての国の人々を弟子としなさい。父と子と聖なる力の名によってバプテスマを施し， 20 私が命令した事柄全てを守るように教えなさい。私は体制の終結までいつの日もあなたたちと共にいるのです」。



^ 3節 （マタ 28:19， 20） それで，行って，全ての国の人々を弟子としなさい。父と子と聖なる力の名によってバプテスマを施し， 20 私が命令した事柄全てを守るように教えなさい。私は体制の終結までいつの日もあなたたちと共にいるのです」。



^ 3節 （マタ 7:24， 25） それで，私のこれらの言葉を聞いて実行する人は皆，岩の上に家を建てた思慮深い人のようです。 25 大雨が降って洪水が押し寄せ，風が激しく吹き付けても，その家は崩れ落ちませんでした。岩の上に土台が据えられていたからです。



^ 3節 （ルカ 6:47， 48） 私のもとに来て，私の言葉を聞き，それを実行する人は皆，どんな人といえるでしょうか。 48 その人は家を建てる時に，地面を深く掘り下げて岩の上に土台を据えた人のようです。その結果，洪水が生じて川の水が押し寄せても，家はびくともしませんでした。しっかり建てられていたからです。



^ （マル 10:17-22） イエスが進んでいくと，ある男性が走ってきてひざまずき，こう質問した。「善い先生，永遠の命を受けるには何をしなければなりませんか」。 18 イエスは言った。「なぜ私のことを善いと呼ぶのですか。神以外に善い者は誰もいません。 19 あなたはおきてを知っています。『殺人をしてはいけない。姦淫をしてはいけない。盗んではいけない。偽りの証言をしてはいけない。だまし取ってはいけない。父と母を敬いなさい』」。 20 その男性は言った。「先生，その全てを子供の時から守ってきました」。 21 イエスはその男性を見つめ，愛を抱いて言った。「あなたには1つのことが欠けています。行って，持っている物を全て売り，貧しい人たちに与えなさい。そうすれば，天に宝を持つようになります。それから来て，私の弟子になり*なさい」。 22 しかし，男性はこれを聞いて悲しくなり，悲嘆しながら去っていった。多くの資産を持っていたからである。

または，「私の後に従い」。


^ 5節 （マル 10:17-22） イエスが進んでいくと，ある男性が走ってきてひざまずき，こう質問した。「善い先生，永遠の命を受けるには何をしなければなりませんか」。 18 イエスは言った。「なぜ私のことを善いと呼ぶのですか。神以外に善い者は誰もいません。 19 あなたはおきてを知っています。『殺人をしてはいけない。姦淫をしてはいけない。盗んではいけない。偽りの証言をしてはいけない。だまし取ってはいけない。父と母を敬いなさい』」。 20 その男性は言った。「先生，その全てを子供の時から守ってきました」。 21 イエスはその男性を見つめ，愛を抱いて言った。「あなたには1つのことが欠けています。行って，持っている物を全て売り，貧しい人たちに与えなさい。そうすれば，天に宝を持つようになります。それから来て，私の弟子になり*なさい」。 22 しかし，男性はこれを聞いて悲しくなり，悲嘆しながら去っていった。多くの資産を持っていたからである。

または，「私の後に従い」。


^ 5節 （マル 10:23） イエスは周囲を見回してから，弟子たちに言った。「お金のある人たちが神の王国に入るのは何と難しいのでしょう」。



^ 5節 （コロ 3:9， 10） 互いにうそをついてはなりません。古い人格*とそれに伴う習慣を脱ぎ捨て， 10 新しい人格を身に着けましょう。新しい人格は，それを与えてくださる*神の性質に沿って，正確な知識によって新しくされていきます。

直訳，「人」。
または，「創造した」。


^ 5節 （詩 141:5） 正しい人が私を打つとしても，それは揺るぎない愛の表れです。 私を戒めるとしても，それは頭に注がれる油のようであり， 私がそれを拒むことはありません。 彼らが災難に遭う時，私は祈り続けます。



^ 5節 （格 27:17） 鉄が鉄を研ぐように， 人は友を研ぐ。



^ 8節 （テモ一 1:11） その教えは幸福な神の素晴らしい良い知らせと一致しており，私はその良い知らせを託されました。



^ 8節 （ヘブ 11:6） 信仰がなければ，神に喜ばれることはありません。神に近づく人は，神が存在し，熱心に仕えようと努める人たちに報いてくださる，ということを信じなければなりません。



^ 8節 （イザ 48:17， 18） あなたを救う*方，イスラエルの聖なる方，エホバはこう言う。 「私エホバは，あなたの神である。 あなたのためになる生き方を教え， あなたを導いて正しい道を歩ませる。 18 あなたが私のおきてに注意を払いさえすれば！ そうすれば，あなたの平和は川の流れのように豊かになり， あなたの正しい行いは海の波のように多くなる。

直訳，「買い戻す」。


^ 8節 （ヨハ一 5:3） 神を愛するとは，神のおきてを守ることです。神のおきては重荷ではありません。



^ （マル 10:29， 30） イエスは言った。「はっきり言いますが，私のため，また良い知らせのために，家，兄弟，姉妹，母親，父親，子供，あるいは畑に別れを告げた人は皆， 30 今この時期に*百倍を，家，兄弟，姉妹，母親，子供，畑を迫害と共に得て，新しい体制で永遠の命を得ます。

または，「現在」。


^ 9節 （マル 10:29， 30） イエスは言った。「はっきり言いますが，私のため，また良い知らせのために，家，兄弟，姉妹，母親，父親，子供，あるいは畑に別れを告げた人は皆， 30 今この時期に*百倍を，家，兄弟，姉妹，母親，子供，畑を迫害と共に得て，新しい体制で永遠の命を得ます。

または，「現在」。


^ 11節 （ヨハ 3:22） この後，イエスと弟子たちはユダヤの田舎に行った。イエスはそこでしばらく弟子たちと過ごし，バプテスマを施していた。



^ 13節 （ヘブ 10:24， 25） また，互いのことをよく考えて*，愛を表し立派な行いをするよう勧め*合いましょう。 25 仲間と集まることを怠ってはなりません。よく欠席する人たちに倣わないようにし，いつも励まし合いましょう。定められた日が近づいているのですから*，ますますこうしたことを行っていきましょう。

または，「を気遣って」，「に関心を払って」。
または，「意欲を起こさせ」，「奮い立たせ」。
または，「のを見て」。


^ 15節 （マタ 10:16， 17） さあ，私はあなたたちを遣わします。あなたたちはオオカミの間にいる羊のようになります。それで，蛇のように用心深く，しかもハトのように純真なことを示しなさい。 17 人々に用心していなさい。あなたたちを地方法廷に引き渡し，会堂でむち打つからです。



^ 15節 （マタ 10:27， 28） 私が闇の中で告げる事を，光の中で言いなさい。ささやかれた*事を，屋上から伝えなさい。 28 そして，体は殺せても命を奪えない人たちを恐れてはなりません。命も体もゲヘナで滅ぼせる方を畏れなさい。

直訳，「耳の中で（に）聞く」。


^ 16節 （マタ 10:5-7） イエスはこの12人に次の指示を与えて遣わした。「異国の人々の所に行ってはならず，サマリア人の町に入ってはなりません。 6 いつも，イスラエル国民の迷い出た羊の所に行きなさい。 7 行って，『天の王国は近づいた』と伝道しなさい。



^ （マタ 10:19， 20） しかし，引き渡されるとき，何をどう話そうかと心配してはなりません。話すべきことはその時に与えられるからです。 20 単にあなたたちが話すのではなく，天の父の聖なる力があなたたちによって話すのです。



^ （マタ 10:29-31） スズメ2羽は小額の硬貨1枚で売っていませんか。それでも，その1羽でさえ，天の父が知らないうちに地面に落ちることはありません。 30 ところが，あなたたちは髪の毛まで全て数えられています。 31 ですから，恐れることはありません。あなたたちはたくさんのスズメより価値があるのです。



^ 17節 （マタ 10:19， 20） しかし，引き渡されるとき，何をどう話そうかと心配してはなりません。話すべきことはその時に与えられるからです。 20 単にあなたたちが話すのではなく，天の父の聖なる力があなたたちによって話すのです。



^ 17節 （マタ 10:29-31） スズメ2羽は小額の硬貨1枚で売っていませんか。それでも，その1羽でさえ，天の父が知らないうちに地面に落ちることはありません。 30 ところが，あなたたちは髪の毛まで全て数えられています。 31 ですから，恐れることはありません。あなたたちはたくさんのスズメより価値があるのです。



^ 18節 （イザ 52:7） 山々を越えて良い知らせを持ってくる者， 平和について伝える者， より良い事柄についての良い知らせを持ってくる者， 救いについて伝える者， シオンに「あなたの神は王となった！」と言う者の足は，何と美しいのだろう。








研究記事23

エホバはいつもそばにいてくださる


「エホバは，ご自分に呼び掛ける全ての人の近くにいる」。詩編 145:18

28番の歌 エホバの友となる

何を学ぶか*




 1. エホバに仕える人たちも，どんな時に寂しさを感じることがありますか。

誰でも寂しさを感じることがあるものです。そうした寂しさは，すぐに消える場合もあれば，長く続く場合もあります。周りにたくさんの人がいても，寂しさを感じるかもしれません。新しい会衆になかなかなじめないということもあります。大好きな家族を後にして，遠く離れた場所に引っ越したために，寂しさを感じることもあるでしょう。いつも一緒にいた愛する人を亡くして，深い喪失感を味わっている人もいます。エホバの証人ではない家族や以前の友人から相手にされなくなったり迫害されたりして，寂しい思いをしている人もいます。聖書の真理を最近学んだ人であれば，特にそうかもしれません。

 2. これからどんな点を考えますか。

2 エホバは私たちのことを何でもご存じです。私たちが寂しく感じる時も，エホバはそのことを知っていて，私たちを助けたいと思っています。エホバはどのように助けてくれるのでしょうか。私たちは寂しさを感じる場合，何ができますか。会衆の誰かが寂しさを感じているなら，どのように助けになれるでしょうか。1つずつ考えていきましょう。






エホバは分かってくださっている




[image: 天使がエリヤを起こし，食べるよう勧めている。そばには，熱した石に載せた丸いパンと水差しがある。]

エホバは天使を遣わして，独りではないことをエリヤに伝え，安心させた。（3節を参照。）





 3. エホバはエリヤを気に掛けていることをどのように示しましたか。

3 エホバは，ご自分を崇拝する全ての人が幸せになることを願っています。私たちのそばにいて，私たちが悲しみや落胆を感じる時，そのことに気付いてくださいます。（詩 145:18，19）エホバが忠実な預言者エリヤに思いやりをもって接したことについて考えてみましょう。エリヤは，イスラエルの歴史の中でも大変な時代に生きていました。エホバに敵対する人たちは，エホバを崇拝する人たちをひどく迫害し，特にエリヤを殺そうとしていました。（王一 19:1，2）またエリヤは，神に仕える預言者は自分だけになってしまったと感じて，さらに落ち込んだのかもしれません。（王一 19:10）エホバはエリヤを助けるためにすぐに行動しました。天使を遣わして，エリヤのほかにも神を畏れるイスラエル人が大勢いることを伝え，安心させました。（王一 19:5，18）

 4. エホバは，ご自分に仕えることにしたために親族や友人から助けてもらえなくなった人たちのことを気に掛けています。そのことは，マルコ 10章29，30節からどのように分かりますか。

4 エホバは，私たちがエホバに仕えることにする時，大きな犠牲を払わなければならない場合があることをご存じです。例えば，エホバの証人ではない親族や以前の友人から，これまでのようには助けてもらえなくなるかもしれません。使徒ペテロは恐らく不安げな口調で，イエスにこう尋ねました。「私たちは全てのものに別れを告げて，あなたに従ってきました。私たちは何を受けるのでしょうか」。（マタ 19:27）イエスは，弟子たちが信仰で結ばれた大きな家族を得ることになる，と優しく約束しました。（マルコ 10:29，30を読む。）天のお父さんエホバも，ご自分に仕えたいと思っている人たちを支えると約束しています。（詩 9:10）では，寂しさを感じる時，エホバに助けていただくために何ができるでしょうか。考えてみましょう。






寂しさを感じる時にできること


 5. エホバがどのように支えてくださっているかに思いを向けるとよいのはなぜですか。

5 エホバがどのように支えてくださっているかに思いを向ける。（詩 55:22）そうすることは，自分は独りではないということを理解する助けになるでしょう。キャロル姉妹は独身で，家族の中にエホバの証人はいません。* こう言っています。「エホバが試練の時にどのように支えてくださったかをじっくり考えると，自分は独りじゃないんだ，と思えるようになります。そして，エホバがこれからもそばにいてくださることを確信できます」。

 6. 寂しく感じる気持ちと闘っている人たちにとって，ペテロ第一 5章9，10節はどのように力となりますか。

6 寂しく感じている兄弟姉妹をエホバがどのように助けているかについて考える。（ペテロ第一 5:9，10を読む。）博兄弟は，バプテスマを受けて以来，幾年もの間，家族の中でただ1人エホバに仕えています。こう述べています。「会衆の兄弟姉妹を見ると，問題のない人など1人もいないということが分かります。みんながエホバに仕えるためにベストを尽くしていることを知ると，私のように家族にエホバの証人がいない人にとっても励みとなります」。

 7. あなたにとって，祈りはどのように助けになっていますか。

7 信仰を強めるための良い習慣を守る。これには，自分の気持ちをエホバに率直に打ち明けることが含まれます。（ペテ一 5:7）若いマシエル姉妹は，エホバに仕えることに決めた時，家族から孤立したように感じました。こう言っています。「さみしい気持ちに立ち向かうのにとても役立ったのは，エホバに熱烈に祈ることでした。エホバは私にとってお父さんのような存在なので，毎日何度も祈って気持ちを伝えました」。



[image: 妻を亡くした兄弟がオーディオ版を聞いている。]

聖書や出版物のオーディオ版を聞くなら，寂しさが和らぐかもしれない。（8節を参照。）*





 8. あなたにとって，聖書を読んでじっくり考えることは，どのように助けになっていますか。

8 聖書をいつも読み，エホバからの愛を感じられるような記述についてじっくり考えましょう。ビアンカ姉妹は，家族からがっかりするようなことを言われても忍耐しています。こう述べています。「聖書の記述や，同じような状況を経験した人たちのライフ･ストーリーを読んでじっくり考えることが，とても役立っています」。兄弟姉妹の中には，詩編 27編10節やイザヤ 41章10節などの特に慰めとなる聖句を覚えるようにしている人もいます。また，集会の準備や聖書通読を行う時にオーディオ版を聞くと寂しさが和らぐ，と感じている人もいます。

 9. あなたにとって，集会に出席することはどのように助けになっていますか。

9 集会に欠かさず出席するようにしましょう。集会に行くと，その内容から励みを得ることができ，兄弟姉妹と知り合うこともできます。（ヘブ 10:24，25）先ほどのマシエル姉妹はこう言います。「私はとても内気でしたが，毎回の集会に必ず出席して，1回はコメントすることを心に決めました。そうすることで，自分にも会衆に居場所がある，と思えるようになりました」。

10. 仲間の兄弟姉妹との友情を育てることが大切なのはなぜですか。

10 仲間の兄弟姉妹との友情を育てる。会衆の中で自分のお手本にできそうな人と友達になるようにしましょう。年齢や育った環境や経歴が違っても，学べることはあります。聖書は，「老人には知恵がある」と述べています。（ヨブ 12:12）年上の人も，会衆の年下の人たちから多くのことを学べます。ダビデはヨナタンよりかなり年下でしたが，年の差は2人が固い友情を築く壁とはなりませんでした。（サム一 18:1）どんな問題があっても，ダビデとヨナタンは助け合ってエホバに仕えました。（サム一 23:16-18）イリーナ姉妹は，家族の中で唯一のエホバの証人です。こう言っています。「会衆の兄弟姉妹は，親やきょうだいのような存在になってくれます。エホバはそうした仲間を用いて，私たちに必要な助けを与えてくださいます」。

11. 固い友情を築くためには，何をする必要がありますか。

11 友達を作るのは，簡単なことではないかもしれません。内気な人の場合は特にそうです。内気なラトナ姉妹は，反対の中で真理を学びました。こう言っています。「会衆の兄弟姉妹の助けや支えが必要であることを認めなければなりませんでした」。自分の気持ちを誰かに打ち明けるのは，簡単ではないかもしれませんが，そうするなら固い友情の土台を築くことができます。友達はあなたのことを力づけ，支えたいと思っています。でも，あなたの方から自分のことを伝えないなら，そうすることはできません。

12. 仲間の兄弟姉妹と友達になる上で，伝道に参加することはどのように役立ちますか。

12 仲間の兄弟姉妹と友達になるのにとても良い方法は，一緒に伝道に参加することです。前に出てきたキャロル姉妹はこう言います。「姉妹たちと一緒に伝道したり，ほかのさまざまな奉仕を行ったりすることで，たくさんの友達ができました。エホバは幾年にもわたって，こうした人たちを用いて私を支えてくださっています」。仲間の兄弟姉妹との友情を育てることには，大きな価値があります。エホバは，そうした友達を用いて，あなたが寂しさなどのつらい気持ちと闘えるように助けてくださいます。（格 17:17）






会衆を家族のように感じてもらう


13. 会衆の全ての人にはどんな務めがありますか。

13 全ての人には，会衆を温かく平和な所にする務めがあります。誰にも，自分は独りぼっちだと感じてほしくはありません。（ヨハ 13:35）私たちは言葉や行動で人を力づけることができます。1人の姉妹はこう述べています。「聖書の真理を学んだ時，会衆が私の家族になりました。兄弟姉妹の支えがなかったら，エホバの証人にはなれなかったと思います」。家族にエホバの証人がいない兄弟姉妹が，会衆に居場所があると感じられるようにするために，私たちには何ができるでしょうか。

14. 新しく来た人たちと友達になるために何ができますか。

14 友達になるためにこちらから行動する。まずは，会衆に新しく来た人たちを温かく歓迎しましょう。（ロマ 15:7）しかし，親しみを込めてあいさつをするだけで終わらせるのではなく，固い友情を育てていくことを目指しましょう。新しい人たちに親切にし，心からの気遣いを示してください。プライバシーに配慮しつつ，その人の状況を知るようにしましょう。自分の気持ちを話すのが苦手な人もいるので，無理やり聞き出そうとしてはいけません。親切な仕方で質問をし，辛抱強く答えに耳を傾けましょう。例えば，どのようにして聖書を勉強するようになったのか，尋ねることができます。

15. 十分に成長したクリスチャンは，会衆の仲間を助けるために何ができますか。

15 十分に成長したクリスチャン，特に長老たちが会衆の人たちに関心を払うなら，会衆のみんなの信仰が強くなります。母親から真理を教えられて育ったメリッサ姉妹はこう言います。「これまで何年もの間，父親のように私のために時間を取ってくれた兄弟たちにすっごく感謝しています。話したいと思う時には必ず誰かが聞いてくれます」。若いマウリシオ兄弟は，自分に聖書を教えてくれた人が真理から離れた時，見捨てられたように感じました。こう述べています。「長老たちが私に関心を払ってくれたことが，大きな力になりました。長老たちはいつも話し掛けてくれました。一緒に伝道したり，個人研究で見つけた宝を教えてくれたりしました。一緒にスポーツをしてくれたこともあります」。メリッサ姉妹もマウリシオ兄弟も今では全時間奉仕を行っています。



[image: 父親と娘がクッキーを持って，年長の兄弟を訪ねている。]

会衆の中に，親切を示したり一緒に過ごしたりすると，特に喜んでくれそうな人が誰かいませんか。（16-19節を参照。）*





16-17. ほかにもどんな方法で仲間を助けることができますか。

16 相手の必要に合わせた方法で助ける。（ガラ 6:10）家族から遠く離れた所で宣教者として奉仕しているレオ兄弟はこう言っています。「多くの場合，必要なのはぴったりのタイミングでちょっとした親切を示すことです。事故に遭った日のことを今でも思い出します。ようやく家に戻った時にはストレスで疲れ切っていました。その時，1組の夫婦が私を食事に招いてくれました。何を食べたかは覚えていませんが，2人が親切に話を聞いてくれたことはよく覚えています。帰る頃にはずいぶん気持ちが楽になっていました」。

17 大会などの時に仲間と一緒に時間を過ごし，聞いた話について語り合うのは楽しいことです。しかし，先ほどのキャロル姉妹はこう言います。「大会の時は特につらいです。何百人，何千人もの兄弟姉妹が周りにいても，ほとんどの人は家族と一緒に座っています。それで，自分は独りだという気持ちが余計に強くなります」。夫や妻を亡くした後の最初の大会に行くのが大変だと感じる人もいます。こうした状況にある人が誰か思い浮かびますか。次の大会などの時に，自分の家族と一緒に座るよう誘ってみるのはいかがですか。

18. 誰かをもてなそうと思う時，コリント第二 6章11-13節をどのように当てはめられますか。

18 一緒に過ごす。兄弟姉妹と一緒に楽しく過ごす時には，いろいろな人を招くようにしましょう。特に，寂しく感じているかもしれない人たちに声を掛けることができます。ぜひ，そうした人たちに対して「心を大きく開いてください」。（コリント第二 6:11-13を読む。）先ほどのメリッサ姉妹は，「友達が家に呼んでくれたり，旅行に誘ってくれたりした時，すごくうれしかったです」と言っています。会衆の中の誰をもてなせるか，考えてみましょう。

19. どんな時に一緒に過ごすと，特に感謝されるかもしれませんか。

19 どんな時に一緒に過ごすと，特に感謝されるかもしれませんか。祝祭日などの時に，エホバの証人ではない親族と一緒にいるのは大変だ，と感じる人がいるかもしれません。また，愛する人を亡くした日など，1年の中の特定の日にとてもつらく感じる人もいるでしょう。こうした兄弟姉妹に，一緒に過ごすのはどうかと声を掛けるなら，「心から気遣[ってい]る」ことを示せます。（フィリ 2:20）

20. 寂しく感じる時，マタイ 12章48-50節にあるイエスの言葉はどのように力となりますか。

20 クリスチャンはさまざまな理由で寂しさを感じることがあります。しかし，エホバはそうした気持ちをよく分かってくださっています。多くの場合，仲間の兄弟姉妹を用いて私たちに必要な助けを与えてくださいます。（マタイ 12:48-50を読む。）そして，私たちはベストを尽くして兄弟姉妹を支えることによって，エホバが会衆という信仰で結ばれた家族を与えてくださったことへの感謝を示せます。たとえどんな気持ちになるとしても，私たちは決して独りではありません。エホバがいつもそばにいてくださるからです。







どのように答えますか


	  エホバが私たちの気持ちを分かってくださっている，と言えるのはなぜですか。



	  寂しさを感じる時には，何をすることができますか。



	  兄弟姉妹が，会衆に居場所があると思えるようにするために，何ができますか。









46番の歌 エホバ，私たちは感謝します

^ 5節 寂しさに襲われることがありますか。そのような時も，エホバはあなたが闘っていることをよくご存じで，あなたのことを支えたいと思っています。この記事では，寂しさと闘うために何ができるかを考えます。また，寂しさを感じている仲間を助ける上で役立つ点も考えます。


^ 5節 一部の名前は変えてあります。




^ 60節 写真や挿絵: 妻を亡くした兄弟が聖書や出版物のオーディオ版を聞いて力を得ている。


^ 62節 写真や挿絵: 父親と娘が会衆の年長の兄弟を訪ねて親切を示している。






^ （詩 145:18） エホバは，ご自分に呼び掛ける全ての人の近くにいる。 ご自分に誠実に*呼び掛ける全ての人の近くにいる。

または，「正しく」。


^ 3節 （詩 145:18， 19） エホバは，ご自分に呼び掛ける全ての人の近くにいる。 ご自分に誠実に*呼び掛ける全ての人の近くにいる。 19 神はご自分を畏れる人の願いをかなえてくださる。 助けを求める叫びを聞き，助け出してくださる。

または，「正しく」。


^ 3節 （王一 19:1， 2） アハブは，エリヤがした全てのこと，預言者たち皆を剣で殺したことについてイゼベルに話した。 2 イゼベルはエリヤの所に使者を遣わし，こう伝えさせた。「もし私があしたの今ごろまでにあなたをあの預言者たちのようにしないなら，神々が私を厳しく罰しますように！」



^ 3節 （王一 19:10） エリヤは言った。「私は，大軍を率いる神エホバにひたすら熱心に仕えてきました。イスラエルの民があなたの契約を捨て，あなたの祭壇を壊し，あなたの預言者たちを剣で殺したため，私だけが残りました。今，彼らは私の命を狙っています」。



^ 3節 （王一 19:5） エリヤは横になり，エニシダの木の下で眠った。すると突然，天使が彼に触れ，「起きて，食べなさい」と言った。



^ 3節 （王一 19:18） イスラエルには，バアルにひざまずかず，口づけしなかった人たちがまだ7000人いる」。



^ （マル 10:29， 30） イエスは言った。「はっきり言いますが，私のため，また良い知らせのために，家，兄弟，姉妹，母親，父親，子供，あるいは畑に別れを告げた人は皆， 30 今この時期に*百倍を，家，兄弟，姉妹，母親，子供，畑を迫害と共に得て，新しい体制で永遠の命を得ます。

または，「現在」。


^ 4節 （マタ 19:27） そこでペテロが言った。「見てください！ 私たちは全てのものに別れを告げて，あなたに従ってきました。私たちは何を受けるのでしょうか」。



^ 4節 （マル 10:29， 30） イエスは言った。「はっきり言いますが，私のため，また良い知らせのために，家，兄弟，姉妹，母親，父親，子供，あるいは畑に別れを告げた人は皆， 30 今この時期に*百倍を，家，兄弟，姉妹，母親，子供，畑を迫害と共に得て，新しい体制で永遠の命を得ます。

または，「現在」。


^ 4節 （詩 9:10） あなたの名を知っている人はあなたに頼る。 エホバ，あなたはご自分に導きを求める人を決して見捨てない。



^ 5節 （詩 55:22） 重荷をエホバに委ねよ。 そうすれば支えてくださる。 神は正しい人が倒れる*ことを決して許さない。

または，「よろける」。


^ （ペテ一 5:9， 10） 揺るぎない信仰を持ち，悪魔に立ち向かってください。ご存じの通り，世界中にいる，信仰で結ばれた兄弟たちが，同じような苦しみを経験しています。 10 皆さんが少しの間苦しんだ後，惜しみない親切に満ちる神は，皆さんの訓練を終えます。永遠の栄光を与えるためにキリストを通して招いてくださった神が，皆さんをしっかりした人，強い人，揺らぐことのない人にしてくださるのです。



^ 6節 （ペテ一 5:9， 10） 揺るぎない信仰を持ち，悪魔に立ち向かってください。ご存じの通り，世界中にいる，信仰で結ばれた兄弟たちが，同じような苦しみを経験しています。 10 皆さんが少しの間苦しんだ後，惜しみない親切に満ちる神は，皆さんの訓練を終えます。永遠の栄光を与えるためにキリストを通して招いてくださった神が，皆さんをしっかりした人，強い人，揺らぐことのない人にしてくださるのです。



^ 7節 （ペテ一 5:7） そして，心配事*を全て神に委ねましょう。神は優しく気遣ってくださるからです。

または，「不安」，「悩み」。


^ 8節 （詩 27:10） たとえ父と母に捨てられても， エホバが迎えてくださる。



^ 8節 （イザ 41:10） 恐れてはいけない。私があなたと共にいる。 心配してはいけない。私があなたの神である。 私はあなたを強くし，必ず助ける。 私の正義の右手であなたをしっかりと支える*』。

または，「つかんで離さない」。


^ 9節 （ヘブ 10:24， 25） また，互いのことをよく考えて*，愛を表し立派な行いをするよう勧め*合いましょう。 25 仲間と集まることを怠ってはなりません。よく欠席する人たちに倣わないようにし，いつも励まし合いましょう。定められた日が近づいているのですから*，ますますこうしたことを行っていきましょう。

または，「を気遣って」，「に関心を払って」。
または，「意欲を起こさせ」，「奮い立たせ」。
または，「のを見て」。


^ 10節 （ヨブ 12:12） 老人には知恵があると思わないか。 長く生きている人には理解力があると思わないか。



^ 10節 （サム一 18:1） ダビデがサウルと話し終えた後，ヨナタンとダビデは固い友情で結ばれ，ヨナタンはダビデを自分自身のように愛するようになった。



^ 10節 （サム一 23:16-18） サウルの子ヨナタンはホレシャのダビデの所に出掛けていき，エホバへの信頼を強めるよう助けた*。 17 ヨナタンは言った。「恐れることはありません。私の父サウルがあなたを見つけることはありません。あなたはイスラエルの王になり，私はあなたの次の地位に就きます。父サウルもそうなることを知っているのです」。 18 それから2人はエホバの前で契約を結んだ。ダビデはホレシャにとどまり，ヨナタンは家に帰った。

直訳，「エホバに関して彼の手を強くした」。


^ 12節 （格 17:17） 真の友はどんな時にも愛を示す。 苦難の時に頼れる兄弟である。



^ 13節 （ヨハ 13:35） あなたたちの間に愛があれば，全ての人は，あなたたちが私の弟子であることを知ります」。



^ 14節 （ロマ 15:7） それで，神がたたえられるようにするため，キリストが皆さんを迎え入れて*くださったように，互いを迎え入れてください。

または，「受け入れて」。


^ 16節 （ガラ 6:10） ですから，機会がある限り，全ての人に，特に同じ信仰を持つ兄弟姉妹に，善いことを行いましょう。



^ （コリ二 6:11-13） 私たちはコリントの皆さんに語るために口を開き*，心を大きく開いています。 12 私たちは皆さんに惜しみなく愛情を示していますが，皆さんは私たちに優しい愛情を十分に示していません。 13 それで，私たちの愛情に応えて，皆さんも心を大きく開いて*ください。私はわが子に話すように話しています。

または，「率直に語り」。
または，「自分を広くして」。


^ 18節 （コリ二 6:11-13） 私たちはコリントの皆さんに語るために口を開き*，心を大きく開いています。 12 私たちは皆さんに惜しみなく愛情を示していますが，皆さんは私たちに優しい愛情を十分に示していません。 13 それで，私たちの愛情に応えて，皆さんも心を大きく開いて*ください。私はわが子に話すように話しています。

または，「率直に語り」。
または，「自分を広くして」。


^ 19節 （フィリ 2:20） テモテほど皆さんのことを心から気遣える人は，ほかにいません。



^ （マタ 12:48-50） イエスは，そう知らせた人に言った。「私の母とは誰ですか。私の兄弟たちとは誰ですか」。 49 そして，弟子たちの方を手で指して，言った。「見てください。私の母と兄弟たちです！ 50 天にいる父の望むことを行う人が，私の兄弟，姉妹，母なのです」。



^ 20節 （マタ 12:48-50） イエスは，そう知らせた人に言った。「私の母とは誰ですか。私の兄弟たちとは誰ですか」。 49 そして，弟子たちの方を手で指して，言った。「見てください。私の母と兄弟たちです！ 50 天にいる父の望むことを行う人が，私の兄弟，姉妹，母なのです」。








研究記事24

サタンのわなから逃れることは可能です！


「悪魔のわなから逃れる」。テモテ第二 2:26

36番の歌 心を守る

何を学ぶか*




 1. サタンはどんな点でハンターに似ていますか。

ハンターの狙いは，獲物を捕まえるか殺すかすることです。そのために，さまざまなわなや仕掛けを使います。聖書にもそのことが書かれています。（ヨブ 18:8-10）ハンターは，獲物をわなにおびき寄せるためにどんなことをするでしょうか。その動物をじっくり観察します。どこを通りますか。何を好みますか。どんなわななら気付かれずに済むでしょうか。サタンも同じように，私たちのことをじっくり観察しています。私たちがどこに行き，どんなものを好むかをよく知っています。そして，私たちに気付かれないようなわなを仕掛けてきます。でも聖書は，そうしたわなに掛かってしまったとしても逃れることができる，と教えています。また，どうすればそうしたわなを最初から避けることができるかも教えています。



[image: 1. 1人の兄弟が誇りを示し，2人の長老からのアドバイスを退けている。2. 1人の男性が，わなに足を取られて逆さづりになってしまっている。3. 1人の姉妹が，買い物をしてたくさんの袋を持っているのに，もっと欲しそうにショーウインドーを眺めている。]

サタンが使うわなの中でも特に効果的なのは，誇りと貪欲。（2節を参照。）*





 2. サタンが使うわなの中でも特に効果的なのは何ですか。

2 サタンが使うわなの中でも特に効果的なのは，誇りと貪欲です。* サタンは数千年にわたって，この良くない傾向をうまく利用してきました。サタンは，網を使ったりわなにおびき寄せたりして鳥を捕る人のようです。（詩 91:3）しかし，だからといって，サタンのわなを避けられないわけではありません。サタンが使う手口をエホバが教えてくれているからです。（コリ二 2:11）





[image: 誇りと貪欲の例。サタン，ウジヤ王，エバ，ダビデ王，ユダ･イスカリオテ。4，7，9，10，12節で，それぞれについて説明されている。]

私たちは警告の例から学んで，悪魔のわなを避けることやそこから逃れることができる。（3節を参照。）*





 3. エホバが聖書の中に実例を収めたのはなぜですか。

3 エホバは，誇りや貪欲が危険であることをさまざまな実例を通して教えてくれています。これから考える実例から分かる通り，エホバに長年仕えていた人たちでさえ，サタンのわなに掛かってしまいました。これはつまり，私たちもサタンの餌食になってしまうということでしょうか。そうではありません。エホバはこれらの例を「私たちへの警告」として聖書に収めてくれました。（コリ一 10:11）エホバは，私たちが警告の例から学んで，悪魔のわなを避けることやそこから逃れることができる，ということをご存じです。






誇りというわな




[image: サタンが，エデンの園で幸せそうに暮らしているアダムとエバを見ている。]

4節を参照。





 4. 誇りの気持ちが大きくなると，どうなりますか。

4 サタンは，私たちが間違った誇りを抱くことを願っています。そうした誇りの気持ちが大きくなるままにすると，私たちはサタンのようになり，永遠の命を得られなくなってしまいます。サタンはそのことを知っています。（格 16:18）それで使徒パウロは，「思い上がって，悪魔と同じように断罪される」ことがないようにと警告しました。（テモ一 3:6，7）この警告は，真理に新しい人にも，エホバに長年仕えてきた人にも当てはまります。

 5. 伝道の書 7章16，20節からすると，どんな時に誇りを示してしまうことがあるかもしれませんか。

5 誇りは自分中心の考え方をしていることの表れです。サタンは，私たちにそうした考え方をさせようと仕向けてきます。特に問題にぶつかった時に，エホバよりも自分のことを優先して考えさせようとするのです。例えば，してもいないことで批判されたり，不当な扱いを受けたりしたことがありますか。サタンは，私たちがエホバや兄弟たちのことを悪く言うのを見たいと思っています。また，私たちがエホバから与えられている導きに従わずに，自分の方法で解決するしかないと考えることを望んでいます。（伝道の書 7:16，20を読む。）

 6. オランダの姉妹の例から何を学べますか。

6 オランダの姉妹の例を考えてみましょう。姉妹は，仲間の不完全さに腹を立て，もう我慢の限界だ，と感じました。こう言っています。「孤独を感じ，許すのは無理だと思いました。そして主人に，別の会衆に行くしかない，と言いました」。その後，姉妹はJW Broadcastingで2016年3月のマンスリープログラムを見ました。その話では，仲間の不完全さにどのように対処することができるかが取り上げられていました。姉妹はこう述べています。「会衆の兄弟姉妹を変えようとするのではなく，自分の間違いを謙遜に認める必要があるということに気付きました。その話のおかげで，エホバとエホバの主権に思いを向けることができました」。何を学べますか。問題にぶつかるとしても，エホバに思いを向け続けるということです。仲間に対してエホバと同じ見方ができるよう，助けを求めて祈りましょう。天のお父さんエホバは，兄弟姉妹の間違いに気付いていますが，それでも進んで許しています。そして，あなたにも同じようにしてほしいと思っています。（ヨハ一 4:20）



[image: 香炉を手にしたウジヤ王を，祭司長や祭司たちが止めようとしている。]

7節を参照。





 7. ウジヤ王にどんなことが起きましたか。

7 ユダのウジヤ王は，誇りのせいで助言を退け，出過ぎた行動をしました。ウジヤはとても能力がある人でした。多くの戦いで勝利し，建設や農業の面でも成功を収めました。「真の神[が]彼を成功させた」のです。（代二 26:3-7，10）「ところが，ウジヤは強くなるとすぐに心が傲慢になって身を滅ぼした」と聖書は述べています。エホバの命令によると，神殿で香を捧げることができるのは，祭司だけでした。しかしウジヤ王は，香を捧げようとして神殿に入るという出過ぎた行動をしました。エホバは不快に感じ，誇りを抱いたウジヤを重い皮膚病で打ちました。ウジヤは死ぬ日まで重い皮膚病を患いました。（代二 26:16-21）

 8. コリント第一 4章6，7節は，誇りを抱かないようにする上でどのように役立ちますか。

8 私たちも，誇りのせいでウジヤと同じように罪を犯してしまうことがあるでしょうか。ホセ兄弟の例を考えてみましょう。兄弟はとても有能なビジネスマンで，会衆では頼りにされる長老でした。大会で話をしたり，巡回監督からアドバイスを求められたりもしました。当時のことについてこう述べています。「でも私は自分の能力や経験に頼っていました。エホバに頼っていなかったんです。自分は大丈夫だと考えて，エホバの警告や助言を聞こうとしませんでした」。兄弟は，重大な罪を犯して排斥されました。そして，数年前に復帰しました。こう言っています。「エホバは大切なことを教えてくれました。大事なのは立場を得ることではなく，エホバが私たちに求めていることを行うことなんです」。自分が持っている能力や会衆で与えられている立場や務めは全てエホバからのものだ，ということを忘れないようにしましょう。（コリント第一 4:6，7を読む。）誇りの気持ちがあるなら，エホバに用いられることはありません。






貪欲というわな




[image: 悪魔に操られた蛇がエバに話し掛けている。エバがそれを聞いている。]

9節を参照。





 9. 貪欲になったサタンやエバは，どんなことをしましたか。

9 貪欲といえば，悪魔サタンのことが思い浮かぶでしょう。サタンは，エホバの天使としてさまざまな祝福を味わっていたに違いありません。でもそれで満足せず，エホバだけが受けるべき崇拝を受けたい，と思うようになりました。サタンの狙いは，私たちに自分と同じ道を歩ませることです。それで，いま持っているものでは満足できない，と思わせようとしてきます。サタンが最初に誘惑したのはエバでした。エホバは愛情深く，エバと夫のアダムに食べ物を十分に与えていました。1本の木を除き，「庭園の全ての木の実」を食べることができたのです。（創 2:16）しかし，サタンはエバを欺き，禁じられた木の実を食べたいと思うように仕向けました。エバは自分が持っているものに満足できず，もっと多くを欲しがりました。その結果，どうなったでしょうか。エバは罪を犯し，やがて死にました。（創 3:6，19）





[image: ダビデ王が夕暮れ時に屋上から見下ろしている。]

10節を参照。





10. ダビデ王にとって，貪欲はどのようにわなとなりましたか。

10 ダビデ王は，エホバから富や名声や敵に対する勝利を与えられました。でも貪欲のせいで，それらの祝福を忘れました。初めのうちダビデは，エホバからもらったものが「あまりに多くて語り尽くせ[ない]」ことを認めていました。（詩 40:5）でもある時，ダビデはそのことを忘れてしまいました。満足できなくなり，もっと多くを欲しがりました。ダビデには幾人も妻がいましたが，心の中でほかの人の妻に対する欲望を募らせました。その女性は，ヘト人ウリヤの妻バテ･シバでした。ダビデは，自分の欲望を満足させるためにバテ･シバと性関係を持ち，バテ･シバは妊娠しました。するとダビデは，ウリヤが死ぬように仕組むことさえしました。（サム二 11:2-15）ダビデは何を考えていたのでしょうか。エホバは見ていない，とでも思ったのでしょうか。ダビデはエホバに忠実に仕えてきましたが，貪欲に負けて多くの苦しみを味わいました。しかしダビデは，やがて自分の間違いを認め，悔い改めました。エホバが許してくださったことに本当に感謝したことでしょう。（サム二 12:7-13）

11. エフェソス 5章3，4節によると，どうすれば貪欲と闘うことができますか。

11 ダビデの例から何を学べますか。エホバから与えられている全てのものにいつも感謝しているなら，貪欲と闘うことができる，ということです。（エフェソス 5:3，4を読む。）持っているもので，満足しなければなりません。新しく聖書を学び始めた人は，エホバがしてくれていることを毎日1つ考えて，感謝の祈りを捧げるように，と勧められます。それを1週間続けるなら，7つの点について感謝することになります。（テサ一 5:18）あなたも同じようにしていますか。エホバがしてくれている全てのことをじっくり考えるなら，感謝の気持ちが深まるでしょう。感謝の気持ちが深まれば，満足できるようになります。そして，満足しているなら，貪欲になってしまうことはありません。



[image: ユダ･イスカリオテが金箱からお金を盗み，自分の袋に入れている。]

12節を参照。





12. ユダ･イスカリオテは，貪欲に負けてどんなことをしましたか。

12 ユダ･イスカリオテは，貪欲に負けて卑劣な反逆者になりました。でも，最初からそうだったわけではありません。（ルカ 6:13，16）ユダは，イエスから使徒に選ばれました。有能で信頼できる人だったようです。そのことは，金箱の管理を任されていたことから分かります。そのお金は，イエスや使徒たちが伝道活動を行うために用いられました。ですからそれは，現代でいえば，世界的な活動のための寄付のようなものです。しかしユダは，イエスが人々に対して貪欲について警告するのを何度も聞いていたにもかかわらず，金箱から盗むようになりました。（マル 7:22，23。ルカ 11:39; 12:15）イエスの警告を無視したのです。

13. ユダが貪欲になっていたことは，いつ明らかになりましたか。

13 ユダが貪欲になっていたことは，イエスが殺される数日前に明らかになりました。イエスと弟子たちは，マリアとマルタと一緒に，重い皮膚病だったシモンの家に招かれました。食事の途中でマリアは立ち上がり，イエスの頭に非常に高価な香油を注ぎました。それを見たユダとほかの弟子たちは，腹を立てました。ユダ以外の弟子たちは，そのお金を宣教に使った方がいい，と考えたのかもしれません。でも，ユダの動機は違っていました。ユダは「泥棒」で，金箱のお金を盗んで自分のものにしたい，と思っていたのです。そして，貪欲になったユダは，奴隷1人分のお金と引き換えにイエスを裏切りました。（ヨハ 12:2-6。マタ 26:6-16。ルカ 22:3-6）

14. ある夫婦はルカ 16章13節にあるイエスの教えをどのように実践しましたか。

14 イエスは弟子たちに，「神と富との奴隷になることはできません」と教えました。（ルカ 16:13を読む。）この言葉は，現代の私たちにも当てはまります。ルーマニアの夫婦がイエスのこの教えをどのように実践したか，考えてみましょう。この夫婦は，経済的に豊かな国で一時的な仕事をするよう誘われました。「私たちは銀行からたくさんのお金を借りていたので，最初は，これはエホバからの祝福だ，と思いました」と言っています。でも，1つ問題がありました。この仕事を受け入れると，エホバへの奉仕を十分行うのは難しくなります。2人は，「ものみの塔」2008年8月15日号の「心を一つにして忠節を保ちなさい」という記事を読んでから，決定を下しました。こう述べています。「もっとお金を稼ぐために外国で働くことにするなら，エホバとの絆を一番大事には考えていないことになる，と思いました。この仕事を受け入れたら，エホバとの絆が犠牲になると思ったんです」。それで2人は，この仕事の誘いを断りました。どうなったでしょうか。夫は，自分たちに必要な収入を得られる仕事を国内で見つけることができました。妻はこう言っています。「エホバはご自分に仕える人たちを必ず支えてくれます」。2人は，お金ではなくエホバを自分たちの主人にして本当によかった，と感じています。






サタンのわなを避ける


15. サタンのわなから逃れることができる，と言えるのはなぜですか。

15 自分の中に誇りや貪欲があることに気付いたなら，どうすべきでしょうか。そのわなから逃れましょう。パウロは，「悪魔に捕らわれて」いる人もそのわなから逃れることができる，と述べました。（テモ二 2:26）ダビデも，ナタンからの強い助言に耳を傾け，貪欲を示してしまったことを後悔して，エホバとの友情を取り戻しました。エホバはサタンよりも強い，ということを忘れてはなりません。エホバに助けてもらうなら，悪魔が仕掛けるどんなわなからも逃れることができるのです。

16. サタンのわなを避けるために，何が助けになりますか。

16 もちろん，サタンのわなに掛かってから逃れるよりも，初めから掛からない方がずっと良いと言えます。神の助けがあれば，避けることは可能です。でも，油断は禁物です。エホバに長年仕えてきた人の中にも，誇りや貪欲というわなに掛かってしまった人がいます。それで，自分の考えや行動にこうした悪い面が見られるなら，すぐに気付かせてください，と毎日エホバに祈りましょう。（詩 139:23，24）誇りを抱いたり，貪欲になったりしないよう，ベストを尽くしてください。

17. 私たちの敵である悪魔は，間もなくどうなりますか。

17 サタンは何千年にもわたって，ハンターのように人々をわなに掛けてきました。しかし，間もなく縛られ，やがて滅ぼされます。（啓 20:1-3，10）その日が本当に楽しみです。その時まで，サタンのわなに警戒し続けてください。誇りや貪欲に捕らわれてしまわないよう，一生懸命励みましょう。「悪魔に立ち向かってください。そうすれば，悪魔は逃げ去ります」。（ヤコ 4:7）







どのように答えますか


	  ウジヤ王の例から，誇りについてどんなことを学べますか。



	  ダビデ王とユダ･イスカリオテの例から，貪欲についてどんなことを学べますか。



	  サタンのわなから逃れることができる，と言えるのはなぜですか。









127番の歌 私はどんな人になるべきだろうか

^ 5節 サタンは，腕のいいハンターのようです。私たちがエホバに仕えてきた年数に関わりなく，わなを仕掛けてきます。この記事では，サタンが誇りや貪欲を使って私たちと神との絆を破壊しようとしていることについて学びます。また，誇りや貪欲というわなに掛かってしまった人たちの例を取り上げ，どうすればそうしたわなを避けられるかについて考えます。


^ 2節 語句の説明: この記事では，ふさわしくない誇りに注目します。それは，自分は人よりも優れている，という気持ちです。また，貪欲についても取り上げます。それは，お金や権力や性などに対する行き過ぎた欲望のことです。




^ 53節 写真や挿絵: 1人の兄弟が誇りを示し，適切な指示を退けている。1人の姉妹はすでに多くの物を持っているのに，もっと欲しい，という気持ちになっている。


^ 55節 写真や挿絵: 天使もウジヤ王も，誇りというわなに掛かった。エバが禁じられた木の実を食べたのも，ダビデがバテ･シバと姦淫を犯したのも，ユダがお金を盗んだのも，貪欲が原因だった。






^ （テモ二 2:26） そしてその人たちは，悪魔に捕らわれて悪魔の望み通りに行動していたことに気付き，本心に立ち返って悪魔のわなから逃れるかもしれません。



^ 1節 （ヨブ 18:8-10） 自分の足が赴くままに網に掛かる。 さまよいながら足を網に載せる。  9 仕掛けが彼のかかとを捕らえる。 彼はわなに掛かる。 10 彼を捕らえる綱が地面に， 仕掛けが通り道に隠されている。



^ 2節 （詩 91:3） 神はあなたを助け出す。 鳥を捕る者のわなから， 破壊的な疫病から。



^ 2節 （コリ二 2:11） 私たちがサタンに付け込まれない*ようにするためです。私たちはサタンの手口*を知らないわけではありません。

または，「だまされない」。
または，「策略」，「意図」。


^ 3節 （コリ一 10:11） こうしたことが彼らに起きたのは，私たちが過去の例から学ぶためです。これらの出来事は，今の*体制が終わる時に生きている私たちへの警告として書かれたのです。

または，「さまざまな」。


^ 4節 （格 16:18） 誇りは崩壊につながり， 傲慢な精神は転落につながる。



^ 4節 （テモ一 3:6， 7） クリスチャンになって間もない人であってはなりません。思い上がって，悪魔と同じように断罪されるようなことにならないためです。 7 さらに，会衆外の人からも良い評判を得ているべきです。人々から非難され，悪魔のわなに陥る，ということがないようにするためです。



^ （伝 7:16） 正しさにあまりにこだわってはならない。賢くなり過ぎてはならない。どうして自分の身を滅ぼすのか。



^ （伝 7:20） 常に善を行って罪を犯さない正しい人は，地上に一人もいない。



^ 5節 （伝 7:16） 正しさにあまりにこだわってはならない。賢くなり過ぎてはならない。どうして自分の身を滅ぼすのか。



^ 5節 （伝 7:20） 常に善を行って罪を犯さない正しい人は，地上に一人もいない。



^ 6節 （ヨハ一 4:20） 「神を愛している」と言いながら兄弟を憎んでいる人は，うそつきです。自分が見ている兄弟を愛さない人は，見たことがない神を愛することはできないからです。



^ 7節 （代二 26:3-7） ウジヤは16歳で王になり，エルサレムで52年治めた。彼の母はエコルヤといい，エルサレムの人だった。 4 ウジヤは父アマジヤと同じように，エホバから見て正しいことを行い続けた。 5 ゼカリヤの時代には，真の神を畏れるようゼカリヤに教えられ，ずっと神に仕えた。彼がエホバに仕えた間，真の神は彼を成功させた。 6 ウジヤは出ていってフィリスティア人と戦い，ガトの城壁，ヤブネの城壁，アシュドドの城壁を破壊した。それから，アシュドドの領地とフィリスティア人の領土に町を築いた。 7 真の神は引き続き彼を助け，フィリスティア人，グルバアルに住むアラビア人，メウニムに立ち向かわせた。



^ 7節 （代二 26:10） また，彼は荒野に塔を建て，多くの水ためを掘った*。たくさんの家畜を持っていたからである。シェフェラや平原*にも同じようにした。彼は農耕を好んだため，山々やカルメルに農業をする人やブドウの栽培人たちを抱えていた。

または，「切り出した」。岩から切り出したと思われる。
または，「台地」。


^ 7節 （代二 26:16-21） ところが，ウジヤは強くなるとすぐに心が傲慢になって身を滅ぼした。エホバの神殿に入って香の祭壇で香をたこうとし，エホバ神に対して不忠実なことをしたのである。 17 祭司アザリヤとエホバの勇敢な祭司80人が，すぐさまウジヤの後から入っていった。 18 彼らはウジヤ王の前に立ちはだかって，言った。「ウジヤ，エホバに香をたくのはあなたがしてよいことではありません！ 香をたいてよいのは祭司だけです。祭司たちはアロンの子孫で，神聖なものとされているからです。この聖なる所から出ていってください。あなたは不忠実なことをしました。そのため，あなたがエホバ神から栄光を与えられることはありません」。 19 しかしウジヤは，香をたくための香炉を手にしたまま，激怒した。祭司たちに怒りをぶつけていると，彼の額に重い皮膚病が現れた。エホバの家の中にいた祭司たちの前，香の祭壇のそばでのことだった。 20 祭司長アザリヤと祭司たち皆が見ると，彼の額は重い皮膚病に侵されていた。彼らは急いでウジヤをそこから出そうとし，ウジヤ自身も慌てて出ていった。エホバが彼を打ったのである。 21 ウジヤ王は死ぬ日まで重い皮膚病を患った。重い皮膚病のため，隔離された家に住み続けた。エホバの家から閉め出されたのである。ウジヤの子ヨタムが王の家*を治め，民を裁いた。

または，「宮殿」。


^ （コリ一 4:6， 7） さて，兄弟たち，私は皆さんのために，こうしたことを私とアポロに当てはめて*論じてきました。「書かれている事柄を越えてはならない」という点を学んでもらい，皆さんが思い上がって人をひいきしたり見下したりすることのないためです。 7 というのは，あなたの何が他の人より優れているのですか。あなたが持っているもので，もらったのではないものがあるのですか。もらったのであれば，どうしてもらったのではないかのように誇るのですか。

または，「置き換えて」。


^ 8節 （コリ一 4:6， 7） さて，兄弟たち，私は皆さんのために，こうしたことを私とアポロに当てはめて*論じてきました。「書かれている事柄を越えてはならない」という点を学んでもらい，皆さんが思い上がって人をひいきしたり見下したりすることのないためです。 7 というのは，あなたの何が他の人より優れているのですか。あなたが持っているもので，もらったのではないものがあるのですか。もらったのであれば，どうしてもらったのではないかのように誇るのですか。

または，「置き換えて」。


^ 9節 （創 2:16） エホバ神は人にこう命じた。「庭園の全ての木の実を満足するまで食べてよい。



^ 9節 （創 3:6） そこで女がその木を見ると，おいしそうな実が付いていて，魅力的な美しい木に見えた。それで女はその木の実を取って食べ始めた。その後，一緒にいた時に夫にも渡した。夫もそれを食べ始めた。



^ 9節 （創 3:19） あなたは額に汗して食物*を得，やがて地面に戻る。そこから取られたからだ。あなたは土なので土に戻るのである」。

または，「パン」。


^ 10節 （詩 40:5） 私の神エホバ， 何と多いのでしょう，あなたが行ったことは。 素晴らしい偉業と私たちに対する考えは。 あなたのような方はいません。 それらを語ったり話したりしようとしても， あまりに多くて語り尽くせません。



^ 10節 （サム二 11:2-15） ある夕暮れ時，ダビデはベッドから起き上がり，王の家*の屋上を歩いていた。屋上から，1人の女性が体を洗っているのが見えた。非常に美しい女性だった。 3 ダビデはその女性について調べさせたところ，「ヘト人ウリヤの妻で，エリアムの娘バテ･シバです」という報告があった。 4 ダビデは使者たちにバテ･シバを連れてこさせた。こうして彼女はダビデの所に来て，ダビデは彼女と寝た。（彼女が汚れ*から自分を清めている期間に起きたことだった。）その後，彼女は家に帰った。 5 バテ･シバは妊娠した。それで人を遣わしてダビデに，「子供ができました」と伝えた。 6 そこでダビデは人を遣わしてヨアブに，「ヘト人ウリヤを私の所に送りなさい」と伝えた。ヨアブはウリヤをダビデの所に送った。 7 ウリヤがやって来ると，ダビデは，ヨアブはどうしているか，兵士たちはどうしているか，戦いはどうなっているかと尋ねた。 8 それからダビデはウリヤに言った。「家に帰ってくつろぎなさい」。ウリヤは王の家から出ていき，王からの贈り物*がその後に続いた。 9 ところが，ウリヤは王の家の入り口の所で，王のほかの家来たち皆と一緒に眠った。自分の家には帰らなかった。 10 ダビデに，「ウリヤは家に帰らなかった」という報告があった。それでダビデはウリヤに言った。「遠征から戻ってきたのではないですか。どうして家に帰らなかったのですか」。 11 ウリヤはダビデに答えた。「箱もイスラエルとユダの兵士たちも天幕にとどまり，私の主人ヨアブも主人の家来たちも野原で宿営しています。それなのに，私は家に帰って飲み食いし，妻と寝るのでしょうか。生きているあなたに懸けて誓います。私はそんなことはいたしません！」 12 ダビデはウリヤに言った。「今日もここにとどまりなさい。明日あなたを送り出します」。それでウリヤはその日と翌日，エルサレムにとどまった。 13 その後ダビデは彼を呼んで，共に食べたり飲んだりし，彼を酔わせた。ところが，晩にウリヤは出ていって王のほかの家来たちと一緒に眠り，家に帰らなかった。 14 朝になると，ダビデはヨアブに手紙を書き，ウリヤに託した。 15 ダビデは手紙にこう書いた。「ウリヤを戦いが最も激しい前線に置きなさい。そして彼を残して退却し，彼が討たれて死ぬようにしなさい」。

または，「宮殿」。
月経の汚れのことかもしれない。
または，「王の分」。つまり，招く側が大切な客に送る分。


^ 10節 （サム二 12:7-13） そこでナタンはダビデに言った。「その人はあなたのことです！ イスラエルの神エホバはこう言っています。『私はあなたを選んで*イスラエルの王とし，あなたをサウルから助け出した。 8 あなたの主人の家のものと妻たちを喜んで与え，イスラエルとユダの民を与えた。もしそれでも足りなければ，もっと与えるつもりだった。 9 どうして私エホバにとって悪いことを行って，私の言葉を軽く見たのか。あなたはヘト人ウリヤを剣で討った！ 彼をアンモン人の剣で殺してから，彼の妻を自分の妻にした。 10 今後，あなたの家族は常に剣に悩まされる。あなたがヘト人ウリヤの妻を自分の妻にし，私を侮ったからだ』。 11 エホバはこう言っています。『私はあなたへの災いをあなたの家族の中から生じさせる。あなたの目の前で妻たちを取り上げて別の人*に与える。その人は白昼堂々*あなたの妻たちと寝る。 12 あなたはひそかに行ったが，私はイスラエル全体の前で堂々と*このことを行う』」。 13 ダビデはナタンに言った。「私はエホバに対して罪を犯しました」。ナタンはダビデに言った。「エホバはあなたの罪をお許しになります。あなたは死ぬことはありません。

直訳，「に油を注いで」。用語集の「油を注ぐ」参照。
または，「あなたの仲間」。
直訳，「太陽の目に向かって」。
直訳，「太陽の前で」。


^ （エフェ 5:3， 4） 性的不道徳*や，あらゆる汚れや貪欲については，皆さんの間で口に上ることさえあってはなりません。聖なる人として正しく振る舞うためです。 4 恥ずべき行い，愚かな話，下品な*冗談なども，聖なる人にふさわしくありません。代わりに，感謝を表しましょう。

ギリシャ語，ポルネイア。用語集参照。
または，「みだらな」。


^ 11節 （エフェ 5:3， 4） 性的不道徳*や，あらゆる汚れや貪欲については，皆さんの間で口に上ることさえあってはなりません。聖なる人として正しく振る舞うためです。 4 恥ずべき行い，愚かな話，下品な*冗談なども，聖なる人にふさわしくありません。代わりに，感謝を表しましょう。

ギリシャ語，ポルネイア。用語集参照。
または，「みだらな」。


^ 11節 （テサ一 5:18） 全てのことに感謝してください。これは，キリスト･イエスに従う皆さんに神が望んでいる事柄です。



^ 12節 （ルカ 6:13） 夜が明けると，弟子たちを自分の所に呼び，その中から12人を選び，使徒と呼んだ。



^ 12節 （ルカ 6:16） ヤコブの子ユダ，そしてユダ･イスカリオテであり，この人は後に反逆者となった。



^ 12節 （マル 7:22， 23） 姦淫，貪欲，邪悪な行為，欺き，恥知らずな行い，ねたみ，冒瀆，傲慢，無分別です。 23 これら邪悪な事柄は皆，中から出てきて人を汚します」。



^ 12節 （ルカ 11:39） しかし主イエスはその人に言った。「パリサイ派の人たち，あなた方は杯と皿の外側は清めますが，あなた方の内側は貪欲*と邪悪に満ちています。

または，「強奪」，「略奪」。


^ 12節 （ルカ 12:15） それから群衆に言った。「じっと見張っていて，あらゆる貪欲に警戒しなさい。たくさんの物を持っていても，命は所有物からは生じないからです」。



^ 13節 （ヨハ 12:2-6） イエスのためにそこで夕食会が設けられた。マルタは給仕していて，ラザロはイエスと一緒に食事をして*いる人々の中にいた。 3 その時マリアは，非常に高価な香油，純粋のナルドを300グラム持ってきて，イエスの足に注ぎ，髪の毛で拭いて乾かした。家は香油の香りでいっぱいになった。 4 しかし，弟子の1人で，イエスを裏切ろうとしていたユダ･イスカリオテが言った。 5 「どうしてこの香油を300デナリで売って，貧しい人たちに施しをしなかったのか」。 6 とはいえ，ユダがそう言ったのは，貧しい人たちのことを気に掛けていたからではなく，彼が泥棒で，管理していた金箱からよく盗んでいたからだった。

または，「食卓で横になって」。


^ 13節 （マタ 26:6-16） イエスがベタニヤで，重い皮膚病だったシモンの家にいた時に， 7 白い石のつぼに入った高価な香油を持った女性が近づき，食事をして*いたイエスの頭に注ぎ始めた。 8 これを見た弟子たちは，憤って言った。「もったいないではないか。 9 これなら高く売れて，貧しい人たちに施しをすることができたのに」。 10 イエスはこれに気付いて弟子たちに言った。「なぜこの女性を困らせようとするのですか。私に立派なことをしてくれたのです。 11 貧しい人たちはずっといますが，私はずっといるわけではありません。 12 この女性がこの香油を私の体に付けたのは，私が葬られる時のための準備です。 13 はっきり言いますが，世界中どこでも良い知らせが伝えられる所では，この女性がしたことも語られ，思い起こされます」。 14 その時，12人の1人でユダ･イスカリオテという人が，祭司長たちの所に行き， 15 こう言った。「イエスを裏切って渡したら，何をくれますか」。祭司長たちは銀30枚を与えることにした。 16 それ以降，ユダは裏切る良い機会をうかがい続けた。

または，「食卓で横になって」。


^ 13節 （ルカ 22:3-6） また，12人の中に数えられ，イスカリオテと呼ばれるユダにサタンが入り込んだ。 4 ユダは出掛けていき，イエスを裏切って渡す方法について祭司長と神殿の指揮官たちと話し合った。 5 その人たちは喜び，銀を与えることで合意した。 6 ユダは承諾し，群衆がいない時にイエスを裏切って渡す良い機会をうかがうようになった。



^ （ルカ 16:13） どんな召し使いも2人の主人の奴隷となることはできません。一方を憎んで他方を愛するか，一方に尽くして他方を軽く見るかです。神と富との奴隷になることはできません」。



^ 14節 （ルカ 16:13） どんな召し使いも2人の主人の奴隷となることはできません。一方を憎んで他方を愛するか，一方に尽くして他方を軽く見るかです。神と富との奴隷になることはできません」。



^ 15節 （テモ二 2:26） そしてその人たちは，悪魔に捕らわれて悪魔の望み通りに行動していたことに気付き，本心に立ち返って悪魔のわなから逃れるかもしれません。



^ 16節 （詩 139:23， 24） 神よ，私の全てを探り，私の心を知ってください。 私を調べ，不安な気持ちを知ってください。 24 私に何か良くないところがないかどうかを見て， 永遠の命に導いてください。



^ 17節 （啓 20:1-3） 私がさらに見ていると，底知れぬ深みの鍵と大きな鎖を持った天使が天から下ってきた。 2 その天使は，あの初めの蛇である竜，悪魔サタンを捕らえて，1000年間動けないように縛った。 3 そして竜を底知れぬ深みに投げ込み，そこを閉じて封印し，1000年が終わるまで竜がもはや人々を惑わさないようにした。その後，竜はしばらくの間解放されることになる。



^ 17節 （啓 20:10） そして，人々を惑わしていた悪魔は火と硫黄の湖に投げ込まれた。そこにはすでに野獣と偽預言者もおり，彼らは永久に昼も夜も苦しめられる*。

または，「拘束される」。


^ 17節 （ヤコ 4:7） ですから，神に従ってください。悪魔に立ち向かってください。そうすれば，悪魔は逃げ去ります。








研究記事25

「それら目立たない人」を傷つけないようにしましょう


「それら目立たない人のうち一人も軽く見ないようにしなさい」。マタイ 18:10

113番の歌 私たちの平和

何を学ぶか*




 1. エホバは，私たち一人一人のためにどんなことをしてくださいましたか。

エホバは，私たち一人一人を引き寄せてくださいました。（ヨハ 6:44）それがどういうことか，考えてみてください。エホバは，世界中の何十億もの人を注意深く調べ，あなたが素晴らしいものを持っているのをご覧になりました。それは，エホバを愛するようになる誠実な心です。（代一 28:9）エホバは，あなたのことを知っていて，理解していて，愛しています。本当にうれしいことではないでしょうか。

 2. エホバが私たち一人一人のことを気に掛けていることは，イエスの例えからどのように分かりますか。

2 エホバは，あなたのことも仲間の兄弟姉妹一人一人のことも，深く気に掛けています。この点を示すために，イエスはエホバを羊飼いに例えました。100匹の羊のうち1匹が群れから迷い出るなら，羊飼いはどうするでしょうか。「99匹を山に残し，迷い出ている羊を捜しに出掛け」ます。そして羊を見つけると，叱ったりはせずに喜びます。この例えからどんなことが分かりますか。どの羊もエホバにとって大切だ，ということです。イエスはこう言いました。「天にいる私の父はそれら目立たない人の1人が滅びることも望んでいません」。（マタ 18:12-14）

 3. この記事ではどんなことを考えますか。

3 私たちも，兄弟姉妹の誰かをがっかりさせるようなことは決してしたくありません。では，どうすれば仲間を傷つけることを避けられるでしょうか。また，誰かに傷つけられた場合は，何ができますか。この記事では，こうした点について考えます。でもその前に，マタイ 18章に出てくる，「それら目立たない人」について，もう少し考えましょう。






「それら目立たない人」とは誰のことか


 4. 「それら目立たない人」とは，誰のことですか。

4 「それら目立たない人」とは，年齢に関係なく，イエスの弟子全員のことです。イエスの弟子は，たとえ何歳であっても，イエスから進んで教えてもらおうとしているという意味で，「幼い子供のよう」です。（マタ 18:3）生まれた場所や育った環境はさまざまで，見方や性格もいろいろですが，キリストに信仰を抱いているという点は共通しています。そして，イエスは弟子たち全てを心から愛しています。（マタ 18:6。ヨハ 1:12）

 5. エホバはご自分に仕える人が傷つくのを見ると，どう感じますか。

5 「それら目立たない人」は全て，エホバにとっても大切な存在です。エホバの気持ちを理解するために，私たちが子供たちに対してどんな気持ちを抱くか，考えてみましょう。子供たちは私たちにとって大切な存在で，守ってあげたいという気持ちになります。子供たちには，大人ほど力や経験や知恵がないからです。誰かが苦しむのを見るのは嫌なことですが，特に子供たちが苦しむのを見ると，嫌な気持ちになるどころか，怒りさえ感じます。同じようにエホバも，私たちを守りたいと思っています。そして，ご自分に仕える人が傷つくのを見ると，嫌な気持ちになるどころか，怒りさえ感じます。（イザ 63:9。マル 9:42）

 6. コリント第一 1章26-29節によると，イエスの弟子たちは世の中の人々からどう見られていますか。

6 ほかにもどんな意味で，イエスの弟子たちは「目立たない人」ということができるでしょうか。世の中ではどんな人が重視されていますか。裕福な人や有名な人や権力を持っている人です。しかし，イエスの弟子たちの多くはそうではないので，人々から重視されず，取るに足りない「目立たない人」と見なされています。（コリント第一 1:26-29を読む。）でも，エホバの見方は違います。

 7. エホバは，私たちが兄弟姉妹に対してどんな気持ちを持つことを望んでいますか。

7 エホバは，ご自分に長年仕えてきた人であれ，真理に新しい人であれ，ご自分を崇拝している全ての人を愛しています。エホバは兄弟姉妹全てのことを大切に思っているので，私たちも仲間のことを同じように大切に思うべきです。私たちは，「信仰で結ばれた兄弟たち」の一部ではなく，「全員を愛し」たいと思っています。（ペテ一 2:17）それで，兄弟姉妹を守って助けるためにできることは何でもしたい，と思うはずです。誰かを傷つけてしまったことに気付いたなら，なかったことにしようとすべきではありません。その人に対して，「考え過ぎだ」とか，「忘れるべきだ」と思ってもなりません。人が傷つく原因にはどんなものがありますか。兄弟姉妹の中には，育った環境などのために，なかなか自信が持てない人がいます。また，真理に新しいために，人の不完全さにどう対処したらよいか分からない，という人もいます。いずれにしても，私たちは良い関係を取り戻すために，できる限りのことをしなければなりません。一方，人の言葉や行動に傷つくことがよくあるなら，自分の中に改善すべき点があることを認めて努力する必要があります。そうすれば，穏やかな気持ちでいることができ，仲間とも良い関係でいられます。






他の人の方が上だと考える


 8. イエスの弟子たちは，当時一般的だったどんな態度の影響を受けていましたか。

8 イエスが「それら目立たない人」について話したのはなぜでしょうか。弟子たちから次のように尋ねられたからです。「天の王国ではいったい誰が一番偉いのですか」。（マタ 18:1）当時のユダヤ人の多くは，立場や地位を非常に重視していました。ある学者はこう述べています。「人が生きるのも死ぬのも，名誉，良い評判，名声，称賛，敬意などを求めてのことであった」。

 9. イエスの弟子たちは何をする必要がありましたか。

9 ユダヤ人の文化には，競争心が深く根付いていました。イエスは，弟子たちがそうした考え方を除き去るために努力しなければならないことをよく知っていました。それでこう教えました。「あなたたちの間で一番偉い人は一番若い人のように，教え導く人は奉仕する人のようになりなさい」。（ルカ 22:26）私たちは，「自分より他の人の方が上だと考え」るなら，「一番若い人」のように行動することができます。（フィリ 2:3）そうした考え方ができるようになればなるほど，人を傷つけてしまうことは少なくなるでしょう。

10. 私たちはパウロのどんな助言を心に留める必要がありますか。

10 どの兄弟姉妹にも，自分より優れた点が何かしらあります。仲間の良いところに注目しているなら，このことを認めるのは難しくありません。使徒パウロがコリントのクリスチャンに与えた次の助言を，私たちも心に留める必要があります。「あなたの何が他の人より優れているのですか。あなたが持っているもので，もらったのではないものがあるのですか。もらったのであれば，どうしてもらったのではないかのように誇るのですか」。（コリ一 4:7）私たちは，人の注目を集めたいという気持ちや，自分の方が他の人よりも上であるという考え方に注意するべきです。素晴らしい話をする兄弟も，聖書レッスンを見つけるのが上手な姉妹も，自分ではなくエホバに賛美をもたらすようにしましょう。






「心から」許す


11. 王と奴隷についてのイエスの例えから何を学べますか。

11 イエスは，人を傷つけてはならないと弟子たちに警告したすぐ後に，王と奴隷についての例えを話しました。王は，奴隷が決して返せない多額の借金を取り消してあげました。しかし，この奴隷は仲間の奴隷のはるかに少額の借金を取り消そうとしませんでした。すると，王は憐れみを示さなかったこの奴隷を牢屋に入れました。この例えから何を学べますか。イエスはこう言いました。「もしあなたたち各自が仲間を心から許さないなら，天の父もこの主人と同じようにします」。（マタ 18:21-35）

12. 私たちが許そうとしないなら，周りの人を傷つけることになってしまいます。どうしてそう言えますか。

12 この奴隷の行動は，奴隷自身だけでなく，周りの人も傷つけました。第一に，仲間の奴隷に憐れみを示さず，「借金を返すまで牢屋に入れ」ることによって，その人を傷つけました。第二に，その奴隷がしたことを見た仲間の奴隷たちを傷つけました。「仲間の奴隷たちは，起きた事柄を見て非常に悲しみ」ました。同じように，私たちの行動も周りの人に影響を与えます。誰かから嫌なことをされた時に許そうとしないなら，どうなるでしょうか。第一に，その人を許さなかったり，無視したり，愛を示さなかったりするなら，相手を傷つけることになります。第二に，私たちがその人とうまくいっていないのを見る会衆の人たちに嫌な思いをさせてしまいます。



[image: 王国会館で，1人の姉妹が自分に腹を立てている姉妹と2人だけで話し合っている。1. 王国会館での野外奉仕の集まりで，司会者が2人の姉妹に一緒に奉仕するよう指示している。片方の姉妹は嫌そうな顔をしている。2. 2人は一緒に奉仕を楽しんでいる。]

あなたは怒りの気持ちを持ち続けますか。それとも心から許しますか。（13-14節を参照。）*





13. 1人の開拓者の経験からどんなことを学べますか。

13 兄弟姉妹を許すなら，自分のためにもなりますし，周りの人のためにもなります。開拓者のクリスタル姉妹の場合もそうでした。* 姉妹は会衆の1人の姉妹から傷つけられました。こう述べています。「その人の不親切な言葉にナイフで切られるような思いをしたことが何回もありました。奉仕の時に同じ車に乗るのも嫌でした。だんだんと熱意や喜びを失っていきました」。クリスタル姉妹は，自分が腹を立てるのは当然だと思っていました。でも姉妹は，怒りの気持ちや自分をかわいそうに思う気持ちに負けることはありませんでした。「ものみの塔」1999年10月15日号の「心から許しなさい」という記事にある，聖書に基づくアドバイスを謙遜に当てはめました。相手の姉妹を許したのです。クリスタル姉妹はこう言います。「今では，誰もが新しい人格を身に着けるために努力していることや，エホバが私たちを毎日惜しみなく許してくれていることが分かるようになりました。肩から大きな荷物を下ろしたような気持ちになり，喜びも取り戻すことができました」。

14. マタイ 18章21，22節によると，使徒ペテロはどんなことに難しさを感じていたようですか。私たちはイエスの答えから何を学べますか。

14 私たちは，人を許すべきだということを知っています。そして，そうするのは正しいことです。でも，難しさを感じることがあるかもしれません。使徒ペテロも時折そう感じることがあったようです。（マタイ 18:21，22を読む。）では，どんなことが助けになるでしょうか。第一に，エホバがどれほど許してくれているかをじっくり考えましょう。（マタ 18:32，33）私たちは許されなくても当然なのに，エホバは惜しみなく許してくれています。（詩 103:8-10）また，「私たち[は]愛し合わなければなりません」。ですから，許さないという選択肢はありません。私たちには仲間の兄弟姉妹を許す務めがあるのです。（ヨハ一 4:11）第二に，仲間を許すならどんな良い結果になるかをじっくり考えましょう。自分を傷つけた人を助け，会衆の一致を保ち，エホバとの友情を守り，肩の荷を下ろすことができるでしょう。（コリ二 2:7。コロ 3:14）第三に，許すよう私たちに求めている方エホバに祈りましょう。仲間の兄弟姉妹との平和な関係をサタンに引き裂かれることがないようにしてください。（エフェ 4:26，27）サタンのわなを避けるには，エホバの助けが必要です。






自分を傷つけないようにする


15. コロサイ 3章13節からすると，兄弟姉妹から気に障るようなことをされた場合，何をすべきですか。

15 では，仲間の兄弟姉妹から非常に気に障ることをされた場合はどうしたらよいでしょうか。平和を保つために，できることは何でも行ってください。エホバに熱烈に祈りましょう。自分に嫌な思いをさせた人のために，エホバの祝福を求めてください。「あなたが喜んでいるその人の良い面に注目できるよう助けてください」と祈ることもできます。（ルカ 6:28）されたことを忘れることができないなら，その人にどのようにして話したらよいかをよく考えましょう。その人はわざと傷つけるようなことをしたわけではない，と考えるのは大切です。（マタ 5:23，24。コリ一 13:7）相手と話す時には，動機を疑わないようにしましょう。平和な関係を取り戻すためにこちらが努力しても，相手が応じようとしない場合はどうでしょうか。「引き続き……我慢し」，諦めてしまわないようにしましょう。（コロサイ 3:13を読む。）特に大切なのは，怒りの気持ちを持ち続けないようにすることです。そうしないと，エホバとの友情にひびが入ってしまうかもしれません。自分を傷つけるようなことは決してしないようにしましょう。そうすれば，誰よりもエホバを愛していることを示せるのです。（詩 119:165）

16. 私たち一人一人にはどんな責任がありますか。

16 素晴らしいことに，私たちは「1人の羊飼い」の下で「1つの群れ」として，兄弟姉妹と共にエホバに仕えることができています。（ヨハ 10:16）「エホバの望まれることを行う組織」の本の165ページにはこうあります。「[一致]の恩恵を受けているあなたには，一致を保つことに貢献する責任があります」。それで私たちは，「兄弟姉妹を……エホバと同じ観点から見るように自分を訓練す」る必要があります。私たち一人一人は，「目立たない」としてもエホバにとって大切な存在です。あなたも兄弟姉妹に対してエホバと同じ見方をしていますか。エホバはあなたが仲間を助けるために行う全てのことに目を留め，高く評価しています。（マタ 10:42）

17. どんなことを決意できますか。

17 私たちは仲間の兄弟姉妹を愛しています。ですから，仲間を傷つけるようなことは決してしないように決意しましょう。（ロマ 14:13）自分より兄弟姉妹の方が上だと考えます。仲間を心から許します。自分を傷つけるようなことはしません。ぜひ，「平和に役立つことや，励まし合う助けになることを何でも行いましょう」。（ロマ 14:19）







どのように答えますか


	  マタイ 18章に出てくる「それら目立たない人」とは，誰のことですか。



	  どうすれば自分より他の人の方が上だと考えることができますか。



	  許すことに難しさを感じる場合，何ができますか。









130番の歌 進んで許す

^ 5節 私たちは完全ではないので，兄弟姉妹を傷つけるようなことを言ったりしたりしてしまうことがあります。そんな時，どうするでしょうか。良い関係を取り戻すために進んで努力しますか。すぐに謝るでしょうか。それとも，傷つく方が悪いと考えるでしょうか。また，ほかの人の言葉や行動が気になることがよくありますか。そういう場合，「これは私の性格だから仕方がない」と考えますか。それとも，弱さと認めて直そうとするでしょうか。


^ 13節 名前は変えてあります。




^ 54節 写真や挿絵: 1人の姉妹が会衆の姉妹に腹を立てている。姉妹たちは2人で問題を話し合い，仲直りして，その後は一緒に奉仕を楽しんでいる。






^ （マタ 18:10） それら目立たない人のうち一人も軽く見ないようにしなさい。あなたたちに言いますが，彼らの天使たちは，天にいる父の前に常にいるのです。



^ 1節 （ヨハ 6:44） 私を遣わした父が引き寄せてくださらない限り，誰も私のもとに来ることはできません。私はその人を終わりの日に復活させます。



^ 1節 （代一 28:9） そして，わが子ソロモン，あなたは父の神を知り，心を尽くして喜びの*心で神に仕えなさい。エホバは全ての心を探り，考えの傾向を全て見極める方だ。あなたが神を探し求めるなら，神を見つけられるが，神を捨てるなら，神からいつまでも退けられる。

または，「進んでする」。


^ 2節 （マタ 18:12-14） どう考えますか。ある男性に100匹の羊がいて，その1匹が迷い出るなら，男性は99匹を山に残し，迷い出ている羊を捜しに出掛けないでしょうか。 13 そして見つけたら，間違いなく，迷い出なかった99匹のこと以上にその羊のことを喜びます。 14 同じように，天にいる私の父はそれら目立たない人の1人が滅びることも望んでいません。



^ 3節 （マタ 18:1-35） その時，弟子たちがイエスの近くに来て，「天の王国ではいったい誰が一番偉いのですか」と言った。 2 イエスは，幼い子供を呼んで弟子たちの真ん中に立たせ， 3 こう言った。「はっきり言いますが，心を入れ替えて*幼い子供のようにならなければ，決して天の王国に入れません。 4 ですから，この幼い子供のように謙遜になる人が，天の王国で一番偉いのです。 5 そして，私の名のためにこのような幼い子供1人を受け入れる人は，私をも受け入れます。 6 しかし，私に信仰を持つそのような目立たない人1人の信仰を妨げる人は，ロバの回す石臼を首に掛けられて深い海に沈められる方がよいでしょう。 7 世は，信仰の妨げとなっているので，災いがあります！ もちろん，信仰を妨げるものが生じるのは仕方ありませんが，その経路となる人には災いがあります！ 8 そこで，もし一方の手か足があなたの信仰の妨げとなるなら，それを切り離して捨て去りなさい。片方の手や足を失って命を得る方が，両手や両足があるまま永遠の火に投げ込まれるよりは，よいのです。 9 また，もし一方の目があなたの信仰の妨げとなるなら，それをえぐり出して捨て去りなさい。片方の目を失って命を得る方が，両目があるまま火の燃えるゲヘナに投げ込まれるよりは，よいのです。 10 それら目立たない人のうち一人も軽く見ないようにしなさい。あなたたちに言いますが，彼らの天使たちは，天にいる父の前に常にいるのです。 11 ― 12 どう考えますか。ある男性に100匹の羊がいて，その1匹が迷い出るなら，男性は99匹を山に残し，迷い出ている羊を捜しに出掛けないでしょうか。 13 そして見つけたら，間違いなく，迷い出なかった99匹のこと以上にその羊のことを喜びます。 14 同じように，天にいる私の父はそれら目立たない人の1人が滅びることも望んでいません。 15 また，もし仲間が罪を犯したなら，行って，あなたと彼の間だけで罪を明らかにし*なさい。彼があなたの話を聞くなら，あなたは仲間を助けたのです。 16 しかし，もし彼が聞かないなら，1人か2人を連れていきなさい。どんなことも*2人か3人の証言*によって確かめられる*ためです。 17 もし彼が，その人たちが話すことを聞かない*なら，会衆に話しなさい。もし会衆が告げることも聞かない*なら，彼を，あなたにとって，異国の人や徴税人のような者としなさい。 18 はっきり言いますが，何でもあなたたちが地上で縛るものは天ですでに縛られており，何でもあなたたちが地上で解くものは天ですでに解かれています。 19 さらに言いますが，地上にいるあなたたちのうちの2人が，どんな重要な事柄でも，同意して願い求めるなら，天にいる父によってその通りになります。 20 2人か3人が私の名によって集まっている所には，私もいるからです」。 21 その時，ペテロが来て言った。「主よ，仲間が私に罪を犯すとき，何回許すべきでしょうか。7回ですか」。 22 イエスは言った。「いいえ，7回ではなく77回です。 23 それで，天の王国は，奴隷たちに借金の清算を求めた王のようです。 24 清算が始まり，王に1万タラントを借りている男性が連れてこられました。 25 ところが，返すお金がなかったので，自分と妻と子供たち，また所有物全てを売って返済するよう王である主人から命じられました。 26 奴隷はひれ伏して敬意を表し，『もうしばらくご辛抱ください。全部お返ししますから』と言いました。 27 主人は，かわいそうに思い，奴隷を許して負債を取り消してあげました。 28 ところが，その男性は出ていって，自分に100デナリを借りている仲間の奴隷を見つけ，その奴隷を捕まえて首を絞めながら，『借金を全部返せ』と言いました。 29 仲間の奴隷はひれ伏して嘆願し始め，『もうしばらく辛抱してください。返しますから』と言いました。 30 しかしその男性は応じようとせず，借金を返すまで牢屋に入れてしまいました。 31 仲間の奴隷たちは，起きた事柄を見て非常に悲しみ，行って主人に全て報告しました。 32 そこで主人は，その男性を呼んで言いました。『邪悪な奴隷よ，あなたが嘆願した時，私は負債を全て取り消してあげました。 33 私があなたに憐れみを掛けたように，あなたも仲間の奴隷に憐れみを掛けるべきではありませんでしたか』。 34 憤った主人は，借金を全て返すまで，その男性を牢番たちに引き渡しました。 35 もしあなたたち各自が仲間を心から許さないなら，天の父もこの主人と同じようにします」。

または，「変化して」。
直訳，「彼を戒め」。
または，「言われた全てのことが」。
直訳，「口」。
直訳，「立つ」。
または，「を聞こうとしない」，「に注意を払わない」。
または，「も聞こうとしない」，「にも注意を払わない」。


^ 4節 （マタ 18:3） こう言った。「はっきり言いますが，心を入れ替えて*幼い子供のようにならなければ，決して天の王国に入れません。

または，「変化して」。


^ 4節 （マタ 18:6） しかし，私に信仰を持つそのような目立たない人1人の信仰を妨げる人は，ロバの回す石臼を首に掛けられて深い海に沈められる方がよいでしょう。



^ 4節 （ヨハ 1:12） しかし，彼は自分を受け入れた人全てに，神の子供となる権利を与えた。その人たちが彼の名に信仰を抱いていたからである。



^ 5節 （イザ 63:9） 彼らが苦しんでいたどの時にも，神も苦しみを味わった。 そして，神ご自身の使者*が彼らを救った。 神は愛と思いやりをもって彼らを救い*， 昔はいつも彼らを抱き上げて運んだ。

または，「神に仕える天使」。
直訳，「買い戻し」。


^ 5節 （マル 9:42） しかし，信仰を持つそのような目立たない人1人の信仰を妨げる人は，ロバの回す石臼を首に掛けられて海に投げ込まれる方がよいでしょう。



^ （コリ一 1:26-29） 兄弟たち，招かれた皆さん自身を見れば分かります。人から見て賢い人，力のある人，高貴な生まれ*の人は多くありません。 27 神は，世の中の愚かなものを選んで，賢い人が恥をかくようにし，世の中の弱いものを選んで，強いものが恥をかくようにしました。 28 神はまた，世の中の取るに足りないものや見下されているもの，つまり価値がないと見なされているものを選んで，価値があると見なされているものが無価値になるようにしました。 29 誰も神の前で誇ることがないようにするためです。

または，「立派な家柄」。


^ 6節 （コリ一 1:26-29） 兄弟たち，招かれた皆さん自身を見れば分かります。人から見て賢い人，力のある人，高貴な生まれ*の人は多くありません。 27 神は，世の中の愚かなものを選んで，賢い人が恥をかくようにし，世の中の弱いものを選んで，強いものが恥をかくようにしました。 28 神はまた，世の中の取るに足りないものや見下されているもの，つまり価値がないと見なされているものを選んで，価値があると見なされているものが無価値になるようにしました。 29 誰も神の前で誇ることがないようにするためです。

または，「立派な家柄」。


^ 7節 （ペテ一 2:17） あらゆる人を敬い，信仰で結ばれた兄弟たち全員を愛し，神を畏れ，王を敬ってください。



^ 8節 （マタ 18:1） その時，弟子たちがイエスの近くに来て，「天の王国ではいったい誰が一番偉いのですか」と言った。



^ 9節 （ルカ 22:26） しかし，あなたたちはそうであってはなりません。あなたたちの間で一番偉い人は一番若い人のように，教え導く人は奉仕する人のようになりなさい。



^ 9節 （フィリ 2:3） 対抗心を抱いたり，自己中心的になったり*してはなりません。謙遜になり*，自分より他の人の方が上だと考えてください。

または，「うぬぼれたり」。
または，「自分を低く見て」。


^ 10節 （コリ一 4:7） というのは，あなたの何が他の人より優れているのですか。あなたが持っているもので，もらったのではないものがあるのですか。もらったのであれば，どうしてもらったのではないかのように誇るのですか。



^ 11節 （マタ 18:21-35） その時，ペテロが来て言った。「主よ，仲間が私に罪を犯すとき，何回許すべきでしょうか。7回ですか」。 22 イエスは言った。「いいえ，7回ではなく77回です。 23 それで，天の王国は，奴隷たちに借金の清算を求めた王のようです。 24 清算が始まり，王に1万タラントを借りている男性が連れてこられました。 25 ところが，返すお金がなかったので，自分と妻と子供たち，また所有物全てを売って返済するよう王である主人から命じられました。 26 奴隷はひれ伏して敬意を表し，『もうしばらくご辛抱ください。全部お返ししますから』と言いました。 27 主人は，かわいそうに思い，奴隷を許して負債を取り消してあげました。 28 ところが，その男性は出ていって，自分に100デナリを借りている仲間の奴隷を見つけ，その奴隷を捕まえて首を絞めながら，『借金を全部返せ』と言いました。 29 仲間の奴隷はひれ伏して嘆願し始め，『もうしばらく辛抱してください。返しますから』と言いました。 30 しかしその男性は応じようとせず，借金を返すまで牢屋に入れてしまいました。 31 仲間の奴隷たちは，起きた事柄を見て非常に悲しみ，行って主人に全て報告しました。 32 そこで主人は，その男性を呼んで言いました。『邪悪な奴隷よ，あなたが嘆願した時，私は負債を全て取り消してあげました。 33 私があなたに憐れみを掛けたように，あなたも仲間の奴隷に憐れみを掛けるべきではありませんでしたか』。 34 憤った主人は，借金を全て返すまで，その男性を牢番たちに引き渡しました。 35 もしあなたたち各自が仲間を心から許さないなら，天の父もこの主人と同じようにします」。



^ （マタ 18:21， 22） その時，ペテロが来て言った。「主よ，仲間が私に罪を犯すとき，何回許すべきでしょうか。7回ですか」。 22 イエスは言った。「いいえ，7回ではなく77回です。



^ 14節 （マタ 18:21， 22） その時，ペテロが来て言った。「主よ，仲間が私に罪を犯すとき，何回許すべきでしょうか。7回ですか」。 22 イエスは言った。「いいえ，7回ではなく77回です。



^ 14節 （マタ 18:32， 33） そこで主人は，その男性を呼んで言いました。『邪悪な奴隷よ，あなたが嘆願した時，私は負債を全て取り消してあげました。 33 私があなたに憐れみを掛けたように，あなたも仲間の奴隷に憐れみを掛けるべきではありませんでしたか』。



^ 14節 （詩 103:8-10） エホバは憐れみ深く，思いやり*がある。 すぐに怒らず，揺るぎない愛*に満ちている。  9 いつも非難するのでも， ずっと憤ったままでいるのでもない。 10 私たちの罪に応じて私たちを扱うことはしなかった。 過ちの当然の報いを私たちにもたらさなかった。

または，「慈しみ」。
または，「愛ある親切」。


^ 14節 （ヨハ一 4:11） 愛する皆さん，神がこのように私たちを愛してくださったのですから，私たちも愛し合わなければなりません。



^ 14節 （コリ二 2:7） 今は優しく許して慰めるべきです。その人があまりの悲しみに打ちのめされてしまわないためです。



^ 14節 （コロ 3:14） これら全てに加えて，愛を身に着けましょう。愛は完全な絆なのです。



^ 14節 （エフェ 4:26， 27） 腹が立っても，罪を犯してはなりません。怒ったまま日が沈むことがないようにしましょう。 27 悪魔に隙を与えてはなりません。



^ （コロ 3:13） 引き続き互いに我慢し，寛大に許し合いましょう。たとえ誰かに不満を感じるとしてもです。エホバ*が寛大に許してくださったのですから，同じようにしなければなりません。

付録A5参照。


^ 15節 （ルカ 6:28） あなたたちへの災いを願う人のために祝福を求め，侮辱する人のために祈り続けなさい。



^ 15節 （マタ 5:23， 24） それで，あなたが供え物を祭壇に持ってきて，仲間が自分に対して何か反感を抱いていることをそこで思い出したなら， 24 供え物を祭壇の前に残して，出掛けていきなさい。まず仲間と仲直りし，それから戻ってきて，供え物を捧げなさい。



^ 15節 （コリ一 13:7） 愛は全てのことに耐え，全てのことを信じ，全てのことを希望し，全てのことを忍耐します。



^ 15節 （コロ 3:13） 引き続き互いに我慢し，寛大に許し合いましょう。たとえ誰かに不満を感じるとしてもです。エホバ*が寛大に許してくださったのですから，同じようにしなければなりません。

付録A5参照。


^ 15節 （詩 119:165） 豊かな平和はあなたの律法を愛する人たちのもの。 その人たちはどんなものにもつまずかない*。

または，「その人たちにとって信仰を妨げるものはない」。


^ 16節 （ヨハ 10:16） 私にはほかの羊がいますが，この囲いのものではありません。私はその羊たちも連れてこなければならず，それらも私の声を聞きます。こうして，1つの群れ，1人の羊飼いとなります。



^ 16節 （マタ 10:42） はっきり言いますが，これら目立たない人の1人を弟子であると認めてほんの1杯の冷たい飲み水を与える人は，必ず報いを得ます」。



^ 17節 （ロマ 14:13） ですから，もう兄弟を批判することがないようにしましょう。同時に，過ちのもと*となることを兄弟の前でしないことを決意しましょう。

または，「信仰の妨げ」。


^ 17節 （ロマ 14:19） ですから，平和に役立つことや，励まし合う助けになることを何でも行いましょう。



^ （マタ 18:1-35） その時，弟子たちがイエスの近くに来て，「天の王国ではいったい誰が一番偉いのですか」と言った。 2 イエスは，幼い子供を呼んで弟子たちの真ん中に立たせ， 3 こう言った。「はっきり言いますが，心を入れ替えて*幼い子供のようにならなければ，決して天の王国に入れません。 4 ですから，この幼い子供のように謙遜になる人が，天の王国で一番偉いのです。 5 そして，私の名のためにこのような幼い子供1人を受け入れる人は，私をも受け入れます。 6 しかし，私に信仰を持つそのような目立たない人1人の信仰を妨げる人は，ロバの回す石臼を首に掛けられて深い海に沈められる方がよいでしょう。 7 世は，信仰の妨げとなっているので，災いがあります！ もちろん，信仰を妨げるものが生じるのは仕方ありませんが，その経路となる人には災いがあります！ 8 そこで，もし一方の手か足があなたの信仰の妨げとなるなら，それを切り離して捨て去りなさい。片方の手や足を失って命を得る方が，両手や両足があるまま永遠の火に投げ込まれるよりは，よいのです。 9 また，もし一方の目があなたの信仰の妨げとなるなら，それをえぐり出して捨て去りなさい。片方の目を失って命を得る方が，両目があるまま火の燃えるゲヘナに投げ込まれるよりは，よいのです。 10 それら目立たない人のうち一人も軽く見ないようにしなさい。あなたたちに言いますが，彼らの天使たちは，天にいる父の前に常にいるのです。 11 ― 12 どう考えますか。ある男性に100匹の羊がいて，その1匹が迷い出るなら，男性は99匹を山に残し，迷い出ている羊を捜しに出掛けないでしょうか。 13 そして見つけたら，間違いなく，迷い出なかった99匹のこと以上にその羊のことを喜びます。 14 同じように，天にいる私の父はそれら目立たない人の1人が滅びることも望んでいません。 15 また，もし仲間が罪を犯したなら，行って，あなたと彼の間だけで罪を明らかにし*なさい。彼があなたの話を聞くなら，あなたは仲間を助けたのです。 16 しかし，もし彼が聞かないなら，1人か2人を連れていきなさい。どんなことも*2人か3人の証言*によって確かめられる*ためです。 17 もし彼が，その人たちが話すことを聞かない*なら，会衆に話しなさい。もし会衆が告げることも聞かない*なら，彼を，あなたにとって，異国の人や徴税人のような者としなさい。 18 はっきり言いますが，何でもあなたたちが地上で縛るものは天ですでに縛られており，何でもあなたたちが地上で解くものは天ですでに解かれています。 19 さらに言いますが，地上にいるあなたたちのうちの2人が，どんな重要な事柄でも，同意して願い求めるなら，天にいる父によってその通りになります。 20 2人か3人が私の名によって集まっている所には，私もいるからです」。 21 その時，ペテロが来て言った。「主よ，仲間が私に罪を犯すとき，何回許すべきでしょうか。7回ですか」。 22 イエスは言った。「いいえ，7回ではなく77回です。 23 それで，天の王国は，奴隷たちに借金の清算を求めた王のようです。 24 清算が始まり，王に1万タラントを借りている男性が連れてこられました。 25 ところが，返すお金がなかったので，自分と妻と子供たち，また所有物全てを売って返済するよう王である主人から命じられました。 26 奴隷はひれ伏して敬意を表し，『もうしばらくご辛抱ください。全部お返ししますから』と言いました。 27 主人は，かわいそうに思い，奴隷を許して負債を取り消してあげました。 28 ところが，その男性は出ていって，自分に100デナリを借りている仲間の奴隷を見つけ，その奴隷を捕まえて首を絞めながら，『借金を全部返せ』と言いました。 29 仲間の奴隷はひれ伏して嘆願し始め，『もうしばらく辛抱してください。返しますから』と言いました。 30 しかしその男性は応じようとせず，借金を返すまで牢屋に入れてしまいました。 31 仲間の奴隷たちは，起きた事柄を見て非常に悲しみ，行って主人に全て報告しました。 32 そこで主人は，その男性を呼んで言いました。『邪悪な奴隷よ，あなたが嘆願した時，私は負債を全て取り消してあげました。 33 私があなたに憐れみを掛けたように，あなたも仲間の奴隷に憐れみを掛けるべきではありませんでしたか』。 34 憤った主人は，借金を全て返すまで，その男性を牢番たちに引き渡しました。 35 もしあなたたち各自が仲間を心から許さないなら，天の父もこの主人と同じようにします」。

または，「変化して」。
直訳，「彼を戒め」。
または，「言われた全てのことが」。
直訳，「口」。
直訳，「立つ」。
または，「を聞こうとしない」，「に注意を払わない」。
または，「も聞こうとしない」，「にも注意を払わない」。









[image: イエスがデナリ硬貨を持っている。]



ご存じでしたか




イエスの時代にはどんな税金がありましたか。


イスラエル人は昔から，真の崇拝を支えるためにお金や物を差し出していました。しかし，イエスの時代のユダヤ人は，さまざまな税金を払わなければならなかったので，そのことが負担になっていました。

幕屋や神殿での崇拝を支えるために，成人したユダヤ人の男性全員は，銀5.7㌘（2ドラクマ）を納める必要がありました。1世紀において，納められたものは，ヘロデが建てた神殿を維持し，そこで犠牲を捧げるために用いられました。あるユダヤ人たちは，イエスがこのことについてどう考えているのかをペテロに尋ねました。イエスは，この税金を払うことに反対しませんでした。実際，ペテロに対して，硬貨を手に入れて，それで税を納めるように，と言いました。（マタ 17:24-27）

当時の神の民は，収穫物や収入の10分の1も納める必要がありました。（レビ 27:30-32。民 18:26-28）宗教指導者たちは，「ミント，ディル，クミン」といった作物に関しても，きっちり10分の1を納めるべきだ，と主張しました。イエスは，10分の1を納めることが間違っているとは言いませんでしたが，律法学者やパリサイ派の人たちの偽善的な態度を非難しました。（マタ 23:23）

さらに，当時ユダヤ人はローマに支配されていたので，ローマに対してもさまざまな税金を納める必要がありました。例えば，土地を持っている人には収穫物の20から25％が税として課されていたようです。お金や物で税を納めたのかもしれません。また，一人一人に人頭税が課されていました。パリサイ派の人たちがイエスに尋ねたのは，この税についてでした。イエスは次のように述べて，正しい見方を示しました。「それでは，カエサルのものはカエサルに，しかし神のものは神に返しなさい」。（マタ 22:15-22）

ある地域を通って商品を運ぶ際には，関税を払う必要もありました。この税は，港や橋や交差点で，また町や市場の入り口で徴収されました。

このように，ローマの支配下で課されていたさまざまな税は，人々にとって非常に大きな負担となっていました。ローマの歴史家タキツスによれば，ティベリウスが皇帝で，イエスが地上で生きていた頃，「シリアとユダヤは重税に苦しんでいて，税を減らしてくれるようにと嘆願し」ました。

この負担をさらに大きくしたのは，徴税の方法でした。税を取り立てる権利は競売にかけられ，最高額を提示した人のものになりました。その人は，人を雇って実際の取り立てを行わせていました。そして，雇った人も雇われた人も，自分の利益を上乗せした額を要求しました。ザアカイも，このような徴税人たちを雇っていたようです。（ルカ 19:1，2）人々がこうしたやり方に腹を立て，自分の所に税を集めに来る人たちのことを嫌っていたのも無理はありません。









^ （マタ 17:24-27） 一行がカペルナウムに着いた後，2ドラクマ税を徴収する人たちがペテロに近づいて，「あなたたちの先生は2ドラクマ税を払わないのですか」と言った。 25 ペテロは，「払います」と言った。しかし，家に入ると，イエスが先に言った。「シモン，どう考えますか。地上の王たちは物品税や人頭税を誰から受け取っていますか。自分の子からですか，それともほかの人からですか」。 26 ペテロが「ほかの人からです」と言うと，イエスは言った。「そうであれば，子は税を課されていません。 27 しかし，反感を抱かせないために，湖に行って，釣り針を垂らしなさい。最初に釣れる魚を取って口を開けると，銀貨が1枚見つかります。それを取って，私とあなたの分の税を払いなさい」。



^ （レビ 27:30-32） 土地の10分の1は，畑の作物であれ木の実であれ，全てエホバのものである。それはエホバにとって聖なるものである。 31 10分の1の幾らかを買い戻したければ，その価に加えてその5分の1を納めるべきである。 32 牛や羊の10分の1，すなわち牧者のつえの下を通る動物は10匹目ごとに，全てエホバにとって聖なるものとなる。



^ （民 18:26-28） 「レビ族にこう告げなさい。『あなたたちはイスラエル人から，私があなたたちに財産として与えた10分の1を受け取る。あなたたちは，その中から10分の1をエホバへの寄進物として寄進すべきである。 27 それはあなたたちの寄進物と見なされ，あなたたちが脱穀した穀物，ブドウや油の搾り場で作った物として扱われる。 28 こうして，あなたたちも，イスラエル人から受け取る全ての10分の1の中からエホバへの寄進物を差し出す。エホバへの寄進物を祭司アロンに与えるのである。



^ （マタ 23:23） 偽善者である律法学者とパリサイ派の人たち，あなた方には災いがあります！ ミント，ディル，クミンの10分の1を納めながら，律法の中のもっと重大な事柄，すなわち公正と憐れみと忠実*を無視しているからです。10分の1を納める必要はありますが，後者を無視すべきではありません。

または，「信仰」。


^ （マタ 22:15-22） その時，パリサイ派の人たちは出掛け，イエスの揚げ足を取ろうと相談した。 16 そして，自分たちの弟子をヘロデ党の人たちと一緒に遣わして，こう言わせた。「先生，私たちは，あなたが真実を話す方で，真理に沿って神の道を教えることを知っています。あなたは誰の顔色もうかがったりしません。人の外見を見ないからです。 17 それで，考えを聞かせてください。カエサルに人頭税を払ってよい*でしょうか，払ってはいけないでしょうか」。 18 しかしイエスは彼らの悪意に気付いて，言った。「なぜ私を試すのですか，偽善者たち。 19 人頭税の硬貨を見せなさい」。デナリ硬貨がイエスの所に持ってこられた。 20 イエスは言った。「これは誰の肖像と称号ですか」。 21 その人たちは，「カエサルのです」と言った。イエスは言った。「それでは，カエサルのものはカエサルに，しかし神のものは神に返しなさい」。 22 その人たちはこれを聞いてとても驚き，イエスを残して去っていった。

または，「払うのは正しい」。


^ （ルカ 19:1， 2） イエスはエリコに入り，そこを通っていった。 2 そこにザアカイという男性がいた。徴税人の長で，裕福だった。








ライフ･ストーリー

エホバを第一にして決定してきました

ディア･ヤズベクの語った経験




[image: 若い時のディア･ヤズベク兄弟]



1984年のある晴れた日の朝，私はベネズエラのカラカスの住宅街にある快適な家から，仕事場に向かっていました。その時，私は最近の「ものみの塔」の記事について考えていました。その記事は，私たちが周りの人からどう見られているかについて扱ったものでした。近所の家々を見ながら，こう思いました。「私は周りの人から，優秀な銀行員としか見られていないだろうか。それとも，銀行で働いて家族を養いつつ神に仕えている人と見られているだろうか」。「たぶん銀行員としか見られていないだろうな」と感じ，このままではいけないと思いました。






私は，1940年5月19日にレバノンのアミュンで生まれました。数年後，私たち家族はトリポリに引っ越し，そこで私は，エホバを愛する愛情深く幸せな家族に囲まれて育ちました。私は5人兄弟の末っ子で，姉が3人と兄が1人いました。両親は，お金を稼ぐことを第一には考えていませんでした。聖書を学ぶこと，集会に出席すること，神を知るよう人々を助けることを生活の中心にしていました。

私たちの会衆には，天に行くよう選ばれたクリスチャンが幾人かいました。そのうちの1人は，ミシェル･アブド兄弟で，当時の書籍研究を司会してくれていました。兄弟は聖書の真理をニューヨークで学び，1920年代の初めにレバノンに伝えました。私が特に思い出すのは，兄弟がギレアデ学校を卒業した2人の若い姉妹に，敬意を込めて親切に接していたことです。その姉妹たちとは，アン･ビーボー姉妹とグウェン･ビーボー姉妹です。私たち家族は2人と親しくなりました。何十年かたって，アメリカでアン姉妹と再会した時には，本当にうれしかったです。その後，グウェン姉妹とも会いました。姉妹はウィルフレッド･グーチ兄弟と結婚し，イギリスのロンドンにある支部事務所でベテル奉仕をしていました。






レバノンでの伝道


私が子供の頃，レバノンで奉仕しているエホバの証人はごくわずかでした。でも，私たちは聖書から学んだことを人々に熱心に伝えました。宗教指導者から反対されてもそうしました。よく覚えている出来事が幾つかあります。

ある日，私は姉のサナと一緒にアパートで伝道していました。すると，1人の司祭が私たちのいた階にやって来ました。誰かが呼んだようです。司祭は姉をののしり始めました。それだけでなく，姉を階段から突き落として，けがをさせました。通報を受けて駆け付けた警察官は親切な人たちで，姉が手当てを受けられるようにしてくれました。司祭は警察署に連行され，銃を持っていたことが発覚しました。警察署の署長は司祭にこう言いました。「あなたは一体何をしているんですか。宗教を教えているんですか。それとも暴力を教えているんですか」。

ほかにもよく覚えているのは，会衆でバスを借りて辺ぴな町へ伝道に出掛けた時のことです。私たちは楽しく奉仕を行っていましたが，そのことを聞き付けた司祭が暴徒を引き連れてやって来ました。彼らは私たちを困らせようとし，石を投げ付けることさえして，父にけがをさせました。父の顔は血だらけになっていました。父は母と一緒にバスに戻り，私たちも心配しながら付いていきました。その時，母が父の顔を拭きながら言った言葉が忘れられません。「エホバ，あの人たちをお許しください。自分たちが何をしているのか知らないのです」。

また，郷里の親族を訪ねた時のことです。祖父の家に，よく知られた主教が来ていました。主教は，私の両親がエホバの証人であることを知っていました。そして，まだ6歳だった私を困らせようとして，こう言いました。「君はどうしてバプテスマを受けていないんだい？」 私は，自分はまだ子供なので，バプテスマを受けるには，聖書をもっと勉強して，信仰を強くしなければいけない，と答えました。主教は私の答えが気に入らなかったので，祖父に向かって，この子は失礼な子だ，と言いました。

とはいえ，こうした嫌な経験ばかりだったわけではありません。レバノンの人たちは一般に，親しみやすく，人をよくもてなします。それで，多くの人と聖書について楽しく話し合うことができましたし，聖書研究もたくさん行うことができました。






外国への移住


私がまだ学校に通っていた頃，ベネズエラの若い兄弟がレバノンを訪れました。兄弟は私たちの会衆の集会に出席し，姉のワファと親しくなりました。やがて2人は結婚し，ベネズエラに住むようになりました。ワファは何通も手紙を送ってきて，家族みんなでベネズエラに移住するよう，父に勧めました。家族と離れて，とてもさみしい思いをしていたからです。やがて，私たち家族はその勧めに応じて移住することにしました。

私たちは，1953年にベネズエラに引っ越し，カラカスにある大統領官邸の近くに住むようになりました。まだ若かった私は，大統領が運転手付きの車で通り過ぎるのを見ては喜んでいました。しかし，両親にとって，新しい国，言語，文化，食事，気候に順応するのは大変なことでした。そして，ようやく慣れてきたと思った頃に，非常にショックなことが起きました。



[image: ]

左から右へ: 父。母。家族でベネズエラに移住した頃の私（1953年）










悲劇が起きる


父が体調不良を訴えるようになりました。私たち家族は，一体どうしたんだろう，と思いました。父は丈夫で健康な人だったからです。具合の悪い父を見たことなどありませんでした。父は膵臓がんと診断され，手術を受けました。しかし，悲しいことに，1週間後に亡くなりました。

この時私たち家族が経験した悲しみは，言葉では言い表せません。私はまだ13歳でした。私たちは，大きなショックを受け，世界が終わったかのように感じました。しばらくの間，母は父の死を受け入れられませんでした。しかし私たちは，それでも前に進まなければならないことに気付き，エホバのおかげでそうすることができました。私は16歳でカラカスの高校を卒業した時，家族の助けになりたいと強く思いました。
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姉夫婦（ルベンとサナ）から私は良い影響を受け，信仰面で成長できた。





やがて姉のサナは，ルベン･アラウホ兄弟と結婚しました。兄弟はギレアデ学校を卒業した後，ベネズエラに戻ってきていました。2人はニューヨークに引っ越すことにしました。その後，家族が私を大学に行かせることにしたので，私はニューヨークに行きました。そして，姉夫婦の家に住みながら大学に通うことができました。私はその間に，2人から良い影響を受け，信仰面で成長することができました。さらに，ブルックリンのスペイン語会衆には，立派な兄弟たちがたくさんいました。中でも，ブルックリン･ベテルで奉仕していたミルトン･ヘンシェル兄弟やフレデリック･フランズ兄弟と知り合えたことに感謝しています。
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1957年に私はバプテスマを受けた。





ニューヨークでの大学生活の1年目が終わろうとしていた頃，私は自分の人生について改めて考えるようになりました。良い目標を持って励んできたクリスチャンについての「ものみの塔」の記事を幾つも読んで，真剣に考えました。また，私の会衆の開拓者やベテル奉仕者の幸せそうな様子を見て，自分も同じようになりたい，と思いました。でも，私はまだバプテスマを受けていませんでした。程なくして，自分の命をエホバに捧げることの大切さを理解するようになりました。そして献身し，1957年3月30日にバプテスマを受けました。






大きな決定


バプテスマを受けるという重要な決定をした後，私は全時間奉仕を始めることを考えるようになりました。開拓奉仕をしたいという気持ちはどんどん強くなっていきましたが，実際にそうするのは難しく思えました。大学の勉強と奉仕の両立はできそうにありませんでした。ベネズエラに住む家族と何度も手紙をやり取りして，大学をやめてベネズエラに戻り，開拓奉仕を始めたいと思っていることを説明しました。

私は1957年6月にカラカスに戻りました。しかし，家族の状況はあまり良くなく，経済面の助けが必要でした。どうすれば家族を助けられるでしょうか。銀行での仕事を紹介されましたが，ぜひとも開拓奉仕をしたいと思っていました。ベネズエラに帰ってきたのはそのためだったからです。それで，両方することにしました。数年の間，銀行で全時間働きながら開拓奉仕をしました。人生で一番忙しく，一番幸福な時でした。

さらに，うれしいことがありました。エホバを深く愛する美しいドイツ人の姉妹シルビアと出会い，結婚しました。シルビアは両親と一緒にベネズエラに移住していました。やがて2人の子供が生まれました。息子のミシェル（マイク）と娘のサミラです。また，母の世話もすることになり，一緒に住むようになりました。家族を世話するために開拓奉仕をやめなければなりませんでしたが，伝道に対する熱意は失いませんでした。私とシルビアは，休暇の時期に可能な限り補助開拓奉仕を行いました。






別の大きな決定


この記事の冒頭でお話ししたのは，子供たちがまだ学校に通っていた頃のことです。確かに，私はいい生活をしていましたし，同僚からも信頼されていました。それでも，私が一番願っていたのは，エホバの証人として知られることでした。その日に考えたことは頭から離れませんでした。それで，妻と一緒に座って，わが家の家計の状態について話し合いました。私が銀行の仕事を辞めれば，かなりの額の退職金を受け取れます。借金はありませんでしたから，生活を簡素にすれば，かなりの期間やっていけるだろうと思いました。

そうするのは簡単ではありませんでしたが，愛する妻も母も，私の決定を心から支持してくれました。もう一度，全時間奉仕を行えるのです。本当にうれしかったです。全ては順調に思えました。ところが，驚くようなことが起こりました。






うれしい驚き




[image: ディア兄弟とシルビア姉妹と生まれたばかりの息子ガブリエル]

3人目の子供ガブリエルの誕生はうれしい驚きだった。





ある日，医師からシルビアが妊娠していると言われました。2人とも本当に驚きました。大きな喜びでしたが，開拓者になるという決定についても考えました。計画通り開拓奉仕を始められるのでしょうか。私たちはすぐに気持ちを切り替えて，新しい家族を迎えることを楽しみにするようになりました。それでも，何とかして開拓奉仕ができないかと考えていました。

私たちは目標について話し合い，当初の計画の通りにすることにしました。1985年4月に息子のガブリエルが生まれました。そして，私は銀行を退職し，1985年6月に再び正規開拓奉仕を始めました。その後，支部委員会で奉仕するよう任命されました。しかし，支部はカラカスにはなかったので，私は週に2日か3日，80㌔ほどの距離を通う必要がありました。






再び引っ越す


支部事務所はラ･ビクトリアにあったので，私たち家族はその町に引っ越すことにしました。これは私たち家族にとって，大きな決定でした。うちの家族は本当に素晴らしい家族です。どれほど感謝しても感謝し切れません。本当によく協力してくれました。姉のバハは母の世話を進んで引き受けてくれました。マイクは結婚していましたが，サミラとガブリエルはまだ私たちと一緒に住んでいたので，ラ･ビクトリアに引っ越す時，2人はカラカスの友達と別れなければなりませんでした。また，愛するシルビアもにぎやかな首都での暮らしから，小さな町での暮らしに順応する必要がありました。そして私たちみんなが，以前よりも小さな家に慣れる必要がありました。カラカスからラ･ビクトリアに引っ越すという決定には，本当に多くのことが関係していました。

その後，状況はまた変化しました。ガブリエルは結婚し，サミラも家を出て，別の所に住むようになりました。そして，私とシルビアは2007年にベテル家族に加わるよう招かれ，今もその奉仕を楽しんでいます。長男のマイクは長老で，妻のモニカと一緒に開拓奉仕をしています。ガブリエルも長老で，妻のアンブラと一緒にイタリアで奉仕しています。そして，サミラは開拓奉仕をしながら，ベテルのリモート･ボランティアとしても働いています。
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左から右へ: 妻のシルビアと共に，ベネズエラ支部にて。長男のマイクとモニカ。長女のサミラ。次男のガブリエルとアンブラ










また同じ決定をするだろう


私はこれまでの人生の中で，たくさんの大きな決定をしてきました。後悔は全くしていません。もしもう一度人生をやり直せるとしても，また同じ決定をするでしょう。これまでさまざまな形でエホバにお仕えできたことを心から感謝しています。長年にわたって，エホバとの固い友情を保つことがいかに大切かを実感してきました。大きなものであれ小さなものであれ，私たちが決定を下さなければならない時に，エホバは「人間の理解をはるかに超え」た平和を与えてくれます。（フィリ 4:6，7）私とシルビアは，ベテルでの神聖な奉仕を楽しんでおり，これまで下してきた決定をエホバは祝福してくださったと感じています。それは，エホバを第一にして決定してきたからです。









^ （フィリ 4:6， 7） 何も心配せず，いつでも祈り，祈願を捧げ，感謝しつつ，願い*を神に知っていただくようにしましょう。 7 そうすれば，神からの平和が，キリスト･イエスを通して皆さんの心と考え*を守ります。その平和は人間の理解をはるかに超えています。

または，「請願」。
または，「知力」。







読者からの質問




使徒パウロはどんな意味で，「私は律法によって律法に対しては死にました」と言いましたか。（ガラ 2:19）




[image: 使徒パウロ]



パウロはこう書きました。「私は律法によって律法に対しては死にました。神に対して生きるためです」。（ガラ 2:19）

ローマの属州ガラテアの諸会衆にいたクリスチャンの中には，間違った教えの影響を受けている人たちがいました。救われるためにはモーセの律法を守らなければならない，特に割礼を受けなければならないという教えです。しかしパウロは，神がクリスチャンに割礼を受けるよう求めていないことを知っていました。パウロは間違った教えを論破し，イエス･キリストの贖いの犠牲に対する兄弟たちの信仰を強めました。（ガラ 2:4; 5:2）パウロはモーセの律法に従う必要がないことを強調し，ガラテア 2章19節の言葉を述べました。

聖書がはっきり述べている通り，人は死んだら無意識になり，周りの影響を受けることはありません。（伝 9:5）それで，「私は……律法に対しては死にました」というパウロの言葉は，パウロがもはや律法に縛られていないという意味です。むしろパウロは，贖いの犠牲に信仰を持つことによって「神に対して生きる」ようになったのです。

パウロのこのような変化は「律法によって」生じました。なぜそう言えますか。パウロは少し前の聖句でこう言っています。「人が正しいと認められるのは，律法に従った行いによるのではなく，イエス･キリストへの信仰によ[ります]」。（ガラ 2:16）律法は大切な役割を果たしました。パウロはガラテアのクリスチャンにこう説明しています。「律法は……違反を明らかにするために付け加えられたものであり，約束を与えられた子孫が来る時までのものでした」。（ガラ 3:19）律法は，不完全で罪深い人間が律法を完全には守れないこと，また，完全で最終的な犠牲が必要であることを明らかにしました。こうして，人々を「子孫」であるキリストに導いたのです。イエス･キリストに信仰を持つことによって，人は神から正しいと認められます。（ガラ 3:24）パウロは神から正しいと認められました。律法によって，イエスを受け入れ，イエスに信仰を持つようになったからです。そのようにして「律法に対しては死に……神に対して生きる」ようになりました。律法に縛られることはなくなったのです。

パウロはローマのクリスチャンへの手紙でも同じようなことを述べています。「私の兄弟たち，皆さんも，キリストの体により律法に対して死んだ者とされ[ました]。私たちは，律法から解放されました。私たちを拘束していた律法に対して死んだのです」。（ロマ 7:4，6）この聖句とガラテア 2章19節でパウロが言っていたのは，律法の下で罪を宣告されて死ぬということではありません。律法から自由にされるということです。パウロや他のクリスチャンは，もはや律法には縛られていませんでした。キリストの贖いに信仰を持つことによって自由にされたのです。









^ （ガラ 2:19） 私は律法によって律法に対しては死にました。神に対して生きるためです。



^ 1節 （ガラ 2:19） 私は律法によって律法に対しては死にました。神に対して生きるためです。



^ 2節 （ガラ 2:4） しかし，こっそり入り込んだ偽兄弟たちのせいで，割礼の問題が持ち上がりました。その人たちは，キリスト･イエスと結ばれた私たちが得ている自由を探るために忍び込んだのであり，私たちを完全に奴隷にしようとしています。



^ 2節 （ガラ 5:2） 私パウロが皆さんに言います。もし割礼を受けるなら，キリストが皆さんのためにしたことは台無しになってしまいます。



^ 2節 （ガラ 2:19） 私は律法によって律法に対しては死にました。神に対して生きるためです。



^ 3節 （伝 9:5） 生きている人は自分が死ぬことを知って*いる。しかし，死んだ人は何も知らない。何か*を得ることもない。思い出されず，忘れ去られる。

または，「意識して」。
または，「報酬」。


^ 4節 （ガラ 2:16） 人が正しいと認められるのは律法に従った行いによるのではなく，イエス･キリストへの信仰による，ということを知っています。それで，私たちはキリスト･イエスに信仰を持ちました。律法に従った行いによってではなく，キリストへの信仰によって正しいと認めていただくためです。誰も，律法に従った行いによって正しいと認められることはありません。



^ 4節 （ガラ 3:19） では，律法はなぜあるのでしょうか。違反を明らかにするために付け加えられたのであり，約束を与えられた子孫*が来る時までのものでした。律法は天使たちを通して，仲介者の手によって伝えられました。

直訳，「種」。


^ 4節 （ガラ 3:24） このように，律法は私たちをキリストに導く保護者*となりました。私たちが信仰のゆえに正しいと認められるようになるためです。

または，「養育係」。


^ 5節 （ロマ 7:4） 私の兄弟たち，皆さんも，キリストの体により律法に対して死んだ者とされ，別の方のもの，生き返らされた方のものとなりました。こうして，私たちは神のために実を結ぶのです。



^ 5節 （ロマ 7:6） しかし，今や私たちは，律法から解放されました。私たちを拘束していた律法に対して死んだのです。書かれた法典による，古い意味での奴隷ではなく，聖なる力による，新しい意味での奴隷となるためです。



^ 5節 （ガラ 2:19） 私は律法によって律法に対しては死にました。神に対して生きるためです。








JW LibraryとJW.ORGのおすすめコンテンツ





家族のために

モバイル端末を賢く使う

モバイル端末の使い方によって，夫婦の絆が強まることもあれば，弱まることもあります。あなたの結婚生活にはどんな影響を与えていますか。

JW Library: 出版物 > シリーズ記事 > 家族のために

jw.org: ライブラリー > シリーズ記事 > 家族のために

アーカイブから

世界各地で識字率向上に取り組む

さまざまな国の当局者が，識字率向上に取り組むエホバの証人の活動を評価しています。

JW Library: 出版物 > シリーズ記事 > アーカイブから

jw.org: ライブラリー > シリーズ記事 > アーカイブから
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^ ***喜歌 72番 王国の真理を知らせる***
72番
王国の真理を知らせる
（使徒 20:20，21）
きらめく光に心は目覚めて
今や悟った 歩むべき道を
エホバをたたえて真理を知らせる
何て素晴らしい 名誉あるこの務め
会う人全てに真理を語ろう
自由へ導く命の言葉を
世界の果てまで王国広める
力尽くそう エホバ定めた日まで
（ヨシュ 9:9; イザ 24:15; ヨハ 8:12，32も参照。）



^ ***暮 レッスン4***
レッスン04
聖書の神とは？
人間はこれまでいろいろな神を崇拝してきました。しかし聖書によると，「ほかのどんな神よりも偉大」な神がいます。（歴代第二 2:5）それは誰でしょうか。どうしてほかのどんな神よりも偉大だと言えるのでしょうか。このレッスンではその神について学べます。
1. 神の名前は何？ 神はその名前を知ってほしいと思っている？
神は聖書の中で自分のことを紹介しています。「私はエホバ。それが私の名」と言っています。（イザヤ 42:5，8を読む。）「エホバ」という名前はヘブライ語から来ていて，「彼はならせる」という意味があると考えられています。エホバは自分の名前を私たちに知ってほしいと思っています。（出エジプト記 3:15）どうしてそれが分かるかというと，聖書の中に7000回以上「エホバ」という名前が出てくるからです。 エホバは「天でも地でも真の神」です。（申命記 4:39）
2. 聖書からエホバについて何が分かる？
人間はたくさんの神を崇拝していますが，聖書によると本当の神はエホバだけです。そう言える理由は幾つかあります。エホバは「地球全体を治める至高者」で，最高の権威を持っています。（詩編 83:18を読む。）エホバは「全能の神」で，したいと思うことを何でもする力を持っています。エホバは宇宙も地球もいろいろな生き物も，「全てのもの」を創造しました。（啓示 4:8，11）エホバだけがこれまでずっと存在してきました。そして永遠に存在し続けます。（詩編 90:2）
もっと調べよう
神にはたくさんの称号がありますが，名前は1つだけです。神がその名前を知らせてくれたことには理由があります。
3. 神にはたくさんの称号があるが，名前は1つ
称号と名前の違いについて取り上げた動画を見て，次のことを考えましょう。
動画: 「多くの称号があるが，名前は1つ」（0:41）
● 「主」といった称号と名前の違いは何ですか。
聖書にもある通り，人間はいろいろな神や主を崇拝しています。詩編 136編1-3節を読んで，次のことを考えましょう。
● 「神の中の神」，「主の中の主」とは誰のことですか。
4. エホバは自分の名前を知って使ってほしいと思っている
エホバは自分の名前を知ってほしいと思っています。動画を見て，次のことを考えましょう。
動画: 「神には名前がありますか（抜粋）」（3:11）
● エホバは自分の名前を知ってほしいと思っている，と言えるのはどうしてですか。
エホバは自分の名前を使ってほしいとも思っています。ローマ 10章13節を読んで，次のことを考えましょう。
● 神を「エホバ」という名前で呼ぶことが大切なのはどうしてですか。
● 誰かがあなたの名前を覚えて名前で呼んでくれたら，どう感じますか。
● あなたがエホバを名前で呼んだら，エホバはどう感じると思いますか。
5. エホバはあなたと友達になりたいと思っている
カンボジアのソテンという女性は，神の名前を知ることができて本当にうれしかったと言っています。動画を見て，次のことを考えましょう。
動画: 「真の神を探し求める」（8:18）
● ソテンは神の名前を知ってどう変わりましたか。
誰かと友達になるときには，普通はまず名前を知るようにします。ヤコブ 4章8節の前半を読んで，次のことを考えましょう。
● エホバはあなたにどうしてほしいと思っていますか。
● 神の名前を知って名前で呼ぶと，神を身近に感じやすくなると思いますか。
こう言う人もいる: 「神がひとりしかいないなら，どう呼ぼうと関係ない」。
● 神の名前がエホバだと納得できましたか。
● 神がエホバという名前で呼んでほしいと思っていることをどのように説明できますか。
まとめ
本当の神はひとりだけで，その神の名前はエホバ。エホバは自分の名前を知って使ってほしいと思っている。それは私たちと友達になりたいと思っているから。
復習
● エホバはほかのいろいろな神とどう違いますか。
● 神を名前で呼ぶことが大切なのはどうしてですか。
● エホバがあなたと友達になりたいと思っていることがどうして分かりますか。
レッスンが終わった日: __________
次のステップ
■ 神について話すときに，エホバという名前を使う。
■ ほかにできること: __________
見てみよう
神が存在することが分かる5つの証拠を調べてみましょう。
「神は存在しますか」（jw.orgの記事）
神がこれまでずっと存在してきたということは確かに信じられます。
「だれが神を造ったのですか」（「ものみの塔」2014年8月1日号）
古代に神の名前がどのように発音されていたかは分かっていませんが，それでも神の名前を使うのは大切なことです。
「エホバとはだれのことですか」（jw.orgの記事）
神をどう呼ぶかは重要です。神の名前は1つしかないと言えるのはなぜでしょうか。
「神には名前がいくつありますか」（jw.orgの記事）
[脚注]
神の名前の意味や，多くの聖書に神の名前が出ていない理由について，「新世界訳聖書」の付録A4に詳しく書かれています。
​​[18ページの図版]
エホバ
​​​​​​​​​​​​​​​​​



^ ***暮 レッスン9***
レッスン09
祈ることによって神との友情を育てる
生活に役立つアドバイスが欲しいと思いますか。ずっと答えを知りたいと思っている疑問がありますか。落ち込んでいて，元気づけてほしいと思っていますか。エホバをもっと身近に感じたいですか。もしそうなら，祈ってみてください。どうやって祈ればいいのでしょうか。神はどんな祈りでも聞いてくれるのでしょうか。祈りを聞いてもらうにはどんなことが必要でしょうか。
1. 誰にどんなことを祈れる？
イエスは，天のお父さんであるエホバだけに祈るようにと教えました。イエスもエホバに祈りました。こう言っています。「このように祈らなければなりません。『天におられる私たちの父よ……』」。（マタイ 6:9）エホバに祈ると，エホバとの友情が深まります。
どんなことでも祈れますが，神に聞いてもらうには祈りの内容が神の考えと合っていなければなりません。「神は，私たちが神の意志に沿って願い求めることは何でも聞いてくださるのです」。（ヨハネ第一 5:14）イエスはどんなことを祈るとよいかを教えています。（マタイ 6:9-13を読む。）自分の願いについて祈るだけではなく，神がしてくれたことに感謝したり，ほかの人たちを助けてくれるようにお願いしたりすることも大切です。
2. どのように祈ったらよい？
聖書には，「あなたの気持ちを全て神に伝えよ」とあります。（詩編 62:8）心から祈ることが大事です。声を出して祈ることも，黙って祈ることもできます。敬意がこもっていれば，どんな姿勢でも祈れます。いつでもどこでも祈ることができます。
3. 神はどのように祈りに答えてくれる？
例えば，聖書を通して答えてくれます。神の言葉である聖書の中に疑問の答えが見つかることがあります。聖書を読むと，「経験の浅い人」も「賢く」なれます。（詩編 19:7。ヤコブ 1:5を読む。）ほかにも，エホバは私たちが問題にぶつかった時に穏やかな気持ちでいられるように助けてくれます。私たちが仲間に助けてもらえるようにすることもあります。
もっと調べよう
神に喜ばれる心からの祈りをするには，どうしたらよいでしょうか。祈るとどんな良いことがあるでしょうか。
4. 神に祈りを聞いてもらうにはどんなことが大切？
どんな祈りは聞かれて，どんな祈りは聞かれないのでしょうか。動画を見てください。
動画: 「神はどんな祈りも聴いてくださいますか（抜粋）」（2:42）
エホバは自分に祈ってほしいと思っています。詩編 65編2節を読んで，次のことを考えましょう。
● 「祈りを聞く方」は，あなたにも祈ってほしいと思っていると思いますか。
祈りを聞いてもらうには，神に喜ばれる生き方をするように心掛ける必要があります。ミカ 3章4節とペテロ第一 3章12節を読んで，次のことを考えましょう。
● エホバに祈りを聞いてもらうには，どうすることが大切ですか。
戦争でどちらの側も勝利を願って祈ることがある。神はそういう祈りを聞くだろうか。
5. 神に喜ばれるのは心からの祈り
暗記した祈りの言葉を繰り返すだけの人たちもいます。そういう祈りは神に喜ばれるでしょうか。マタイ 6章7節を読んで，次のことを考えましょう。
● 祈る時に「同じことを何度も」言わないようにするには，どうしたらよいと思いますか。
毎日，エホバに感謝できることを1つ考えて，祈りの中でエホバに感謝を伝えましょう。これを1週間続けると，同じことを繰り返さずに違う祈りを7回したことになります。
6. 神に祈れるのは素晴らしいこと
いい時にも悪い時にも，祈ると力が湧いてきます。動画を見てください。
動画: 「祈りは問題に立ち向かうのに役立つ」（1:32）
祈ると気持ちが穏やかになると，聖書に書かれています。フィリピ 4章6，7節を読んで，次のことを考えましょう。
● 祈ると，問題はなくならないとしても，神はどのように助けてくれますか。
● どんなことを祈りたいと思いますか。
参考情報
「アーメン」という言葉には，「そうなりますように」とか「確かに」という意味があります。聖書が書かれた時代から，祈りの最後に「アーメン」と言う習慣があります。（歴代第一 16:36）
7. 祈ることを習慣にする
忙しくて祈るのを忘れてしまうことがあるかもしれません。イエスにとって，祈ることはどれほど大事なことだったでしょうか。マタイ 14章23節とマルコ 1章35節を読んで，次のことを考えましょう。
● イエスは祈る時間をつくるためにどうしましたか。
● あなたはいつ祈ろうと思いますか。
こう言う人もいる: 「祈りはただの気休めだ」。
● あなたはどう思いますか。
まとめ
心から祈ると神を身近に感じ，気持ちが穏やかになり，エホバに喜ばれることをするための力が湧いてくる。
復習
● 誰に祈れますか。
● どのように祈ったらいいですか。
● 祈るとどんな良いことがありますか。
レッスンが終わった日: __________
次のステップ
■ 気になっていることや，エホバに感謝できることについて祈る。ほかの人のためにも祈る。
■ ほかにできること: __________
見てみよう
祈りについてどんなことを知っておくとよいでしょうか。
「祈り ― 知っておきたい七つのこと」（「ものみの塔」2010年10月1日号）
祈るとよいのはどうしてでしょうか。どうすればもっと良い祈りができるでしょうか。
「なぜ祈るの？」（jw.orgの記事）
誰に祈ってはいけないかを聖書から学べます。
「聖人に祈るべきですか」（jw.orgの記事）
この歌にある通り，いつでもどこでも祈れます。
「いつでも いのる」（1:22）
​​​[38ページの図版]
父親は子供の素直な気持ちを聞きたいと思うもの。エホバも私たちに心から祈ってほしいと思っている。
​​​​​​​​​​​​​​​



^ ***暮 レッスン14***
レッスン14
神に喜ばれるのはどんな崇拝？
前のレッスンで考えたように，全ての宗教が神に喜ばれるわけではありません。では，あらゆるものを創造した神は，どのように崇拝してほしいと思っているのでしょうか。神に喜ばれる「崇拝の型[または，宗教]」とはどのようなものでしょうか。（ヤコブ 1:27，脚注）聖書から学びましょう。
1. 何に従って崇拝したらいい？
聖書に従って神を崇拝することが大切です。イエスは神に「あなたの言葉は真理です」と言いました。（ヨハネ 17:17）多くの宗教は，神が聖なる力を使って書かせた聖書の真理を無視し，代わりに人間の教えや伝統に従っています。「神のおきてを……退け」る人たちは，エホバに喜ばれません。（マルコ 7:9を読む。）一方，聖書の教えを守り，聖書のアドバイスに従う人は，エホバに喜ばれます。
2. エホバをどのように崇拝したらいい？
エホバが全てのものを創造したので，エホバだけを崇拝するのは正しいことです。（啓示 4:11）エホバを愛し，ほかの神からは離れている必要があり，崇拝に像や道具などは使いません。（イザヤ 42:8を読む。）
「神に受け入れられる聖なる」状態でエホバを崇拝しなければなりません。（ローマ 12:1）それには，正しい考え方や行動についての聖書の教えに従う必要があります。例えば，エホバを愛している人は，エホバが結婚について定めていることを喜んで守ります。また，喫煙や，薬物やアルコールの乱用といった，健康に有害なことを避けます。
3. 仲間と一緒にエホバを崇拝するのはどうして？
毎週の集会に行くと，「集まった……人の中」で「エホバを賛美する」ことができます。（詩編 111:1，2）例えば，神を賛美する歌をみんなで歌います。（詩編 104:33を読む。）私たちが集会に行くことをエホバが望んでいるのは，私たちを愛しているからであり，私たちがいつまでも幸せに暮らすのに集会が役立つことを知っているからです。集まって励まし合うことは，私たちのためになります。
もっと調べよう
像を使った崇拝をエホバが認めていないのはどうしてでしょうか。どんな方法で神を賛美できるでしょうか。
4. 像を使って崇拝してはいけない
像を使うと，神は不快に感じます。どうしてそれが分かるでしょうか。動画を見て，次のことを考えましょう。
動画: 「像を使った崇拝は神に受け入れられますか」（3:26）
● 古代のイスラエル人が偶像を使って神を崇拝しようとした時，どうなりましたか。
ある人たちは，像を使うと神を身近に感じられると考えますが，実際には神から遠ざかってしまっています。出エジプト記 20章4-6節と詩編 106編35，36節を読んで，次のことを考えましょう。
● 崇拝にどんな像や道具が使われているのを見たことがありますか。
● 像を使った崇拝をエホバはどう感じますか。
● 像を使うことについてあなたはどう思いますか。
5. エホバだけを崇拝すると，間違った教えから守られる
エホバを正しく崇拝すると，間違った教えから守られます。動画を見てください。
動画: 「真理がもたらす自由」（5:16）
詩編 91編14節を読んで，次のことを考えましょう。
● エホバだけを崇拝して，エホバを愛していることを示す人に，エホバはどんなことをしてくれますか。
6. 集会で神を崇拝する
集会で歌ったりコメントしたりすることによって，エホバを賛美し，他の人を力づけることができます。詩編 22編22節を読んで，次のことを考えましょう。
● 集会で他の人のコメントを聞くと，どう感じますか。
● あなたもコメントしてみたいと思いますか。
7. 学んだことを誰かに伝えるとエホバに喜ばれる
聖書から学んだことを，いろいろな方法で他の人に伝えることができます。詩編 9編1節と34編1節を読んで，次のことを考えましょう。
● 聖書から学んだどんなことを誰かに伝えてみたいと思いますか。
こう言う人もいる: 「何をしても，神に喜ばれることなんてない」。
● あなたはどう思いますか。
まとめ
全てのものを創造したエホバだけを崇拝し，集会でエホバを賛美し，学んだことを誰かに伝えるなら，エホバに喜ばれる。
復習
● 神に受け入れられる崇拝について，何を調べると分かりますか。
● エホバだけを崇拝するべきなのはどうしてですか。
● 神に喜ばれたいと思っている仲間と一緒に神を崇拝する必要があるのはどうしてですか。
レッスンが終わった日: __________
次のステップ
■ 集会でコメントする。
■ ほかにできること: __________
見てみよう
ある女性が偶像崇拝をやめたいきさつについて，『もう偶像の奴隷ではありません』という記事を読みましょう。
「聖書は人の生き方を変える」（「ものみの塔」2011年7月1日号）
集会でコメントするのにどんなことが役立つでしょうか。
「集会でエホバを賛美する」（「ものみの塔」2019年1月号）
ある若い男性は，集会に行くのが大変でしたが，行って力づけられました。
「エホバが優しく気遣ってくれました」（3:07）
多くの人はキリスト教と聞くと十字架を思い浮かべますが，十字架を使って崇拝するのは良いことなのでしょうか。
「エホバの証人が崇拝に十字架を用いないのはなぜですか」（jw.orgの記事）
[脚注]
こうしたことについては後のレッスンで取り上げます。
​​​​​​​​​​​​​​​​​



^ ***暮 レッスン10***
レッスン10
エホバの証人の集会に行くとよいのはどうして？
エホバの証人の集会に行ったことがありますか。行ったことがなくて，行くかどうか迷っているところですか。「集会で何をするんだろう，行った方がいいんだろうか」と思っているかもしれません。集会に行くと，神をいっそう身近に感じることができて，自分のためになります。
1. 仲間と集まる一番の理由は何？
聖書を書いた人の1人は，仲間と集まる一番の理由についてこう書きました。「私は……大きな会衆の中でエホバを賛美します」。（詩編 26:12）エホバの証人も同じように集まることを楽しんでいます。世界中で毎週，集会を開いて神を賛美し，歌い，祈ります。年に数回，大会も開きます。
2. 集会でどんなことを学べる？
集会では聖書が「分かりやすく説明」され，「意味を教え」てもらえます。（ネヘミヤ 8:8を読む。）エホバがどんなに素晴らしい方かについて詳しく学べます。エホバがどれほど愛してくれているかが分かって，エホバをいっそう身近に感じることができます。エホバの助けによって充実した生活を送れることも分かります。（イザヤ 48:17，18）
3. 集会でいろいろな人に会うと，どんな良いことがある？
エホバは私たちにこう勧めています。「互いのことをよく考えて，愛を表し立派な行いをするよう勧め合いましょう。仲間と集まることを怠ってはなりません」。（ヘブライ 10:24，25）集会で会う人たちは本当に思いやりがある人たちで，あなたと同じように神について学びたいと思っています。聖書から励みになることを話してくれます。（ローマ 1:11，12を読む。）独身の人も結婚している人も，いろいろな問題にうまく取り組んでいるので，アドバイスをもらえます。ですから，エホバの言う通り毎週集まるのは，とても良いことです。
もっと調べよう
エホバの証人の集会はどのように行われているか，頑張って行くとよいのはどうしてか，さらに考えましょう。
4. エホバの証人の集会
1世紀のクリスチャンは定期的に集まってエホバを賛美しました。（ローマ 16:3-5）コロサイ 3章16節を読んで，次のことを考えましょう。
●1世紀のクリスチャンはどのようにエホバを賛美しましたか。
現代のエホバの証人も，王国会館と呼ばれる場所で定期的に集まっています。集会がどんな様子か，動画を見てください。それから集会の絵を見ながら，次のことを考えましょう。
動画: 「王国会館においでください」（2:12）
● コロサイ 3章16節に書かれているどんなことが王国会館でも行われますか。
● 動画や絵を見て，集会のどんなところがいいと思いますか。
コリント第二 9章7節を読んで，次のことを考えましょう。
● エホバの証人の集会が無料なのはどうしてですか。
聖書レッスンをしてくれている人と一緒に，今週の集会でどんなことが取り上げられるかを見てください。
● 面白そうな部分や，ためになりそうな部分がありますか。
参考情報
世界中で集会がいつ，どこで開かれているか，jw.orgで調べることができます。
A. 集会では講演を聞いたり，伝道の実演やビデオを見たりする。集会の始めと終わりには歌を歌って祈る。
B. 聴衆がコメントできる部分もある。
C. 大人も子供も高齢者もみんな歓迎される。
D. 集会は無料。エホバの証人は入場料を取ったり，寄付を募ったりはしない。
5. 頑張って集会に行くことは大切
イエスの家族はどんな努力をしたでしょうか。毎年の大きな集まりに行くために，ナザレからエルサレムまで山岳地帯を約100㌔も歩かなければいけませんでした。ルカ 2章39-42節を読んで，次のことを考えましょう。
● エルサレムまでの旅は大変だったと思いますか。
● あなたにとって集会に行くことは大変そうですか。
● 頑張って行く価値があると思いますか。
聖書によると，エホバを賛美するために集まるのはとても大切なことです。ヘブライ 10章24，25節を読んで，次のことを考えましょう。
● 毎週集会に行くことが大切なのはどうしてですか。
こう言う人もいる: 「ほかの人と集まる必要はない。家で聖書を調べれば十分」。
● 聖書に書かれているどんな言葉や例から，エホバが望んでいることが分かるでしょうか。
まとめ
集会に行くと，エホバのことがもっとよく分かり，エホバとの友情が深まり，ほかの人たちと一緒にエホバを賛美できる。
復習
● エホバが私たちに集まってほしいと思っているのはどうしてですか。
● エホバの証人の集会ではどんなことを学べますか。
● 集会に行くと，ほかにどんな良いことがありますか。
レッスンが終わった日: __________
次のステップ
■ 集会に行って，そこにいる人たちと会ってみる。
■ ほかにできること: __________
見てみよう
集会に行くかどうか迷っていますか。ある男性は集会に行って感動しました。
「あのあいさつは忘れません」（4:16）
ある若い男性は集会をとても気に入って，欠かさず行くようになりました。
「集会がとても気に入りました」（4:33）
多くの人たちが集会を楽しんでいます。
「王国会館の集会に行くのはなぜ？」（jw.orgの記事）
過激なギャングの一員だったある男性は，エホバの証人の集会に行ったことで人生が変わりました。
「常に銃を持ち歩いていました」（「ものみの塔」2014年7月1日号）
​​[42-43ページの図版]
集会中
集会の前後
​​​​[43ページの地図]
ナザレ
エルサレム
​​​​​​​​​​​​



^ ***喜歌 60番 命を意味する知らせ***
60番
命を意味する知らせ
（エゼキエル 3:17-19）
1. 扉はまだ開かれている
聞いて真理求める人に
（※ 繰り返し）
命を意味するエホバの知らせ
心を尽くして伝えよう 今日も明日も
2. どんな壁も乗り越えられる
できることを探していけば
（※ 繰り返し）
命を意味するエホバの知らせ
心を尽くして伝えよう 今日も明日も
真理求めて待ち続ける人 探し救おう
急ごう 奉仕へ
（※ 繰り返し）
命を意味するエホバの知らせ
心を尽くして伝えよう 今日も明日も
（代二 36:15; イザ 61:2; エゼ 33:6; テサ二 1:8も参照。）



^ ***リ18 聖書***
「聖書は人の生き方を変える」（「ものみの塔」のシリーズ記事）
無神論者だった 「ものみの塔」（一般用）2017 No. 5
悲惨な子ども時代を過ごした 「ものみの塔」2015/10/1
生きる意味を探していた 「ものみの塔」2015/4/1
人生の疑問に対する答えを切に求めていた 「ものみの塔」2015/2/1
高慢で，独立心が強かった 「ものみの塔」2014/10/1
宣教において黄金律に従いなさい（§ 証言する相手をどう見るか） 「ものみの塔」2014/5/15
危険を顧みないオートバイ･レーサーだった 「ものみの塔」2014/2/1
社会運動家だった 「ものみの塔」2013/7/1
不道徳な生き方をしていた 「ものみの塔」2012/5/1
悲惨な子ども時代を過ごした 「ものみの塔」2012/1/1
❐「ものみの塔」2011/8/1
一夫多妻者で，エホバの証人に反対していた
不幸な子ども時代を過ごした
親に捨てられたという思いに悩まされた 「ものみの塔」2011/7/1
不道徳な生活をしていた 「ものみの塔」2011/4/1
路上生活をしていた 「ものみの塔」2010/8/1
自殺を図った 「ものみの塔」2009/2/1
反抗的な態度
放とう息子だった 「ものみの塔」2013/1/1
放蕩息子だった 「ものみの塔」2012/4/1
政府に反対していた 「ものみの塔」2012/1/1
放蕩娘だった 「ものみの塔」2011/10/1
パンクロックに傾倒して社会に背を向けていた 「ものみの塔」2011/4/1
宗教や政治などの権威を嫌っていた 「ものみの塔」2010/5/1
薬物とアルコール
不良少女で，十代で母親になった「ものみの塔」（一般用）2017 No. 1
麻薬を常用し，粗暴で，女性を蔑視していた 「ものみの塔」（一般用）2016 No. 3
喫煙や過度の飲酒の問題を抱えていた 「ものみの塔」2013/8/1
❐「ものみの塔」2012/10/1
アルコール依存症だった
麻薬の売買をしていた
大酒飲みだった 「ものみの塔」2012/7/1
酒浸りの生活をしていた 「ものみの塔」2012/5/1
❐「ものみの塔」2012/2/1
タバコを栽培していた
アルコール依存症で，自殺を試みた
薬物を使っていた 「ものみの塔」2011/2/1
❐「ものみの塔」2010/8/1
薬物に依存していた
大酒飲みだった
ギャングの一員でマリファナ中毒だった 「ものみの塔」2010/5/1
麻薬の売人だった 「ものみの塔」2010/2/1
薬物に手を出し，オートバイに夢中になっていた 「ものみの塔」2009/11/1
大麻とたばこの虜になっていた 「ものみの塔」2009/8/1
酒と薬物におぼれていた 「ものみの塔」2009/2/1
犯罪と暴力
暴力的で，喧嘩早い少年だった 「ものみの塔」（一般用）2016 No. 5
凶悪犯罪に関与し，不道徳なことをし，麻薬に手を染めていた 「ものみの塔」（一般用）2016 No. 1
すぐに暴力を振るい，麻薬を使い，一流の仕事に就きたいと思っていた 「ものみの塔」2015/11/1
気性が激しかった 「ものみの塔」2015/7/1
詐欺師で，ギャンブルにはまっていた 「ものみの塔」2015/5/1
カンフーに打ち込んでいた 「ものみの塔」2014/8/1
過激なギャングの一員だった 「ものみの塔」2014/7/1
ひどく暴力的だった 「ものみの塔」2013/10/1
テロリストだった 「ものみの塔」2012/8/1
熱狂的な空手愛好家だった 「ものみの塔」2012/7/1
粗暴な犯罪者だった 「ものみの塔」2011/5/1
接近戦の教官だった 「ものみの塔」2011/2/1
❐「ものみの塔」2010/11/1
反政府軍の兵士だった
武術家だった
暴力的な不良グループの一員だった 「ものみの塔」2009/8/1
❐「ものみの塔」2009/7/1
空手に熱中していた
喧嘩早い性格だった
密輸や盗みをしていた 「ものみの塔」2009/2/1
❐「ものみの塔」2008/8/1
不良グループの一員
違法な武器商人
スポーツ，音楽，娯楽
プロの選手生活とギャンブルに没頭していた 「ものみの塔」（一般用）2017 No. 3
ポルノ中毒だった 「ものみの塔」（一般用）2016 No. 4
ヘビーメタル･ミュージシャンだった 「ものみの塔」2013/4/1
ギャンブル好きだった 「ものみの塔」2012/11/1
デスメタル･バンドの一員だった 「ものみの塔」2012/4/1
ギャンブル好きで犯罪を犯していた 「ものみの塔」2011/11/1
ヘビーメタルに熱中していた 「ものみの塔」2011/8/1
女優でサルスエラ歌手だった 「ものみの塔」2011/5/1
競輪選手だった 「ものみの塔」2011/4/1
ダンスクラブの警備員だった 「ものみの塔」2010/11/1
スラッシュメタル･バンドのメンバー 「ものみの塔」2010/5/1
❐「ものみの塔」2009/11/1
賭博を行なっていた
週末を楽しむために生きていた
仕事
栄誉ある仕事に生きがいを感じていた 「ものみの塔」2012/11/1
判事だった 「ものみの塔」2012/8/1
実業家として成功した 「ものみの塔」2012/5/1
政治家だった 「ものみの塔」2011/2/1
成功した経営者 「ものみの塔」2008/8/1
宗教を変える
父がイスラム教徒で母がユダヤ教徒 「ものみの塔」2015/1/1
カトリックの修道女だった 「ものみの塔」2014/4/1
教理問答の教師だった 「ものみの塔」2014/1/1
神学校の学生で，気性が激しかった 「ものみの塔」2013/5/1
モルモン教徒として育った 「ものみの塔」2013/2/1
ペンテコステ派教会の牧師だった 「ものみの塔」2011/8/1
❐「ものみの塔」2011/7/1
偶像崇拝者だった
神主だった
ラスタファリアンだった 「ものみの塔」2010/2/1
宗教に幻滅していた 「ものみの塔」2009/7/1









^ ***喜歌 28番 エホバの友となる***
28番
エホバの友となる
（詩編 15編）
1. 神の友はどんな人
神が愛するのはどんな人
聖書学び 信仰持ち
変わらずに正しく生きる人
2. 神の友はどんな人
神が喜ぶのはどんな人
神をたたえ よく従い
正直で心の清い人
3. 祈りにより悩み委ね
すぐそばに感じる神の愛
今日も明日もどんな時も
エホバこそ私の真の友
（詩 139:1; ペテ一 5:6，7も参照。）



^ ***喜歌 46番 エホバ，私たちは感謝します***
46番
エホバ，私たちは感謝します
（テサロニケ第一 5:18）
1. 感謝します 父エホバ
道を照らす光を
この祈りの贈り物
感謝します あなたに
2. 感謝します 父エホバ
イエスによる犠牲を
誓い果たす導きを
感謝します あなたに
3. 感謝します 父エホバ
真理告げる名誉を
とわに続く王国を
感謝します あなたに
（詩 50:14; 95:2; 147:7; コロ 3:15も参照。）









^ ***喜歌 36番 心を守る***
36番
心を守る
（格言 4:23）
1. 命守るため心守る
エホバの言葉に心映し
正しく心を導くなら
それることはない エホバの道
2. 心整えて神に頼り
毎日祈って感謝示す
喜んで神に従うなら
心に神への愛が育つ
3. 真実を愛し考えれば
心動かされ強くされる
心から神をたたえるなら
神から愛され友になれる
（詩 34:1; フィリ 4:8; ペテ一 3:4も参照。）



^ ***塔08 8/15 7–11ページ 心を一つにして忠節を保ちなさい***
心を一つにして忠節を保ちなさい
「わたしはあなたの真理によって歩みます。あなたのみ名を恐れるようわたしの心を一つにしてください」。―詩 86:11。
投獄や迫害に遭いながら，長く忠実を保ってきたクリスチャンでも，後に物質主義に屈してしまうことがあるのはなぜでしょうか。その答えはわたしたちの心，つまり内面の本当の自分と関係があります。詩編 86編は忠節を，一つにされた心，すなわち分かたれることのない全き心と結び付けています。詩編作者ダビデはこう祈っています。「わたしの魂を守ってください。わたしは忠節な者だからです。あなたの僕を救ってください ― あなたはわたしの神なのです ― あなたに依り頼んでいるこの僕を」。また，こうも祈っています。「エホバよ，あなたの道をわたしに教え諭してください。わたしはあなたの真理によって歩みます。あなたのみ名を恐れるようわたしの心を一つにしてください」。―詩 86:2，11。
2 心をこめてエホバに依り頼んでいないなら，まことの神に対する忠節心は，他の事柄に対する関心や愛情によって弱められてしまいます。利己的な欲望はわたしたちの足元に隠されている地雷のようです。試みとなる状況のもとでエホバへの忠実を保ってきたとしても，サタンのわなにかかるおそれがあります。ですから，試練や誘惑に直面する前に，エホバへの心からの忠節を培っておくことは何と大切なのでしょう。「守るべき他のすべてのものに勝ってあなたの心を守れ」と，聖書は述べています。（箴 4:23）この点に関して，エホバがユダからイスラエルのヤラベアム王のもとに遣わしたある預言者の経験を通して，貴重な教訓を得ることができます。
「あなたに贈り物を差し上げたいのです」
3 次のような場面を思い浮かべてみてください。その神の人は，北のイスラエルの十部族王国で子牛崇拝を始めたヤラベアム王に，痛烈な音信を伝えたところです。王は激怒し，その使者を捕らえるよう家来に命じます。しかしエホバはご自分の僕と共におられます。王が怒って突き出した手は突然，超自然的な力によって干からび，偽りの崇拝に用いられていた祭壇は引き裂かれます。ヤラベアムは態度を一変させ，神の人に懇願してこう言います。「どうか，あなたの神エホバの顔を和め，わたしの手がわたしのもとに元通りになるよう，わたしのために祈ってください」。そこで預言者が祈ると，王の手はいやされます。―王一 13:1-6。
4 それでヤラベアムはまことの神の人にこう言います。「是非わたしと共に家に来て，食事を取ってください。あなたに贈り物を差し上げたいのです」。（王一 13:7）では預言者はどうすべきでしょうか。ヤラベアムに糾弾の音信を伝えた後なので，王から差し伸べられたもてなしを退けるべきでしょうか。（詩 119:113）それとも，王が悔い改めているように見えるので，その招きを受け入れるべきでしょうか。確かにヤラベアムには，友人に気前よく高価な贈り物をするだけの資力があります。もし神の預言者の心のどこかに物欲があったなら，王のこの申し出は大きな誘惑になったことでしょう。しかしエホバはその預言者に，「あなたはパンを食べてはならず，水を飲んでもならない。また，自分の来た道を通って帰ってはならない」と命じておられました。それで預言者はきっぱりとこう答えます。「たとえ，あなたの家の半分をわたしに下さっても，わたしはあなたと共にまいりませんし，この場所ではパンも食べませんし，水も飲みません」。こうして預言者は，ほかの道を通ってベテルから帰って行きます。（王一 13:8-10）この預言者の決定を通して，心からの忠節に関するどんな教訓が得られるでしょうか。―ロマ 15:4。
「満足する」
5 物質主義と忠節は無関係に思えるかもしれませんが，実際はそうではありません。わたしたちは，本当に必要なものを備えてくださるというエホバの約束を信じているでしょうか。（マタ 6:33。ヘブ 13:5）生活を“より豊かにする”物であっても今のところ買う余裕がなければ，何としても手に入れようとするのではなく，それなしで済ませることができるでしょうか。（フィリピ 4:11-13を読む。）いま欲しいものを手に入れるために，神権的な特権を手離すことを考えてしまいますか。エホバへの忠節な奉仕を生活の中で最優先していますか。それらの質問にどう答えるかは，神への奉仕に心をこめているかどうかで，大きく異なってくるでしょう。使徒パウロはこう書いています。「自ら足りて敬虔な専心を守ること，これは大きな利得の手段です。わたしたちは世に何かを携えて来たわけではなく，また何かを運び出すこともできないからです。ですから，命を支える物と身を覆う物とがあれば，わたしたちはそれで満足するのです」。―テモ一 6:6-8。
6 例えば，雇い主から，今よりも収入や条件のよい昇進の話を持ちかけられることがあります。あるいは，他の国や地域に移動するなら，もっと高収入の仕事が得られることが分かるかもしれません。最初，そうした機会はエホバからの祝福と思えることでしょう。しかし，実際に行動を起こす前に，自分の動機を吟味してみるべきではないでしょうか。第一に考える必要があるのは，「自分の決定は自分とエホバとの関係にどのような影響を及ぼすだろうか」ということです。
7 サタンの体制は容赦なく物質主義をあおります。（ヨハネ第一 2:15，16を読む。）悪魔の目的は，わたしたちの心を腐敗させることです。ですから，心の中の物欲を見極め，それを除き去ることに目ざとくあるべきです。（啓 3:15-17）イエスは，世のすべての王国を与えるというサタンの申し出をきっぱりと退けました。（マタ 4:8-10）そしてこう警告しておられます。「じっと見張っていて，あらゆる強欲に警戒しなさい。満ちあふれるほどに豊かであっても，人の命はその所有している物からは生じないからです」。（ルカ 12:15）忠節であるなら，自分自身ではなく，エホバに依り頼むようになります。
年老いた預言者は「その人を欺いた」
8 もし神の預言者がそのまま帰っていたなら，物事は順調に運んだことでしょう。しかし間もなく，この預言者は別の試みに直面します。聖書によれば，「ある年老いた預言者がベテルに住んでい（まし）たが，その息子たちがそのときやって来て」，その日の早いうちに起きた事柄を「父に述べ」ます。その知らせを聞いて，この年老いた預言者は，神の預言者に追いつけるようロバに鞍を置いて欲しい，と息子たちに頼みます。そして，それほど行かないうちに，預言者が大きな木の下で休んでいるのを見つけ，「わたしと共に家に来て，パンを食べてください」と言います。まことの神の人が辞退すると，年老いた預言者はこう言います。「わたしもまたあなたと同様預言者ですが，み使いがエホバの言葉によってわたしに話し，『その人を一緒にあなたの家に戻らせ，パンを食べさせ，水を飲ませなさい』と言いました」。しかし聖書によれば，「彼はその人を欺いた」のです。―王一 13:11-18。
9 動機がどうあれ，年老いた預言者はうそをつきました。この人はかつてエホバの忠実な預言者だったのかもしれません。しかしこの時点では，人を欺いていました。聖書はそのような行動を強く非難しています。（箴言 3:32を読む。）欺く者たちは，自らに霊的な害をもたらすだけでなく，往々にして他の人にも有害な影響を及ぼします。
『その人は老人と共に戻った』
10 ユダから来たその預言者は，年老いた預言者の策略を見抜けたはずです。『なぜエホバは，わたしに対する新たな指示を与えるために，ほかの人のところにみ使いを遣わしたのだろう』と考えることもできたでしょう。その指示が正しいものかどうかをエホバに尋ねることもできたはずですが，聖書はこの預言者がそうしたとは述べていません。むしろ，「その人は[老人]と共に戻り，彼の家でパンを食べ，水を飲むことにした」のです。エホバはそのことを喜ばれませんでした。やがてその欺かれた預言者は，ユダへ戻るために立ち去りますが，その途中，ライオンがその人に会い，その人を殺します。預言者にしては何と悲惨な結末でしょう。―王一 13:19-25。
11 一方，預言者アヒヤは，ヤラベアムに油をそそいで王とするために遣わされた人ですが，老齢に至るまで忠実を保ちました。ヤラベアムは自分の妻を，年老いて視力を失っていたアヒヤのもとに行かせ，病気の子どものことを尋ねさせます。アヒヤは臆することなく，ヤラベアムの息子が死ぬことを予告します。（王一 14:1-18）アヒヤには多くの祝福が与えられましたが，その一つは，霊感によって記された神の言葉に貢献したことです。どのようにでしょうか。後に祭司エズラは，アヒヤの記した事柄を資料として用いたのです。―代二 9:29。
12 その若い預言者は，指示に反して老人と共に食べたり飲んだりする前に，なぜエホバに問い尋ねなかったのでしょうか。聖書には何も述べられていません。もしかしたら自分が聞きたいと思っていたことを老人から言われたのでしょうか。では，そこからどんな教訓が得られるでしょうか。わたしたちは，エホバのご要求が正しいという絶対的な確信を持つ必要があります。そして，どんなことが起きようとも，そのご要求に従う決意を抱いていなければならないのです。
13 助言に関して言えば，自分の聞きたいことしか聞かない人もいます。例えば，ある兄弟に仕事の話が舞い込むかもしれません。それは，家族と過ごしたり神権的な活動に費やしたりする時間を奪いかねない仕事です。そこで，その兄弟は長老に助言を求めます。長老は，家族を養う方法について自分は指図する立場にいないということを認めてから，アドバイスするかもしれません。そして，舞い込んできたその仕事を受け入れることに伴う霊的な危険について兄弟と話し合うでしょう。その兄弟が思いに留めるのは，長老が最初に述べた言葉だけでしょうか。それとも，その後に話されたことにもよく注意を払うでしょうか。言うまでもなくこの兄弟は，自分にとって霊的に何が最善かを見極めなければなりません。
14 生じ得る別の状況も考慮してください。ある姉妹が長老に，未信者である夫と別居してよいかどうかを尋ねます。長老は，別居するかどうかはあなたの決定すべきことである，と説明するに違いありません。それから，その問題に関する聖書の助言を考慮することでしょう。（コリ一 7:10-16）姉妹は長老の言葉に十分な考慮を払うでしょうか。あるいは，夫との別居をすでに決めているでしょうか。決定に際して，聖書に基づいた助言を祈りのうちに考慮するのは賢明なことです。
慎み深くありなさい
15 ユダから来た預言者の犯した誤りから，ほかにもどんなことを学べますか。箴言 3章5節はこう述べています。「心をつくしてエホバに依り頼め。自分の理解に頼ってはならない」。預言者は，それまでしていたようにエホバに頼るのではなく，今回は自分の判断に頼ってしまいました。その間違いによって，自らの命と神のみ前における良い名を失う結果になりました。この経験は，エホバに慎みをもって忠節に仕えることの大切さを，何と強力に物語っているのでしょう。
16 わたしたちの心には利己的な傾向があり，それはわたしたちを誤った方向に導きます。「心はほかの何物にも勝って不実であり，必死になる」のです。（エレ 17:9）それで，エホバへの忠節を保つには，せん越さや自己過信に陥る傾向を含む，古い人格を脱ぎ捨てる努力を続けなければなりません。また，「神のご意志にそいつつ真の義と忠節のうちに創造された」新しい人格を身に着ける必要もあります。―エフェソス 4:22-24を読む。
17 箴言 11章2節には，「知恵は，慎みある者たちと共にある」と記されています。慎みをもってエホバに頼るなら，間違いをおかして大きな代償を払うようなことをせずに済みます。例えば，失望はわたしたちの判断を容易にゆがめてしまいます。（箴 24:10）神聖な奉仕の何かの面で疲れを覚え，自分は長年，十分に奉仕してきたのだから，もうそろそろ別の人に荷を負ってもらおう，と考えるようになるかもしれません。あるいは，もっと“普通の”生活をしたいと望むかもしれません。しかし，「精力的に励み」，「主の業においてなすべき事を常にいっぱいに持（つ）」なら，心を守ることができます。―ルカ 13:24。コリ一 15:58。
18 難しい決定を下す必要があるのに，取るべき正しい道が容易には分からないこともあるでしょう。そのような時，自分の力で何とかしたくなってしまうでしょうか。そうした状況に置かれた場合はいつでも，エホバに助けを求めるのは，賢明なことです。ヤコブ 1章5節はこう述べています。「あなた方の中に知恵の欠けた人がいるなら，その人は神に求めつづけなさい。神はすべての人に寛大に……与えてくださるのです」。天の父は，正しい決定をするのに必要な聖霊を与えてくださるでしょう。―ルカ 11:9，13を読む。
忠節を保つ決意を抱く
19 ソロモンが真の崇拝からそれた後の動乱の時代に，神の僕たちの忠節は厳しく試みられました。多くの人々が何らかの点で妥協したことは事実です。しかしながら，エホバに忠節を保った人もいました。
20 忠節を試みるような選択や決定を行なう必要は，毎日のように生じます。わたしたちも，忠実であることを証明できます。心を一つにし，エホバが忠節な者を常に祝福してくださることに全き確信を抱きつつ，エホバへの忠節を保ち続けましょう。―サム二 22:26。
[脚注]
エホバがこの年老いた預言者に死をもたらしたかどうかについて，聖書は何も述べていません。
どのように答えますか
● 心の中の物欲を除き去るよう努力すべきなのは，なぜですか
● エホバへの忠節を保つうえで，どんなことが役立ちますか
● 慎みは，神に忠節であり続けるうえで，どのように役立ちますか
[研究用の質問]
 1，2 （イ）詩編 86編2，11節によれば，試練や誘惑に直面した時，エホバへの忠実を保つうえで，何が助けになりますか。（ロ）心からの忠節を，いつ培っておくべきですか。
 3 ヤラベアムは，神の預言者から伝えられた裁きの音信に，どんな反応を示しましたか。
 4 （イ）王の申し出が，まさに預言者の忠節を試みるものとなったのはなぜですか。（ロ）預言者はどのように答えましたか。
 5 物質主義は忠節とどのように関係していますか。
 6 わたしたちにどんな「贈り物」が差し出されることがありますか。それを受けるかどうかを決定するうえで，何が役立ちますか。
 7 物欲を除き去ることはなぜ大切ですか。
 8 神の預言者の忠節はどのように試みられましたか。
 9 聖書は，欺く者たちについて何と述べていますか。彼らはだれに害をもたらしますか。
10 神の預言者は，老人の招きにどのように応じましたか。どんな結果になりましたか。
11 アヒヤはどんな模範を残しましたか。
12-14 （イ）若い預言者に生じた出来事から，どんな教訓が得られますか。（ロ）長老から与えられる聖書に基づく助言は，注意深く祈りのうちに考慮する必要があります。その点について，例を挙げて説明してください。
15 神の預言者が犯した誤りから何を学べますか。
16，17 エホバへの忠節を保つために何が助けになりますか。
18 どんな決定をすればよいのか分からない場合，どうすることができますか。
19，20 わたしたちは，どんな決意を抱いているべきですか。
[9ページの図版]
誘惑に抵抗するのが難しく思えることがありますか
[10ページの図版]
あなたは，聖書に基づいた助言を祈りのうちに考慮しますか



^ ***喜歌 127番 私はどんな人になるべきだろうか***
127番
私はどんな人になるべきだろうか
（ペテロ第二 3:11）
この命を下さった
エホバ神に感謝します
聖書読み 心を映し
本当の自分 調べる
エホバ神に喜んで
この命を捧げたから
どんな人になるべきか
教えてほしいのです
あなたにもっと近づいて
あなたとずっと共に歩む
献身の誓いを果たし
揺るぎない愛をあなたに
（詩 18:25; 116:12; 格 11:20も参照。）









^ ***喜歌 113番 私たちの平和***
113番
私たちの平和
（ヨハネ 14:27）
1. 平和の神とキリストは
一致の絆 作り出す
ハルマゲドンの戦いで
勝利収める日は近い
2. 怒り 争い 捨て去って
もはや戦い学ばない
人を許して愛示し
平和の神に栄光を
3. エホバの知恵に従えば
神の祝福注がれる
平和豊かなパラダイス
共に生きよう 永遠に
（詩 46:9; イザ 2:4; ヤコ 3:17，18も参照。）



^ ***塔99 10/15 12–17ページ 心から許しなさい***
心から許しなさい
「もしあなた方各自が，自分の兄弟を心から許さないなら，わたしの天の父もあなた方をこれと同じように扱われるでしょう」― マタイ 18:35。
その女性はどうやら売春婦のようです。信心深い人の家にいるはずの人ではありません。その女性がその場にいるのを見て衝撃を受けた人たちにとって，その女性が行なったことは，もっと衝撃的でした。女性は，最高の道徳観念を持つ男性に近づき，その人の働きに対する感謝の表明として，その人の足を自分の涙で洗い，髪の毛でふいたのです。
2 その男性，つまりイエスは，「その都市で罪人として知られる」この女性から冷たい仕打ちを受けたのではありません。しかし，その家のあるじでパリサイ人のシモンは，この女が罪人であることを気にしていました。イエスはそれにこたえて，ある貸し主に対して負債のあった二人の人の話をしました。一方は，労働者一人の約2年分の賃金に相当する多額の負債を抱えていましたが，もう一方の負債はその十分の一で，3か月分の賃金に満たない額でした。どちらの人も返済できなかったので，貸し主は「彼らを二人とも惜しみなく許してやりました」。明らかに，多く許された人には，愛をもってこたえ応じる，より強い理由がありました。イエスはこのたとえ話をその女性の親切な行為と関連づけてから，「わずかしか許されていない者は，わずかしか愛さない」という原則を示しました。それから彼女に，「あなたの罪は許されています」とお告げになります。―ルカ 7:36-48。
3 こう自問してみましょう。『もし自分がその女性だったら，あるいはもし自分が同じような状況のもとで，憐れみを示してもらったなら，ほかの人に対して，人を許そうとしない厳しい態度を取るだろうか』。恐らくあなたは，『決してそんなことはしない』と答えるでしょう。そうだとしても，自分は大体いつも快く人を許すほうだ，と本当に考えていますか。あなたは基本的にそういう気質の人ですか。すぐに許す場合が多かったために，ほかの人から，快く許す人と評価されるでしょうか。では，なぜ各自が正直に自分の内面を吟味しながらこの問題に注意を払うべきなのか，調べてみましょう。
許しが必要 ― そしてわたしたちに差し伸べられた
4 よくご存じのように，人間は不完全です。尋ねられれば，あなたもその事実を認めるでしょう。恐らく，ヨハネ第一 1章8節の，「『自分には罪がない』と述べるなら，わたしたちは自分を惑わしているのであり，真理はわたしたちのうちにありません」という言葉を思い起こすでしょう。（ローマ 3:23; 5:12）ある人たちの場合，罪深さは由々しい衝撃的な罪という形で表われたかもしれません。しかしあなたも，わざとそのような罪を犯すことはないにしても，これまでに何度となく，またいろいろな点で，神の規準に達しなかった ― つまり，罪を犯した ― ことはきっとあるはずです。そうではないでしょうか。
5 ですから，使徒パウロによる次の記述は，あなたの状況にも当てはまるかもしれません。「あなた方は自分の罪過と肉に割礼のないこととによって死んでいましたが，神はそのあなた方を彼[イエス]と共に生かしてくださいました。そのご親切によってわたしたちのすべての罪過を許し（てくださいました）」。（コロサイ 2:13。エフェソス 2:1-3）「わたしたちのすべての罪過を許し（てくださいました）」という言い回しに注目してください。それには多くのことが含まれます。わたしたち各自がダビデのように，「エホバよ，あなたはそのみ名のために，わたしのとがを許してくださらなければなりません。それは少なからずあるからです」と嘆願するのは理にかなったことです。―詩編 25:11。
6 わたしたちは皆，どうすれば許しを得られるのでしょうか。かぎとなるのは，エホバ神が，できればいつも許そうとしておられることです。それはエホバのご性格の特徴なのです。（出エジプト記 34:6，7。詩編 86:5）ですから，神がわたしたちに期待しておられることが，祈りのうちに神に心を向けて赦しを願い求める，つまり神に許してくださるよう願い求めることであるのもうなずけます。（歴代第二 6:21。詩編 103:3，10，14）しかも神は，そのような許しを差し伸べるための法的な根拠，つまりイエスの贖いの犠牲を設けてくださいました。―ローマ 3:24。ペテロ第一 1:18，19。ヨハネ第一 4:9，14。
7 他の人と接する際には，神が進んで許してくださることを模範とし，それに倣わなければなりません。パウロはそのことに焦点を合わせ，こう書きました。「互いに親切にし，優しい同情心を示し，神がキリストによって惜しみなく許してくださったように，あなた方も互いに惜しみなく許し合いなさい」。（エフェソス 4:32）明らかに，パウロが強調しているのは，わたしたちが神の模範から学ぶということです。続く節には，「それゆえ，愛される子供として，神を見倣う者となりなさい」とあるからです。（エフェソス 5:1）関連がお分かりでしょうか。エホバ神が許してくださったのだから，エホバに倣って『優しい同情心を示し，[他の人を]惜しみなく許す』必要がある，とパウロは力説しているのです。しかし，このように自問してください。『自分もそうしているだろうか。自分がそういう人間ではないとしたら，そうなるように努力しているだろうか。神に倣って快く人を許すよう本当に努めているだろうか』。
快く許す者となるよう努力する必要がある
8 クリスチャン会衆には神に倣って快く許すことを実践すべき場面などほとんどない，と考えることができればすばらしいのですが，現実はそうではありません。もちろん，クリスチャンである兄弟姉妹たちは，愛についてイエスが示した模範に倣うように努めています。（ヨハネ 13:35; 15:12，13。ガラテア 6:2）この邪悪な世にはびこっている考え方，話し方，行動の仕方を捨て去るために長い間努力してきましたし，今も努力を続けています。新しい人格を表わしたいと心から願っているのです。（コロサイ 3:9，10）とはいえ，世界的な会衆も地元のどの会衆も不完全な人間で構成されているという事実を無視することはできません。全体的に，それらの兄弟姉妹たちが進歩しているのは確かですが，それでもまだ不完全です。
9 神は意図的に聖書の中で，会衆の兄弟姉妹の不完全さを予期すべきであるということを示しておられます。例えば，コロサイ 3章13節のパウロの言葉を考えてみましょう。「だれかに対して不満の理由がある場合でも，引き続き互いに忍び，互いに惜しみなく許し合いなさい。エホバが惜しみなく許してくださったように，あなた方もそのようにしなさい」と記されています。
10 意義深いことに，聖書はここで例の関連，つまり神から快く許していただいたことと，他の人を快く許す義務があり必要があるということとの関連を思い起こさせています。これが努力を要する問題なのはなぜでしょうか。それは，パウロが認めているように，「だれかに対して不満の理由」が生じるかもしれないからです。そのような理由が生じることをパウロは理解していました。1世紀の，「天に蓄えられている希望」を抱くクリスチャンである「聖なる者たち」にも，その種の理由があったに違いありません。（コロサイ 1:2，4，5）では，真のクリスチャンの大半に，「神の選ばれた者，また聖にして愛される者」であるという霊の証しが与えられていない現在，事情は違うと考えることができるでしょうか。（コロサイ 3:12）ですから，会衆の中に不満の理由があるとしても，つまり実際の悪行や悪行と思えるものによって感情を傷つけられたとしても，何かがひどく間違っていると決めつけてはなりません。
11 イエスの異父兄弟ヤコブの言葉も，兄弟たちを許す必要のある状況に時々は直面することを予期すべきである，と教えています。「あなた方の中で知恵と理解力のある人はだれですか。その人は，知恵に伴う温和さをもって，自分のりっぱな行状の中からその業を示しなさい。しかし，あなた方が心の中に苦々しいねたみや闘争心を抱いているなら，真理に逆らって自慢したり偽ったりしてはなりません」。（ヤコブ 3:13，14）真のクリスチャンの心の中に「苦々しいねたみや闘争心」などあるのでしょうか。確かにあります。ヤコブの言葉にはっきり示されているように，1世紀の会衆ではその種の傾向が表面化しましたし，今日でも同じことが起こります。
12 パウロと相並んで懸命に働き，そのために良い評判を得ていた，二人の油そそがれたクリスチャンの実例があります。フィリピ会衆の成員ユウオデアとスントケについて読んだことがあるでしょう。フィリピ 4章2，3節は，詳しい事情を説明していませんが，この二人の間に何かの問題があったことを明らかにしています。きっかけは無思慮で不親切な言葉や相手の家族のだれかの冷淡と思える仕打ちだったのでしょうか。あるいは何らかの形で表われた闘争的なねたみだったのでしょうか。どんな性質の問題であったにせよ，それは遠くローマにいたパウロの耳に達するほど深刻化していました。霊的に姉妹の関係にあった二人の間に冷ややかな沈黙が生じ，集会では互いによそよそしい態度を取ったり，相手に対する厳しい批判を友達に述べたりしていたのかもしれません。
13 自分の会衆でもそれに似たことが起こっているので，あるいは自分も似たようなことを経験しているので，人ごととは思えない，と感じますか。この種の問題は今でも多少は存在するかもしれません。どうすればよいのでしょうか。昔のこの問題の場合，パウロはそれら献身した二人の姉妹たちに，「主にあって同じ思いでい（る）」よう強く勧めました。この姉妹たちは恐らく互いの同意のもとに問題について話し合い，誤解を取り除き，互いに進んで許す気持ちのあることを示し，次いで実際にエホバに見倣って快く許す態度を取ったことでしょう。ユウオデアとスントケが良い結果を得られなかった，と考えるべき理由はありません。わたしたちも良い結果を得ることができます。そのような快く許す態度は，今日でも実際に示すなら，良い結果を生み出すことができるのです。
平和を作り出しなさい ― 許しなさい
14 他のクリスチャンとの間で問題を抱えるようになったとき，許すために本当に必要なのは何でしょうか。率直に言って，一つだけですむ簡単な方法などありません。しかし聖書には，役立つ実例と，現実に即したアドバイスが収められています。かぎとなる勧めは，問題をただ忘れ去り，見過ごすことです。ただし，この方法を受け入れて当てはめるのは容易なことではありません。ユウオデアとスントケの場合のように，何らかの問題が生じると，どちらの側もたいてい，間違っているのは向こうだとか，責任の大半は向こうにあると感じます。ですから，そうした状況では多分，第一に責められるべきなのは先方のクリスチャンだ，最大の危害をもたらしたのは向こうだ，と考えるでしょう。しかし，許すことによって，あっさりと問題を終わらせてしまうことはできないでしょうか。このようなことはないかもしれませんが，もし責任の大半か全体が相手方のクリスチャンにあるとしたら，この問題を，許され解決されたものとして見過ごす最適の立場にあるのは，あなたなのです。
15 快く許す点で模範を示しておられる神のことを忘れないようにしましょう。（エフェソス 4:32–5:1）とがを見過ごす点で神が示しておられる模範に関し，預言者ミカはこう書きました。「だれかあなたのような神がいるでしょうか。ご自分の相続財産である民の残りの者のためにそのとがを赦し，違犯を見過ごしておられるのです。永久にその怒りを保たれるようなことはありません。愛ある親切を喜びとされるからです」― ミカ 7:18。
16 聖書では，エホバは「違犯を見過ご（す）」方と描写されていますが，それはエホバがある種の選択的記憶喪失症になり，悪行を思い起こすことができないという意味ではありません。サムソンとダビデの例を考えてみてください。どちらも重大な誤りを犯しました。神はそのずっと後にも二人の罪を思い出すことができました。エホバがそれらの罪について聖書に記させたので，わたしたちも幾らかそのことを知っています。それでも，快く許される神は，この二人に憐れみを示し，二人を見倣うべき信仰の模範としてわたしたちの前に置かれました。―ヘブライ 11:32; 12:1。
17 確かにエホバは，ダビデが繰り返し願い求めたその言葉どおり，違犯を『見過ごす』 ことがおできになりました。（サムエル第二 12:13; 24:10）わたしたちもこの点で神に倣い，不完全な人間である仲間の僕たちから受けた冷淡な仕打ちや侮辱を快く見過ごせるでしょうか。滑走路を疾走するジェット機の中にいる自分を想像してみてください。外を見ると，滑走路の近くで知人が子どもっぽく舌を突き出す下品な仕草をしています。その人が腹を立てていて，その仕草をあなたに対してしたのかもしれないことが分かります。いや，もしかしたら，あなたのことなど全く念頭になかったのかもしれません。それはともかく，飛行機が旋回して高度を上げてゆくと，あなたはその知人の上空を通り過ぎ，その人はもはや小さな点にしか見えません。1時間もすれば，あなたは何百キロも進み，あの侮辱的な仕草もはるかかなたに過ぎ去っています。同じように，わたしたちがエホバのようであることに努め，知恵を働かせて侮辱を見過ごすなら，許すことはしばしば容易になります。（箴言 19:11）冷淡な仕打ちも，今から10年後には，あるいは千年統治が始まって200年もたてば，ささいなものに思えるのではないでしょうか。それなら，あっさり忘れ去るようにしてはどうでしょうか。
18 しかし，問題について祈り，許そうと努力したのに，許せないと感じることも，たまにはあるかもしれません。そのようなときは，どうしたらよいのでしょうか。イエスが強く勧めておられたのは，相手のところへ出向き，摩擦を内々に解決して平和を得るよう努めることです。「それで，供え物を祭壇に持って来て，兄弟が自分に対して何か反感を抱いていることをそこで思い出したなら，あなたの供え物をそこ，祭壇の前に残しておいて，出かけて行きなさい。まず自分の兄弟と和睦し，それから，戻って来たときに，あなたの供え物をささげなさい」― マタイ 5:23，24。
19 意義深いことに，イエスが述べておられたのは，あなたが正しく，兄弟が間違っていることを分からせるために相手のところに出向く，ということではありませんでした。恐らく相手の兄弟が間違っていたのでしょう。しかし，どちらにも落ち度があったと考えるほうが現実的です。いずれにしても，相手に敗北を認めさせる，いわば平伏させることを目的とすべきではありません。そのような態度で話し合いに臨むなら，失敗に終わることはまず間違いありません。また，実際に受けた侮辱，もしくは侮辱と思えた事柄を洗いざらい話すことも，必ずしも目的とすべき事柄ではありません。クリスチャン愛の精神をもって冷静に話し合い，問題の中心に残念な誤解のあったことが明らかになれば，どちらの側も問題の解決を図ることができます。とはいえ，話し合いが意見の完全な一致に至らない場合もあります。しかし，いつでも意見の完全な一致が必要なのでしょうか。少なくとも，快く許してくださる神に仕えたいという誠実な願いの点で両者が一致しているなら，そのほうが良いのではないでしょうか。そうした現実を見詰めるとき，どちらも心から，「お互いに不完全なのでこういうことが生じてしまったのだと思います。これまでのことは水に流しましょう」と言いやすくなるかもしれません。
20 使徒たちの間にさえ摩擦が生じたことを思い出してください。ある使徒たちが，より大きな栄誉を切望したときなどがそうでした。（マルコ 10:35-39。ルカ 9:46; 22:24-26）そのため緊張した関係になりました。恐らく，感情を傷つけられることも，はなはだしい侮辱が加えられることもあったでしょう。それでも使徒たちはその種の摩擦を見過ごし，一緒に働くことができました。その中の一人は後にこう書きました。「命を愛して良い日を見たいと思う者は，舌を制して悪を口にせず，唇を制して欺きを語らぬようにし，悪いことから離れて善いことを行ない，平和を求めてそれを追い求めよ」― ペテロ第一 3:10，11。
21 わたしたちは初めのほうで，ある循環の一つの面に注目しました。つまり，神はわたしたちが過去に犯した多くの罪を許してくださったのだから，わたしたちも神に倣って，兄弟たちを許さなければならないということです。（詩編 103:12。イザヤ 43:25）しかしこの循環には，もう一つの面があります。イエスは模範的な祈りを教えた後，「あなた方が人の罪過を許すなら，あなた方の天の父もあなた方を許してくださるのです」とも言われました。その1年余り後，イエスは再び問題の核心にふれ，「わたしたちの罪をお許しください。わたしたち自身も，わたしたちに負い目のある者すべてを許しますから」と祈るよう弟子たちを教えました。（マタイ 6:12，14。ルカ 11:4）その後イエスは，死のわずか数日前に，こう付け加えておられます。「あなた方が立って祈るときには，どんなことでも人に対するうらみごとを許しなさい。天におられるあなた方の父もあなた方の罪過を許してくださるようにするためです」― マルコ 11:25。
22 確かに，わたしたちが今後も引き続き神の許しを得られるかどうかは，かなりの程度，わたしたちが兄弟たちを進んで許すかどうかにかかっています。クリスチャン同士の間で個人的な問題が生じたときは，こう自問してください。『兄弟か姉妹がちょっと冷淡だった，少し侮辱的だった，あるいは人間の不完全さを表わしたとき，その間違いを証明するよりもはるかに大切なのは，神の許しを得ることではないだろうか』。答えはお分かりでしょう。
23 しかし，個人レベルのささいな侮辱や問題よりも事が重大な場合はどうですか。また，マタイ 18章15節から18節のイエスの諭しは，どんなときに適用できるのでしょうか。次にそれらの問題について考えましょう。
[脚注]
ある学者によれば，ミカ 7章18節で用いられているヘブライ語の隠喩は，「注意を向けたくない物には注目することなく通り過ぎる旅人の行動から取られている。その隠喩が伝えている考えは，神は罪を注意深く観察していないとか，罪をほとんど，あるいは全く重要ではない事柄とみなしている，ということではなく，特定の場合には，処罰を意図してその罪に留意するということはしない，また，処罰せずに許すということである」。―裁き人 3:26。サムエル第一 16:8。
思い起こせますか
□ エホバは，許すことに関して，わたしたちが見倣うべきどんな模範を示しておられますか
□ 会衆の人たちについて，どんなことを心に留めておかなければなりませんか
□ 冷淡にされたり侮辱を受けたりしても，ほとんどの場合，何を行なえるはずですか
□ もし必要なら，兄弟との平和を作り出すために，何ができますか
[研究用の質問]
 1，2 （イ）罪人として有名だったある女性は，どのようにイエスに対する感謝を表わしましたか。（ロ）イエスはそれにこたえて，どんなことを強調されましたか。
 3 自分自身について，どんなことを熟考する必要がありますか。
 4 自分自身についてどんな事実を認めなければなりませんか。
 5 わたしたちは神に何を感謝すべきですか。
 6 エホバと許しについて，何を確信できますか。
 7 どんな点でエホバに倣うことを願うべきですか。
 8 自分の会衆を構成している人々について，何を認めなければなりませんか。
 9，10 兄弟たちの間で問題が生じても驚くべきでないのはなぜですか。
11 弟子ヤコブは何に注意を喚起していますか。
12 昔のフィリピ会衆で，どんな問題が生じましたか。
13 ユウオデアとスントケの間の問題は結局どうなったと考えられますか。そのことはわたしたちにとってどんな教訓となりますか。
14 多くの場合，個人的な摩擦をただ見過ごすことは可能であり，またそれが最善であるのはなぜですか。
15，16 （イ）ミカはエホバをどのように描写していますか。（ロ）神は「違犯を見過ごしておられる」とは，どういう意味ですか。
17 （イ）他の人のとがや他の人から受けた侮辱を見過ごすのに，どんな方法が役立ちますか。（ロ）そうするよう努力するなら，どんな点でエホバを見倣うことになりますか。（脚注をご覧ください。）
18 受けた侮辱を忘れることができないように思えるなら，どんな助言を当てはめることができますか。
19 兄弟との平和を求めるに当たって，わたしたちはどんな態度を取るべきですか。どんな態度は避けるべきですか。
20 使徒たちの例から何を学べますか。
21 イエスは快く許すことに関して，どんな意味深い助言をお与えになりましたか。
22，23 わたしたちが快く許せるかどうかは，わたしたちの将来にどのような影響を与えますか。
[15ページの写真]
クリスチャンの間で摩擦が生じたときは，それを忘れ去るよう努力する。時たつうちに，問題は影が薄れる



^ ***行 165ページ 兄弟たちと一つに結ばれる***
社会で暮らしている人たちと，昔ながらの部族的慣習を守っている人たちとの間には，大きな違いがあります。人種や国籍が同じ人々の間にも宗教上の争いが見られます。愛国主義の風潮が高まっており，世界はかつてないほど政治的に分裂しています。ほかにも経済的な格差など，分裂につながる原因は無数にあります。ですから，あらゆる国，言語，グループ，階層の人々を，断ち切ることのできない愛と平和の絆で一つに結ぶことは，全能の神にしか行えない奇跡です。（ゼカ 4:6）
8 その一致は現実に生じており，あなたも献身してバプテスマを受けたエホバの証人になった時，世界的な家族の一員になりました。その恩恵を受けているあなたには，一致を保つことに貢献する責任があります。そのために，ガラテア 6章10節で使徒パウロが述べている通り，「機会がある限り，全ての人に，特に同じ信仰を持つ兄弟姉妹に，善いことを行いましょう」。また，次の助言にも従ってください。「対抗心を抱いたり，自己中心的になったりしてはなりません。謙遜になり，自分より他の人の方が上だと考えてください。自分のことばかり考えずに，他の人のことにも気を配りましょう」。（フィリ 2:3，4）兄弟姉妹を人間的な観点ではなくエホバと同じ観点から見るように自分を訓練すれば，平和で幸福な関係を保っていけるでしょう。（エフェ 4:23，24）
互いを気遣う
9 使徒パウロが例えで説明している通り，会衆は分裂したりせず，皆が気遣い合います。（コリ一 12:14-26）世界中の兄弟たちの中には遠く離れている人たちもいますが，その人たちの福祉に



^ ***喜歌 130番 進んで許す***
130番
進んで許す
（詩編 86:5）
1. エホバ神は人々愛し
その罪を許し 死を取り除く
贖いの犠牲 許しの土台
イエスを通して許し与える
2. 神に倣い進んで許す
その時 神から憐れみ受ける
仲間傷つけず辛抱示し
互い敬えば愛を示せる
3. 神と同じ愛 育めば
怒りと憎しみ乗り越えられる
エホバに倣って憐れみ抱き
愛があふれれば人を許せる
（マタ 6:12; エフェ 4:32; コロ 3:13も参照。）


















^ ***ijwhf 記事10 モバイル端末を賢く使う***
家族のために | 結婚生活
モバイル端末を賢く使う
モバイル端末の使い方によって夫婦の絆が強まることもあれば，弱まることもあります。あなたの結婚生活にはどんな影響を与えていますか。
知っておくとよいこと
何ができるか
夫婦のコメント
ディスカッションガイド
知っておくとよいこと
● モバイル端末を賢く使えば，夫婦の絆は強まります。例えば，ある夫婦は日中離れている時に，スマホを使って互いに連絡を取り合っています。
「『愛してるよ』とか『どうしてる？』といった簡単なメッセージを送るだけでも，気持ちが伝わります」。ジョナサン
● モバイル端末を賢く使わないと，結婚生活に支障が出てしまいます。例えば，ある夫婦はスマホやタブレットを使い過ぎて，夫婦で過ごす時間がなくなり，互いへの気遣いを示せなくなっています。
「私がスマホを使っていたせいで夫が話し掛けづらい，という時がよくあったと思います」。ジュリッサ
● ある人は，スマホを使いながらでも深い話し合いができると言います。それは「マルチタスク神話」だと社会学者シェリー･タークルは述べています。マルチタスク能力と呼ばれる，複数のことを同時に行うことは得策ではありません。実際には「新しいタスクを混入させるたびに，私たちの遂行能力は落ちていく」と加えています。 
「夫と会話ができると楽しいです。でもスマホをいじっている夫とは，深い話はできません。夫の姿を見ていると，『スマホさえあれば満足なのかな』と思ってしまいます」。サラ
ポイント モバイル端末は結婚生活の役に立ちますが，使い方によっては悪影響を与えます。
何ができるか
優先順位をつける。聖書は「より重要なことを見極め」るようにと勧めています。（フィリピ 1:10）こう自問してみましょう。「夫婦で過ごす時間や互いへの関心が，スマホに取られ過ぎていないだろうか」。
「レストランで食事をしている男女がそれぞれスマホに夢中になっているのを見ると，悲しくなります。端末にばかり気を取られて，一番大切な2人の関係を忘れたくはありません」。マシュー
使い方にルールを設ける。聖書は「自分の歩み方をしっかり見守りましょう。賢くない人ではなく賢い人のように歩み，時間を有効に使ってください」と勧めています。（エフェソス 5:15，16）こう自問してみましょう。「メッセージが届くたびに返信するのではなく，時間を決めて急ぎでないメッセージを扱うことができるだろうか」。
「消音モードに設定しておいて，都合のいい時間にメールの返信をするようにしています。すぐに返事をしないといけない電話やメールが来ることはあまりありません」。ジョナサン
仕事のオンとオフを切り替える。聖書は「何事にも時がある」と述べています。（伝道 3:1）次のように自問してみましょう。「家に帰ってきても，スマホを使って仕事を続けているだろうか。家庭にどんな影響が出ているだろうか。配偶者はどう思っているだろうか」。
「モバイル端末があると，いつどこにいても仕事ができてしまいます。妻と一緒にいる時にスマホをしょっちゅう見たり，仕事をしたりしないよう注意してきました」。マシュー
モバイル端末の使用について配偶者と話し合う。聖書は「各自，自分のためになることではなく，人のためになることをいつも優先しましょう」と勧めています。（コリント第一 10:24）お互いモバイル端末をどれくらい使っているか，見直した方がいい点があるか，話し合いましょう。この記事のディスカッションガイドを基に話し合えるかもしれません。
「私も夫も気持ちを正直に伝え合っています。お互いスマホやタブレットの使い過ぎは良くないと思っているので，指摘された点をしっかり受け止めるようにしています」。ダニエル
ポイント モバイル端末の使い過ぎに注意しましょう。
夫婦のコメント
「晩の時間はその日あったことを2人で話せるせっかくの時間なのに，スマホばかり見ていると，その機会を台無しにしてしまいます。お互いやるべきことはいっぱいあるので，スマホにまで夫婦の時間を取られたくありません」。トリスタと夫のジョルジェル
「配偶者に一番の関心を払いましょう。メールや最新ニュースの通知は絶えず入ってきますが，ほとんどはすぐにチェックする必要のないものです。運転中は危険なのでメールを打ったりはしません。同じように，夫婦間にひびを入れるようなスマホの使い方はしないはずです」。ジョナサンと妻のケイトリン
ディスカッションガイド
まず，夫婦が別々に次の質問について考え，それから話し合いましょう。
● モバイル端末を使うことで夫婦の絆は強まりましたか。どのようにですか。
● 配偶者の端末の使い方によって結婚生活に支障が出ていると思いますか。具体的にどんな点ですか。
● 配偶者はあなたの端末の使い方についてどう思っていると思いますか。
● メールの確認や返信をすぐにしなければいけない理由がありますか。そういう状況でも，結婚生活への支障を最小限に抑える方法がありますか。
● 自分が改善したい点，配偶者に改善してほしい点は何ですか。
まとめ: モバイル端末を賢く使うために
優先順位をつける。2人の関係が最も大切であることを忘れない。
使い方にルールを設ける。メッセージが届くたびに返信するのではなく，緊急でないメッセージを扱う時間を決めておく。
仕事のオンとオフを切り替える。いつでも仕事に対応できるとしても，対応しなければならないわけではない。
モバイル端末の使用について配偶者と話し合う。端末の使い方によって結婚生活にどんな影響が出ているか。見直した方がいい点があるか。
[脚注]
「一緒にいてもスマホ ― SNSとFTF ―」，シェリー･タークル著，日暮 雅通 訳，青土社発行。
​​​​​​​​​​



^ ***foa 記事2 世界各地で識字率向上に取り組む***
アーカイブから
世界各地で識字率向上に取り組む
「田舎の農場で育ちました」。そう話すのはブラジルに住むアゴスティーニョです。「とても貧しい家庭だったので，学校をやめて家族のために働かなければなりませんでした」。アゴスティーニョが読み書きを学んだのは，33歳になってからのことです。「読み書きを学んで，もっと自尊心を持てるようになりました」と話しています。
アゴスティーニョは，エホバの証人が過去70年にわたって読み書きを教えてきた25万人以上のうちの1人です。なぜエホバの証人は識字クラスを開いているのでしょうか。その教育はどのように役立ってきましたか。
文字の読み書きは学習する上で欠かせない
1930年代半ばには，エホバの証人は115の国で宣教をしていました。さまざまな言語を話す人たちに伝道するため，宣教者たちは聖書講話を訳したレコードを流し，文書を地元の言語で配布したこともありました。大勢の人が聖書に強い関心を示したものの，読み書きができなかったので，学ぶのに苦労しました。
自分で聖書を読むことができない場合，聖書の言葉を生活に役立てることがなかなかできません。（ヨシュア 1:8。詩編 1:2，3）また，クリスチャンとしての責任を果たす上でも問題にぶつかります。例えば，親が文字を読めなければ，子供に聖書を教えるのはとても難しくなります。（申命 6:6，7）エホバの証人になったばかりの人が文字を読めないと，聖書を使って他の人を教えることには限界があります。
識字率向上キャンペーン
1940年代と1950年代，エホバの証人の中で大きな責任を担っていたネイサン･H･ノアとミルトン･G･ヘンシェルは，さまざまな国に旅行して伝道活動を組織していました。識字率の低い国々では，地元の支部事務所に各会衆で識字クラスを開くように勧めました。
支部事務所は，識字クラスを開く方法について会衆に指示を与えました。幾つかの国では，地元の政府が用意した既存のプログラムを活用しました。例えばブラジルでは，政府が提供している物や教科書を各会衆に送りました。ほかの国では，エホバの証人が独自で識字プログラムを考える必要がありました。
老若男女を問わず，誰でも識字クラスに参加できました。クラスの目的は，受講者が母語で読めるように教えることでした。1つの会衆で複数の言語が話されていた場合，それぞれの言語を教えました。
人々の役に立つプログラム
識字プログラムはどのように人々の助けになってきたでしょうか。メキシコのエホバの証人はこう話しています。「聖書を理解できるようになったので，心にすっと入ってきます。読めるようになったおかげで近所の人たちと自由に話せるようになりましたし，もっと大勢の人に聖書のメッセージを伝えられるようになりました」。
聖書を理解することのほかにも，識字プログラムはどんな点で役立っているでしょうか。ブルンジのイサクはこう述べています。「読み書きができるようになって，建設の技術を学ぶことができました。今では建設の仕事をしていて，大きな建設プロジェクトの監督をしています」。
ペルーのヘスーサは49歳の時に識字クラスに出席し始めました。ヘスーサはこう言います。「主婦なので，お店で食品の値段と名前を見ないといけません。前はそれが大変でした。識字クラスのおかげで，今では自信を持って家族のために買い物ができています」。
何年もの間，さまざまな国の当局者が，識字率向上を目指すエホバの証人の活動を評価してきました。識字クラスは今でも開かれていて，そのプログラムや教材は改訂されてきました。エホバの証人が発行した冊子は，720の言語で2億2400万冊ほど印刷されています。これらは読み書きを教え，限られた教育しか受けてこなかった人たちを援助する上で役立っています。
[脚注]
例えば，「読み書きに励む」（英語など）という冊子は123の言語で入手でき，「神の言われることを聞いてください」という冊子は610の言語で入手できます。
​1954年，ザンビアのチンゴラで開かれた大会で，読み書きの教材がシンヤンジャ語で発表される。
​2014年，マラウイのリロングウェにある王国会館でチェワ語を教えている。
​​​​
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